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聖女様はチート国王に愛されました!?




～攫われ蕩かされ甘やかされています～









［著］柿本悠理

［イラスト］森原八鹿
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序章












　癒やしの力を持つ唯一の存在、奇跡の聖女ミア。

　彼女の手は奇跡の光を宿している。

　ひとたび手をかざせば辺りは眩い金色の光に包まれ、あらゆる病を取り除きすべての傷を癒やす。

　長く続く領地を巡る戦の中で、その力は人々を救い、支え、希望そのものになった。

　しかし、救えど救えど、争いは終わらず。

　聖女を手にした者こそがこの世界の真の王となるという噂が、まことしやかに囁かれはじめた。

　土地や資源を求め先代の王の頃より続いた戦は、いつしか聖女の奇跡の力を欲する者たちの争奪戦へと姿を変えていった。

　終わりの見えない戦いに心を痛めた聖女は、ついに決断する。

『私にできることは、癒やすことだけ。ならば、この国に生きるすべてを癒やします。この生命に代えても！』

　聖女は自ら戦の最前線に立ち、その命を散らした。

　こうして、戦は終結した。

　長く国を守り続けて来た聖女は、その命と引き換えに国に真なる平和をもたらしたのだった。






　――と、いうことになっている。
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　柔らかな絹の枕の表面が、美しい白銀の髪を受け止めている。

　ゆるくウェーブした癖のある髪はまるで朝焼けの水面のように、呼吸と同じ速度でゆったりと揺れている。

　淡い水色のナイトドレスからは真っ白な陶器のような滑らかな肌と柔らかな胸元が覗き、まだ夜のままの室内の風を受け止めていた。

　聖女たるもの、常に白を身につける。それが、かつていた国での取り決めだった。

　与えられる衣類はすべて純白で体の線がくっきりと出るような、窮屈なものばかりだった。

　ふわふわで軽やかなナイトドレスは、何も身にまとっていないのではと錯覚するほどゆるく穏やかな眠りをミア＝ラルハイラに与えてくれていた。

「起きろ！　ミア！」

「ひ、ぃっ！」

　熊が吠えたかのような大きな声で名前を呼ばれ、ミアはベッドの上で飛び上がった。

「……っ！」

　勢い良く引かれたカーテンからは真っ白な朝の光が降り注ぎ、ミアの長い睫毛をキラキラと照らしている。

　この国では珍しい翡翠色の瞳に映るのは、まだ見慣れぬ贅沢な広さの部屋と品のいいシャンデリア、それから寝室の扉の前で慌てふためくメイドがふたり。

　そして。

「天気がいいから、乗馬に行くぞ！」

　腰に手を当て淑女の部屋に無断で侵入して来た、偉そうな背の高い男がひとり。

　黒いウェストコートに、白いブラウスとスカーフを合わせ、乗馬用のレザーで作られたブリーチとブーツを身につけた黒髪の男は、鋭さを感じる茶色の瞳をこちらに向け、相変わらず自信満々な笑みを浮かべている。

「いってらっしゃいませ……」

　相手と自分の立場を思えば、見送りに来いということなのだろうとミアは判断した。

　しかし、返された言葉に黒髪の男は不服そうな顔をすると、両腕を胸元で組んで見せる。

　ふんと鼻を膨らませていても彼の整った顔立ちが崩れることはなくむしろ親しみやすさに変わっているところは、素直にすごいとミアは思う。

　態度の大きいその男は、ひどく美しい佇たたずまいをしていた。

「お前も行くんだ！　俺の馬に乗れ！」

「いえ、馬なら自分で乗れますので……」

　一応、これでも長く軍という組織に所属していた。

　幼い頃から専用の教育を施されたため、田舎の村出身とはいえそれなりのマナーや最低限の護身術、乗馬の心得はある。何より。

「国王様の馬に乗るなど、わたくしにはもったいないです。ええ、そうですとも。もったいないですわ。おほほ……」

　心にもないことだが、敵国の王相手にいきなり喧嘩をふっかけるわけにはいかない。

　正確には『既に盛大に喧嘩をふっかけたあと』なのだから、ここでは大人しくしておくべきであると、ミアの心の中の教育係が囁きかけている。

　幼い頃から聖女としての教育をつきっきりでしてくれていた教育係は、今頃どうしているのだろうか。

　自分が死んだことになって、悲しませてしまっただろうか。

　ようやく覚めて来た頭で今置かれている状況を整理し、ミアはようやく思い出す。

　自分が今、敵国に捕虜として捕らえられているという事実を。

「ミア」

　名を呼ばれ我に返ると、すぐ目の前に男の顔があった。

　美しく切れ長の瞳を縁取る、くっきりと長い睫毛。すらりと通った鼻筋に、ミアにも負けない滑らかな肌と美しい歯並びの男の顔が、すぐそこにある。

　本来持って生まれた造形に加え丁寧に磨かれた品と自信が備わり、そこにいるだけではっと息をのむような存在感を男は漂わせている。

　そんな美しい美術品のような男が、至近距離で真っ直ぐにミアの目を見つめていた。

「俺が、ミアを乗せて走りたいんだ」

　そう言って微笑まれると、どういう顔をすればいいかわからなくなる。

　困惑しているミアに、男はまたニッと口角を上げた。

　優しいだけではない意地悪そうな笑みは、ミアの警戒を少しだけ引き上げた。

「あわよくば、俺に惚れてもいいぞ」

　しかし、放たれた駆け引きはあまりに唐突で、緊張感とは程遠いのんきな音をしていた。

「惚れません……」

　思わず肩の力が抜け、呆れたようにため息を吐いてしまう。

　慌てて口元を覆うと、男は楽しそうにからからと声を上げて笑った。

　国王に対しこのような振る舞いをしたにも関わらず、咎めるどころか面白がる。

　そんな男が存在することに、ミアは驚きを隠せない。

　祖国の王は、プライドを踏みにじられることを最も嫌悪していた。

　気に障ったという理由だけで、罰された臣下を何人も見たことがある。

　ミアにとって、目の前の王は何から何まで理解不能、予測不可能。

　それが、敵国の王・マーカス＝リーデンバルトという男だった。

（どうして、こんなことに……）

　つい三日前までは聖女として、国を守る英雄として、最前線に立っていた。

　すべてを終わらせるべく、宿敵であるリーデンバルトの国王と対峙し、この命と引き換えに停戦を申し出たあの日から、ミアの運命はおかしな方向に転がり始めた。

　そう、あの日、すべてが変わったのだ。

　それは、リーデンバルト王国とストラティア王国の国境で始まった。
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　世界には、絶望がある。

　そのことをミアが理解したのは、五歳の時だった。

　物心ついた時にはこの世は戦の時代を迎えており、村の若者たちが旅立っては小さな文ひとつになって戻って来るという光景は、ミアにとっては日常だった。

　隣の家のお兄さん、道具屋のおばあさんの息子さん、昨年結婚したばかりの修理師のおじさん。

　世界は悲しみが溢れていて、消えていく命の灯火をただ見つめることしかできない。

　ミアにとって戦とは、大切な人たちを奪う現実として日常にあるものだった。

　人を癒やす、不思議な力がある。それがわかったのもまた、ミアが五歳の時だった。

　初めて治したのは、父だった。

　農具の手入れをしている最中に古い棚が倒れ、父が脚に深い傷を負った。

　運ばれた父の傷口にミアが触れたその瞬間、辺り一面を不思議な金色の光が覆った。

　流れていた血は嘘のようにぴたりと止まり、父は一命をとりとめた。

　人々は奇跡の御業と、ミアの力を称賛した。

　国が彼女の力に気づくのに、そう時間はかからなかった。

　遠くの城からやって来た使徒は、ミアの力がどれだけこの国にとって必要なのかを説き、修行をする間の生活の保障、そしてミアの父や村への金銭的サポートを提示し、少女を城に受け入れたいと申し出た。

　六歳になるその年に、ミアは父と離れ城で暮らすことを決めた。

　この力で世界が平和になるのならと、ミアが自ら望んだことだった。

　あれから十数年。日々の研鑽により聖女としての力を確かなものとしたミアは、ストラティア王国の医療軍事団長という座に就き、戦場で今日まで奇跡の力をふるい続けた。

「こんな日でも、風はおだやかですね……」

　頬を撫でる優しい感触に、ミアは目を閉じてみる。

　様々なことがあった。

　世界を、家族を守るため、自分にしかできないことがあると信じてここまで突き進んで来た。

　けれど、たったひとりでは世界は変えられないことを知り、そして一番大切なものを守れなかった現実だけが、今のミアの前に横たわっている。

　白いドレスは静かな草原の上で地上に舞い降りた雲のようになびき、ミアの体のラインを際立たせている。

　このまま本物の雲になって世界に溶けてしまえば、楽になれるのだろうか。

「どうか、おやめ下さい聖女様！」

　ミアを引き止めたのは、騎士団に所属する兵士だった。

　ストラティア王国の騎士団長を務める男は、幼い頃からミアの護身術や乗馬の指導をしてくれていた教育係のひとりで、ミアと同じく真っ白な鎧を身に着けている。

　兵は全員下がらせるように申し付けたはずだが、情の深いこの男は最後までミアと共にあることを望んだということなのだろう。

　馬から飛び降りた騎士団長は、頭を下げることなくミアに近寄った。

「相手はリーデンバルト王国を統治する戦の神、覇王と呼ばれたマーカス国王陛下率いる王国軍。いくら聖女様相手とはいえ、一体何を仕掛けてくるか……！」

　ミアがひとりで向かおうとするその真意を知ることのない男は、必死に自分を連れて行くよう懇願している。

　しかし、ミアはもう決めていた。

　国のため、民のため、世界のために今日、この生命をここで使おうと。

「これは、聖女の命令です」

　ミアのはっきりと通る声が、男の次の言葉を封じた。

「相手は、数々の戦を勝利へ導いて来たリーデンバルト王国軍。どれだけの犠牲が出るかわからない。皆には、下がって欲しいのです」

　ここが戦場になるとは思えぬほど、空は晴れて穏やかだ。

　心の底から思う。どうせ最期の時ならば、こんな青空の下もとがいいと。

「私にできることは、癒やすことだけ。ならば、この国に生きるすべてを癒やします。この生命に代えても！　聖女の命です、下がりなさい！」

　騎士団長は唇を噛み、頭を下げると愛馬に跨った。

　遠ざかっていく馬の蹄を耳に、ミアは反対の方向へ歩き出す。

　平原にある小高い丘をゆっくりと登っていくと、遠く向こうに相手国の軍勢が黒い線になって見えて来る。

　数万もの軍勢を束ねる、覇王。

　世界の目が聖女に向けられる中、戦の手腕を真に発揮したのは眼前の軍勢、リーデンバルト王国軍だった。

　聖女を求めて巻き起こる戦の中で、狡猾な政治的駆け引きを見せ、時に大胆に時に武力による真っ向勝負を挑む。聖女の力を持たぬはずのリーデンバルトの王は真に強く、その領地は着実に広がりを見せた。

　各国は焦り、怯え、慄き、リーデンバルトに直接戦いを挑む者もいれば、奇跡を信じより強く聖女の力を求める国も増えていく。

　混戦の時代。誰が味方で誰が敵なのかさえわからない国同士の争いは、苛烈を極め多くの犠牲が出た。

　こうして、着実に領土を広げていったリーデンバルトの手は、今ついに最後のカードである聖女の国へと伸ばされた。

　周辺諸国は既に、彼の軍によって制圧された。

　ミアの国を落とせば、世界は恐らくリーデンバルトの時代となる。

（だから終わらせる、ここで……すべてを）

　絶望に濡れた目で、聖女は平野を見下ろした。

　そこへ、一匹の馬が近づいて来た。

　白く逞しい馬は、真っ直ぐに地面を蹴り上げ丘の上へと登って来る。

　美しい鬣たてがみをなびかせ、一匹の馬はミアの元を目指していた。

　跨っているのは、男のようだ。

　首元の詰まった黒の騎乗服を着た男は、戦場とは思えぬほど軽装だ。

　金の刺繍が施されたジャケットには、いくつもの勲章がぶら下がっている。

（この場所で、鎧も身に着けず一体何を……）

　聖女の力を高める石と呼ばれる巨大な水晶がついた杖を地面に突き立て、ミアは背筋を正した。

　馬は目の前まで近づくと、足を止めた。山のように大きく、そこに跨る男は逆光で顔が見えない。

　目を細めるミアの前で、男はじっとこちらを見下ろしているようだった。

「あなたが、この戦の長ですか」

　ミアの問いに、男はゆっくりと頷いて見せる。

「そうだ。貴殿が、聖女・ミアか？」

　男の目が日の光の下できらりと輝き、その視線は珍しくミアの瞳だけを真っ直ぐに見つめているのがわかった。

（なぜ……？）

　美しいドレスは、ミアの体を魅力的に見せるデザインでもあった。

　敵の前に出る度、彼らはその顕になった肌に釘付けになる。これこそが国の作戦であると、王はわざと扇状的なデザインを選んでいるような口ぶりだった。

　実際、敵も味方も大抵の男たちは、ミアを前にするとじろりと無遠慮な視線を寄越すことが多い。

　その力を、この体を、品定めするような視線には慣れている。

　しかし目の前の男は決して視線を逸らすことなく、ただ目の前のミアを見つめていた。

「あなたも、私が欲しいのでしょう？」

　怯むことなく睨にらみ返すミアに、男は静かに首を縦に振った。

「ああ」

　わかりきっていた返答に、ミアはひっそりと落胆する。

　どんなに誠実そうに見えても、結局はこの男も自分の力が欲しいだけなのだ。

　敵軍の長であること以外はわからないが、誰でもいい。

　ミアにとって大事なのは、今日、自ら決めた作戦を遂行することだけだ。

「残念です。あなたに力は渡しません、そのかわり証人になってもらいます」

　そう言ってミアは、隠し持っていた水晶のナイフを取り出した。

「何を……？」

　驚く男の前で、ミアはナイフを自らの首元に押し当てた。

「私は今日、この場で命を終わらせます」

　低く通る声に、ミアの決意が滲にじむ。

「どういうつもりだ」

　男はこれもまた何かの交渉だと考えているのか、いやに冷静な声でミアを見下ろしていた。

「我が名は聖女、ミア。奇跡の力を宿し、人々を癒やす存在。しかし、この力を巡り、数多の戦を引き起こしてきた罪人でもあります」

　はっきりとした声に、男の顔色が変わった。

「ここで、終わらせましょう。あなたはその証人です」

　ようやくこれで、すべてを終わらせることができる。

　刃先が白い喉に触れ、ひと筋の血が流れる。

「やめろ！」

　その手首をナイフごと掴み上げ、男は自らの馬上にミアの体を抱き上げた。

「何をしている！」

「離して！　もう嫌なの！」

　手首を掴まれたまま膝の上で抱きかかえられ、それでもミアは抵抗をやめない。

「何が嫌なんだ！　言ってみろ！」

　どうしてそんなことを、言わなければならないのか。

　聖女の言葉に、質問を投げかけて来る者がいる事実に驚きと困惑を浮かべたミアは、思わず顔を上げた。
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　じっと見下ろす男の顔が、先ほどよりも近くにある。

　真剣なそのまなざしを見ていると、今まで言えなかった言葉が溢れて来るような気がした。

　これが最期だと思うからだろうか、それとも彼から漂うバラのような甘い香りのせいだろうか。

　この人の前では、素直になってもいいような気がして来る。

「もう、これ以上人を傷つけたくない……」

　守りたかったはずのものは、半分も守りきれなかった。

　自分の力を巡り、起こる争いにまた血が流れる。

　すべてを救えないことは、もうわかっている。それでも、ひとつくらいは食い止めたかった。この戦を終わらせることで、聖女を巡る争いはなくなる。

　それが、きっと大好きな父への土産になると、ミアは思っていた。

「目の前のひとりを助けたい。ただその思いで、今日まで走って来た。けれど、私の力がある限り、戦は起こり、人々は傷つく。だったら……！」

　力の限り叫ぶ声、しかしそれよりも大きな声が、ミアの声に重なった。

「なら、俺のところに来ればいい！」

「え……ンっ……!?」

　驚く声は、熱によって封じられた。

　唇に、何かがぶつかる。

（何、これ……）

　重ねられているのが男の唇であると理解した瞬間、遅れてやって来た熱が頬を染めた。

　奪われた唇はあまりにも突然で、耳までじりじりと焦げるような感覚が広がっていく。

（今、私……今、キス……してる？）

　ようやく事実を飲み込んだミアの瞳に、美しい漆黒の前髪が映り込む。

「俺のものになれ」

　まっすぐに見つめられる視線に、ミアはきっと睨み返した。

「あなたに、聖女の力は渡さない！」

　聖女の力を求める者は、数多くいる。

　この男も、富か名声かはたまた私利私欲か、何かを求めてこの奇跡の力をものにしようとしているのだろう。

　しかし、そうはさせない。

　これ以上この力を戦の理由に使われるくらいなら、今すぐここでこの命を。

「いるかそんなもん。人の話を、聞いてたか？」

「そ、そんなもん!?」

　国が、人が、他者を傷つけてでも欲しがる奇跡の力。

　その男は、欲しがるどころか『そんなもん』扱いをした。

　呆れたように降って来る声に、ミアは改めて男の目を見つめる。

　美しい切れ長の瞳は、ここが戦場であることを忘れてしまいそうになるほどに涼しげで穏やかな光を秘めていた。

「俺は、ミアが欲しいと言った」

　真っ直ぐに向けられる言葉に、嘘や偽りはないように思えた。

「え……？」

　高原の上を、風が駆け抜けて行く。

「ちょ、っと……！　何言ってるの!?　力が目的、じゃなくて？」

　混乱のままに言葉を乱すミアに、男はふふっと低く笑った。

「一応確認なんだが、聖女様は今日ここで死のうとしたってことで間違ってないか？」

「そうよ。その決意は今も……あっ」

　男はそう言うと、あっさりとミアのナイフを取り上げてしまう。

　ミア専用の特別なナイフは、男の手の中で妙に儚はかなげに美しく輝いていた。

「貴殿はここで、今日死んだ。そういうことで、いいんだな？」

「一体何を……」

　行動と質問の意味がわからず目を丸くするミアの前で、男は勢いよくナイフを振り下ろした。

「な……ッ!?」

　手入れされた刃先が鮮血に染まり、派手に血が吹き上がる。

　恐らく、太い血管を傷つけたのだろう。

　男の腕からどくどくと流れる血に、ミアは咄嗟とっさに自分の手をかざした。

　敵でも味方でも、関係ない。ただ一滴でも流れる血を、食い止めたいと反射的に思った。

　ところが、力を使うよりも先にミアの手が男の掌に包み込まれてしまう。

　これでは力を、上手くコントロールできない。

　振りほどこうとする指先は、更に強い力で握り込まれた。

「力は、使うな」

　怒っているみたいに強くなる語気に、ミアは信じられないものを見るように目を丸くした。

（力を使うなって、言った？）

「じっとしてろ」

「あ……っ」

　そう言って男は、ミアの頭を抱き寄せる。

　視界が男の胸元で埋まり、呼吸と心音が近くなった。

（あたたかい……）

　生きている人間の鼓動が、こんなにも安心するものだと、ミアは久しく忘れていた。

　ほっとするような安心感を覚えるミアの前で、男はそっと片腕を上げた。

　そのまま大きく腕を振り払い、地面には弧を描くように男の血液が撒き散らされる。

　まるでそこで激しい争いがあったかのように見える、荒々しい血の痕跡が出来上がった。

「聞け！　両軍よ！　聖女ミアは、この俺、マーカス＝リーデンバルトが討ち取った！」

「なっ……!?」

　張り上げた声に、ミアは声を上げた。

　高らかに宣言された大きな嘘と、男の名前が頭に響く。

　その名を、ミアは知っていた。

「リーデンバルト……国王、なの!?」

　驚いて顔を上げたミアを、マーカスは更に強く抱き寄せた。

「んむっ!?」

「黙ってろ」

　聖女に対し、あまりのふるまい。

　相手が敵国の王であることを知り、自分がどう行動すべきかミアは考える。

（確かに、ここで死ぬつもりだった……けど、私は今生きてて、でも、王は私のことを今、死んだと宣言したから……えっ、何、これ……？）

　真意のわからぬ王のふるまいに、ミアはただただ呆然とその腕に抱かれることしかできなかった。

「剣を納めよ！　聖女は、死んだ！」

　広い平野は、恐ろしいほどの沈黙に包まれていた。

　小高い丘の上にふたりの人間がいるということはわかっても、何をしているのか何を話しているのか細かいことまで伝わるはずのない距離。

　そして、沈黙を破る勝者の宣言に、そこにいる誰もが息をのんだ。

　聞こえるはずがないのに、抱き寄せられたミアの耳には、広がる互いの軍勢たちの荒い息遣いが、遠く離れたこの場所まで聞こえて来るような気さえした。

「突然、何を言い出すのですか！」

　ようやく声を出すことができたミアに、マーカスは視線だけを落として声を潜める。

「兵を引かせるには、この方が都合がいいだろう。ミアも死ぬつもりだったなら、望み通りの未来になったはずだ」

「それはそうですけど！」

「これで戦は終わるだろうな。少なくとも、今回は」

　確かに、聖女が討ち倒されたとなれば、ミアの国は引かざるを得ない。

　聖女を巡る戦には終止符が打たれ、さらなる権力と領地を手に入れたリーデンバルト王国の時代になるだろう。

　しかし、ならば自分は、今生きている自分は、どうすればいいのか。

「どうせ、死ぬ気だったんだろ。じゃあちょうどいい。俺の城に来い」

　当たり前のように、子どものお使いみたいな口ぶりでさらっと告げられた言葉にミアは挙手をした。

「待って頭が追いつかない」

　深い溜息と共に、マーカスはようやく顔をこちらに向けた。

　美しい形の瞳が、呆れたように細められていく。

「聖女様というのは、案外物分りが悪いな。今日から俺と一緒に住めと言ったんだ」

　いっそこのまま気を失ってしまえば、すべて夢だったということにならないだろうか。

　ミアの命を賭けた作戦は、たった今ある意味での成功を収めた。

　不確定すぎるミア自身の未来と、引き換えに。

　空はあまりにも広く、丘に吹く風は妙に爽やかだ。

　それは、史上最も静かな戦の終わりとして、後世の歴史に記されることになった。
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「と、いうのが三日前の出来事だなんて思えない……」

　広い湖のほとりで、ミアは盛大なため息を吐いた。

　大きな敷布の上にはバスケットが用意され、様々な焼き菓子やペストリーが並べられている。

　拳ほどの大きさのスコーン、塩漬けにした鹿肉を焼きレモンで味付けした細切りの人参を挟んだサンドイッチ、大きな果実を煮詰めた宝石のようなタルト、瓶詰めのジャムはママレードとストロベリー、それに四角い形のクッキーやマドレーヌも顔を覗かせている。

　ティーセットも本格的なもので、水色の花の模様が散りばめられた愛らしいカップセットがずらりと並んでいた。

「どこからわき出したのこんなに……国王様は、魔術師なのですか？」

　国王は、結局早朝にミアを自らの馬に乗せ、半日かけてこの湖までやって来た。

　美しいティーセットは、ふたりが到着した頃にはここに既に用意されており、お茶も淹れたてのように熱々だった。

「湖の管理人だ。この湖の周辺を管理する屋敷が、湖の反対にあるのだ」

　周囲に広がるこの壮大な森もまた、彼の持ち物であるということらしい。

　一体どうやってそんな連絡をと見上げた湖の向こうに高い塔が見えて、なるほどふくろうを使って文を運ばせたのだとようやく納得できた。

「何をする？　刺繍か？　そういう道具も、確かあるはずだ。それとも、読書か？　体を動かしたいなら、狩りなどもできるが」

　本来ならばメイドや執事に任せるべき仕事を、国王はひとりで率先して準備しようとする。

　視界には入って来ないが、きっとこの森に潜む彼の護衛たちも、はらはらしながら見守っていることであろう。

　ミアがリラックスできるようにと、なるべく多くを目に入れないよう配慮してくれていることは理解できる。

　それでも、まさか敵国の国王に刺繍セットを勧められる日が来るなんて、一体誰が想像できただろう。

「あの、そういったものはあまり、好まないと言いますか……」

「苦手か？」

「いえ、その……」

　返答に戸惑うミアに、国王はカップに注いだ紅茶をそっと差し出してくれた。

　捕虜に紅茶を勧める国王など、前代未聞だ。

　しかし、今やミアはこの男に囚われる身。

　この命の采配すら彼の思うままなのだと思えば、このカップに毒が入っていようがいなかろうが選択肢は他にないと思えた。

「いただきます……」

　ミアはゆっくりと敷物の上に腰を下ろすと、カップを受け取った。

　青空を雲に溶かしたような薄いブルーのドレスが、ふわりと広がる様がくすぐったい。

　前の城では、体の線を強調するようなドレスばかりを着させられていた。

　腕や胸元にあしらわれた上品なレースが、柔らかくミアを守ってくれているようでほっとする。

「ああ、そうだったな……」

　カップを持ったまま新しいドレスを味わうミアの前で、国王は今手渡したばかりのカップを取り上げてしまう。

「あ……」

　更に、あろうことかそのままミアのカップから紅茶をひと口飲んで見せた。

「ん、うまいぞ」

　そう言ってカップを返す国王に、ミアははっとした。

（毒が、入ってないって……確認してくれた？）

　確かに、今までは侍女が必ず口に入れるものを確認してくれていた。

　しかしまさか、国王自らその確認をするなんて予想外だ。

「ありがとう、ございます……」

　返されたカップをぎこちなく覗き込むと、なめらかな表面に困惑に揺れる自分の瞳が映っていた。

「いただきます」

　緊張した面持ちで引き寄せたカップは、小さな生き物のようにあたたかい。

　ためらいながらも口元に近づけると、甘い香りが漂った。

「……おいしい」

　胸に下りて来た華やかな香りとすっきりとした後味は、花畑をそのまま取り込んだような明るい気持ちにさせてくれる。

「だろう？　俺はこう見えて、茶にはこだわりがあるんだ。毎年、新しい茶葉を開発するために夏の時期は旅に出たりもする」

「こ、国王自らですか!?」

「大事で楽しいことを、俺が人任せにするわけがないだろう」

　言いたいことはわかるが、そんな理屈が通ってしまう彼の国というのは、一体どういう仕組みになっているのだろうか。

　覇王。あまりの強さに、彼の通るあとには草の根一本も残らないと噂されるかの国の話は、ミアも嫌というほど聞かされてきた。

　ミアの国と同様に、いやきっとそれ以上にさぞ窮屈で、退屈で、恐ろしい国なのだろうと、思っていたのだが。

「自由……なんですね」

　最強と畏れられた王は、あまりに気ままで軽やかに生きているように見えた。

「俺は、国民に自由でいて欲しい。そのために必要なことはなんでもするし、俺自身がこの国でのあり方を態度で示す必要がある。そう考えている」

　ミアの隣に腰を下ろし、ミアは少しだけ間を空けて座り直す。

　その様子を、国王はカップを傾けながら視線の端で確認している。

「私は、死んだんです」

「そうだな。俺が殺した」

　物騒な返答に、王は困ったような顔で微笑んでいる。

「だが、今は生きている。それとも、もう一度死にたいと思うか？」

　ミアは、カップに残るお茶に映った自分の目を真っ直ぐに見つめた。

　そこに映る自分は、聖女と呼ばれていた頃と同じ姿をしているはずなのに、以前とはまったく違う生き物のようにも思える。

「わからないのです。聖女として求められること以外に、生きたことがない。その義務すら放棄した今の自分に、何かをする資格なんてありません」

　したいことなど、聞かれたこともなかった。

　すべては国のため、そのための力を持つ唯一の存在なのだと、そう言われて生きて来た。

　それでいいと、思っていた。

「何ができるか……か、じゃあまずは」

「あ……」

　国王はそう言うと、飲み干したカップを置きジャケットを脱いでそのままごろりと横になった。

　ミアの膝の上に頭を乗せ、目を閉じている。

　前髪がさらりと流れるのを見て、ミアはただ硬直していた。

「な、にを……」

「まずは、膝枕だな」

「話がまったく繋がっていないように、思えるのですが……」

　予想できない国王の行動に、ミアはカップを持ったままの両手を高く上げ固まっている。

　そんな、非日常に国王は、くすくすと笑みを零した。

「わからない時は、とりあえずだらだらすればいい」

「一国の長とは思えぬ、悠長な発言ですね」

　思わず溢れた皮肉めいた言葉に、ミアははっとカップを下ろした。

「失礼しました。出過ぎたことを……」

「いいな、それ。続けろ」

「は？」

「続けろと言った。思ってること、全部言え」

　膝の上の王は、怒るどころか楽しげに目を閉じ言葉の続きを待っている。

　反射的に出てしまった言葉に、ミアは改めて自分の考えを噛み砕いた。

「判断のできない時こそ、迅速な標を民は求めるのではないでしょうか。王には、それを迅速に決断する責任があると思われます」

「なるほど、一理あるな」

　王はゆっくりと目を見開くと、ミアを真っ直ぐに見つめた。

　それは、決断を下す立場の人間が持つ、特有の鋭さを秘めている。

「大事な場面で決断を下すためには、万全の俺でいる必要がある。俺は常に万全だ。それでも、何も決められない瞬間はある。それは、考えられないのではない。考えないことが、必要な時間だと体が教えているということだ」

「屁理屈です……」

「焦りと後悔ばかり抱えていても、前には進めない。大事な時に最も大切なことを決められるように、己を万全に導けということだ」

「そのために、だらだらが必要なこともある……ということですか？」

「そうだ」

　掌てのひらがそろりと伸びて来て、ミアの頬に触れる。

　体を硬直させたミアだったが、優しく撫でられるその感触になぜか肩の力が抜けていくような気がした。

「しかし、私は……」

　無意識に歯を立てていたミアの唇を、国王の親指がそっと拭うように触れた。

「ミア」

　聖女様と彼が呼ばないだけで、深い霧の中にいるような息苦しさが少しだけ晴れていく。

　名を呼ばれることは、ミアが自分を取り戻す合図のように思えた。

「まだ、三日だ。ここに来て」

「は、い……」

「ただ、生きていてもいいんだ。何かを成さなければ、生きていてはいけないなんて、そんな国を俺は作ったりしない」

　どうしてそれを、この人が言うのだろう。

　敵国の王はミアが最も欲しかった、けれど今となっては受け入れ難い唯一の言葉を口にする。

　三日前まで、死ぬつもりだった。

　明日を手放してしまおうとそう思っていたミアにとって、それは何よりも過酷な選択だった。

「聖女であること以外の生き方を、知らないんです」

　奇跡の力を持つ者として求められ、ずっと聖女として生きてきた。

　今更、己の思うままに行動していいと言われても、何も思い浮かばない。

　思考の自由は、宝石や紙のように贅沢品のひとつだとミアは思う。

　守るために生きるために、それだけを思い、そして罪を犯した。

　ミアにとって自由とは、一生読むことができないといわれた古文書に向き合うようなものだった。

「そうか」

　はっきりとした言葉に、新しい王の目は驚くでもなくただ静かに凪ないでいる。

「なら、これから知ればいい。時間は俺がいくらでもくれてやる。そのために俺は、ミアを殺したんだ」

　はっきりとそう告げる国王の言葉に、ミアは自分の王が本当に変わってしまったことを思い知っていた。

「まずは、だらだらすることを学ぶところからだな」

　そう言って、国王はそっと目を閉じた。

（だらだらすることを、学ぶ……）

　不思議な、心地だった。

　命じられているにも関わらず、嫌な気持ちにならない。

　強いのに、どこか優しくて、信じてもいいのかもしれないと思わされる。

　そういう不思議な響きを、国王の声からは感じた。

「……」

　横たわる国王の腕に、ミアはそっと手を伸ばす。

　あの日、彼が自らつけたこの傷のおかげで、正確には彼が残した血痕のおかげで、聖女ミアが死んだという大嘘は真実として広まることとなった。

　戦は始まる前に終わりを告げ、現在正式な敗戦の手続きがなされていると聞かされている。

（私の死を偽装するために、国王様は……）

　腕に触れようとした指先を、国王はそっと掌で包み込み制止した。

「約束を、忘れたのか？」

　首を横に振るミアに、国王はそのまま手を握りしめる。

「少し眠る」

「……はい」

　静かに寝息をたて始めた国王に、ミアは空を見上げた。

　あまりに広く青い空を、戦場以外で最後に見たのはいつのことだっただろう。

（本気、なの……？　本当にこの人は、私の力にまるで興味がないというの？）

　やんわりと咎められた掌は、今は国王の手の中にある。

　それは三日前、この城にやって来たミアに科せられたたったひとつの枷だった。

















第三章












　聖女の死が宣言されたあの日、ミアの遺体はリーデンバルトの国王が持ち帰った。

　その遺体は、今後ストラティアとの交渉材料に使われるということなのだろう。

　本当に聖女が死んでいた場合、は。

　しかし実際はミアは生きており、捕虜という形で城に迎えられている。

　てっきり牢屋に入れられると覚悟していたミアに城で働くメイドや執事たち、それに臣下までもがまるで貴賓を迎え入れるような対応で、うやうやしく玉座の間に案内されたことには面食らってしまったのだが。

　それよりも更にミアを動揺させたのは、王が宣言したその言葉だった。

「力を使うなって、どういう意味ですか!?」

　玉座に座り肘をつく敵国の王は、たった今連れ帰ったミアという極上の材料を前に、予想外の選択を迫った。

「そのままの意味だが。これより、聖女としての力を使うことを一切禁ずると言った」

　からりと当然のことのように告げられミアは、思わず周囲を見回した。

　玉座の間には、この国の中枢を担う大臣や騎士団長など、多くの要人がずらりと並んでいる。

　王の言葉を前に、動揺している者は誰ひとり見受けられない。

　この空間において、ミアだけが動揺し困惑し信じられない事実として王の言葉を受け止めていた。

「せ、聖女を捕まえて来て、力を使うなって……じゃあ、私は一体なんのためにここへ？」

　まったく理解ができなかった。

　国王自ら傷を負い芝居を打ってまで聖女を連れ去ったのは、てっきりこの国で聖女としての力を秘密裏に使うためだと思っていた。

　表向き死んだことにすれば、この国が狙われることはない。

　しかし、利用されるのはまっぴらだ。隙を見て、やはりこの命を。

　そう考えていたミアの出鼻を挫く発言に、ただただ困惑することしかできなかった。

「なんのためって、それは……」

　国王は、どうやら質問に答える意思があるらしい。

　いかなる返答も受け止めなければならないと身構えるミアの背後から、大きな物音が響いた。

「失礼致します！」

　鎧を身にまとい現れた兵士に、動いたのは傍らに控える大臣たちだった。

「騒々しい、何事だ」

「伝令です！　ストラティア王国より、停戦の意思が届きました！　領土に関する会合に、応じるとのことです！」

「停戦に、応じる!?」

　声を上げたのは、ミアだった。

　あれほどまでに抵抗をし、終わらないかもしれないと絶望するほどに戦を続けて来た自国が聖女を失った瞬間、こうもあっさりと停戦の決断を下したことに、安堵と苦悩をミアは覚えた。

（やはり、聖女なんて存在はあの国には、ない方がよかったのね……）

　救った命以上に、自らの存在自体が引き起こした戦と失われた命を思うと、視界がぼやけて真っ暗な闇に呑み込まれていく。

「ミア！」

　崩れた体を支えたのは、先ほどまで玉座に居たはずの敵国の国王だった。

「安心しろ。もう、戦は起こらない。ミアが俺のそばにいる限り、絶対だ。約束する」

「あ……」

　その言葉に、ひと筋の涙が頬を伝う。

「やはり私は……居ては、ならない存在だったのですね……」

　思わずこぼれ出た言葉に、また目の前が暗くなったような気がした。

　国のために、大切なものを守ると信じて生きてきた。

　それがすべて、間違いだと認めることが怖かった。

　しかし今、戦は終わり、聖女の存在が戦を呼び込んでいたことが証明された。

　事実は、受け止めなければならない。それが、聖女としての最後の責任だとミアは考えた。

「そんなことを言うな！」

　意識を引き戻したのは、国王の声だった。

　ミアを抱き寄せたまま、怒ったような悲しむような顔で見下ろしている。

「お前が救って来た命は、民は、どれだけあると思う！　聖女を軽んじるような発言は、例えお前自身が口にした言葉だったとしても、絶対に許さない！」

「国王……陛下……」

　とんでもない言葉を、投げかけられたことはわかる。

　本当は、ずっと誰かにそう言って欲しかった。

　奇跡の力を持ったその瞬間から、人々の笑顔のために自分ができることをしたいと思った。

　だから、城に入ることを決めたのだ。

　けれど、聖女としての力を使えば使うほど、それは日常になっていき、聖女として聖女らしく振る舞うことが、当然となった。

　最初はもっとシンプルだった願い、人々を笑顔にしたい。家族を、大切な人を守りたい。そんなミアの気持ちを置き去りにして、聖女としての役割を求められる日々に、終わることのない戦に、ミアはいつの間にか疲弊していた。

　その呪いを、今、あろうことか敵国の王が解いてしまったことに、誰よりもミア自身が戸惑っていた。

「どうして、あなたがそれを言うんですか……どうして、私が欲しい言葉が、わかるのですか……？」

「そうだな。ずっと、ミアのことが欲しかったからかもな」

「ずっと……？」

　引っかかる物言いに目を見つめると、国王は柔らかな笑みを向けてくれている。

「……っ!?」

　その視線があまりに近くて、ミアは思わず両腕を突っ張って体を引き剥がした。

（近い……）

　奇跡の力を宿す存在は、聖なるものとして扱われる。

　ストラティア王国ではミアと直接言葉を交わすことさえ、選ばれた者の特権であった。

　こんなにも近くでこんな風に誰かに抱き寄せられたのは、父に頭を撫でられて暮らした幼少期以来だ。

　ミアは、戦場で感じたことのない類の緊張感が体に走るのを感じていた。

「あとのことは、こちらに任せろ。決してミアが悲しむような選択はしない。ミアはまずは休んで……そうだな、湯浴みでもして来い」

　こちらの混乱を気にする素振りもない国王の態度にほっとしたのも束の間、耳慣れない単語が飛び込んで来てミアは再び顔を上げた。

「……ん？　湯浴み？」

　捕虜として捕まえた者に、湯浴みをさせる習慣があるのだろうか。

　不思議な違和感を抱えたミアの前で、国王はメイドたちに湯浴みの準備を指示している。

「それから着替えと、食事だな。苦手なものはあるか？」

「いえ、特には……」

「そうか。今はなくとも、これから何か出て来るかもしれない。その時は、遠慮なく言え」

「はあ……、えっ、あの……？」

　どうしてこんなことを言うのかわからず、ミアはただ混乱している。

「なんだ、一緒に入りたいのか？」

　おまけに、国王はとんでもない発言をぶつけて来た。

「ひ、ひとりで大丈夫です！」

「そうか、残念だ。では、次の楽しみにとっておこう」

「次!?」

　畳み掛けるような動揺に、国王はくつくつと奥歯で笑いを噛み殺している。

（か、からかわれた……）

　頬が真っ赤に染まる感覚に、こんな風に他人の前で感情を出すことさえ、そういえば久しぶりであることをミアは思い出していた。

　いつも聖女らしい振る舞いを求められて来た。

　それを求めない相手の前では、こんなにも呼吸がしやすいのだということに驚きを感じる。

「いってこい」

「は、い……」

　優しく頭を撫でられ、メイドたちの元へと促される。

　あまりにも気軽なやり取りに忘れそうになったが、あくまで自分は捕虜なのだ。

　自国では死んだ扱いになっている以上、この命がどうなるものか運命を握るのは目の前の国王次第。

（彼の真意がわからない。一体、何が目的なの……？）

　メイドたちに案内されながら、ミアは元聖女として培って来た戦況を見極める力を慎重に発揮していた。
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「ミア様、お湯加減はいかがですか」

「オイルは、どのような香りがお好みでしょうか」

「ミア様は肌がかぶれたり、苦手な成分などありますか？」

「い、いえ、特にありませんなんでも大丈夫です……」

　下半身を湯につけ、両腕を丁寧に洗われながらミアは口の端を引きつらせている。

　石灰岩を切り出して作ったという石の湯浴み場には、専用の石の口から絶えず新たな湯が注ぎ込まれている。

　どうやら、地熱であたためられた湯を汲み上げて維持しているらしい。

　ミアの国では、湯浴みと言えば広い部屋でただ体を拭くだけのものが多かった。

　こんな贅沢でいい香りのする空間で、丁寧に体を整えられるのは正直落ち着かない。

（私、捕虜なの……よね？）

　貴人のような扱いをされることに驚くミアは、体を清められ指の先から髪の一本まで丁寧に手入れされ、ふわふわと足元がおぼつかないままドレスルームへと案内された。

「わ、ぁ……」

　そこに広がる光景に、本日何度目かの驚きと感動が襲いかかって来る。

　目の前には、何着ものドレスが用意されていた。

　鮮やかな赤のフリルや、夜をそのまま切り取ったような漆黒のレース、水色やパープルなどカラフルなドレスが所狭しと並べてある。

「これを、私が……？」

　驚き振り返ると、メイドが嬉しそうな顔で頷いて見せた。

　聖女には清楚で可憐な白だけが似合うと、そういう理由で白ばかりを着て生きてきた。

　今目の前に広がる眩い装飾やレースがたっぷりのドレスたちは、そんなミアの胸を高揚させた。

「いい、の……こんな……」

「どれもお似合いだと思います！　試着されますか？」

　楽しそうに声をかけてくれるメイドに、またひとつ肩の力が抜けていくような気がした。

（私が、選んでいい……）

　与えられた選択肢の多さと自由に、ミアはただ胸が震えるのがわかった。

　自分の好きにしていい、それだけでそこにあるもののすべてが輝いて見える。

　そして同時に、ひどく落胆する。

　自分にはこのような、贅沢を享受する権利はないのだと。

「……では、このドレスを」

　ミアは、一番手前に並べられていた真っ赤なドレスを指差した。

　それは血のように鮮やかな赤だと、そう思った。
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　外に出ると、既に山の向こうに太陽は沈みかけていた。

　大きな噴水が設置された中庭の片隅で、ようやくミアはほっと息を吐いた。

　着替えを済ませダイニングへと促すメイドを制し、ミアは少しでいいからひとりになりたいと中庭へ案内してもらった。

　澄んだ空気を、肺いっぱいに吸い込んでみる。

　視界に影はないが、恐らく監視の目はついているだろう。

　それでも、こうしてひとりになると少しだけ息を吐くことができた。

　やってきたばかりの夜は、昼間とは打って変わってひんやりとした風を運んで来る。

　山々に囲まれたこの土地は、夏はおだやかな風が、冬は厳しい寒さが吹き込む地形のようだ。

　まだあたたかな季節の風は、それでもひやりと少しだけ涼やかで、自分の居た国とは違う場所に来たのだとミアは改めて思った。

「ここに居たのか」

　声をかけられ振り返ると、そこには王が立っていた。

　ドレスの裾をつまみ、ミアは膝を折る。

「失礼しました。少し、外の空気を吸いたかったので」

　言い訳のように告げた言葉に、国王はかまわないといった顔で手を軽く上げた。

　何か小言を言われるのだろうかと身構えたミアに、国王は上から下までじろじろと無遠慮な視線を向けた。

　初めて会った時は紳士的にふるまっていた国王のその態度に、ミアは警戒を見せる。

「似合う。やはり、俺様の見立ては完璧だったな」

「え？」

　告げられた言葉の意外性に、ミアは慌てることになった。

「こ、国王様が、自ら選んで下さったのですか？　あのドレスすべて？」

　てっきり、メイドたちに命じて用意させたものかと思っていたが、国王はミアの言葉に唇を尖らせている。

「お前に似合うものを考える時間だぞ？　こんな楽しいことを、なぜ他の連中に譲らねばならない？」

　またこれだ。この人は、権力の使い方がよくわからない。

　たかが捕虜の服に、時間をかけるほどこちらの国王というものは暇を持て余しているのだろうか。

「先ほど、伝令役を送った。近く、ストラティア王国とは正式に同盟関係を結ぶことになるだろう」

「同盟？　支配下に置く、ということではなく？」

　表向き聖女を打倒したリーデンバルト王国は、ミアのいたストラティア王国を吸収することもできるはずだ。

　国の名を自分の名に書き換えることが戦の本懐であり、権力の象徴でもある。

　同盟を結ぶということは、国と国との関係が良好であると他国に示すもの。つまり、ミアの国はそのまま残すということだ。

　しかし、わざわざ面倒な手続きや話し合いをしてまで国を残すほどの理由が、ミアには思い当たらない。

　聖女は、死んだ。ミアは既にリーデンバルト国王の手の中にある。

　自分の国のことながら、あの国に聖女以上の資源はないはずだ。

「ミアは、自分の国を潰して欲しいのか？」

「そんなことは……」

「はっきり言え。駆け引きは、俺には必要ない」

　建前ではなく本音を言えと迫る国王は、正しくこの国の長の目でミアを見つめていた。

「正直なところ、わかりません。国王様の真意もわからないまま、自由にしろといわれて……困惑しております」

　それが、ミアが今はっきりと理解できている唯一だった。

「だろうな。今日来たばかりだ、落ち着いて物事を考える余裕はないだろう。だから、ミアが考えられるようになるまでは、どんな選択でも取れるようにしたまでだ」

「わ、私に国の命運を預けるというのですか？」

「そんな大げさに考えなくていい。ただ俺は、お前が一番いいと思う形に納めたい。そう考えている」

「私の……」

　答えをひとつもらったはずなのに、ミアは余計に混乱した。

　世界を好きにできるはずの男が、ミアのために国をも動かすという。

　彼の真意が理解できなくなって俯うつむいたミアの視界に、ジャケットに包まれた腕が見える。

（せめて、私にできることは……）

　ほとんど無意識に手を伸ばしたミアの手首を、国王は素早く掴み上げた。

「……ッ！」

「力は、使うなと言ったはずだが」

「でも……！」

　厳しい視線に、それでもミアは納得できない。

「これしか……わからない。これしかできないんです、私は」

「そんなことはない」

「あなたに何がわかるんですか！」

　自ら望んで城に入った。己の無力を感じることばかりで、救えない命も多かった。

　それでも、水の中で息をするような思いで、自分にできることをやってきた。それが大切な人を守ることになると、信じていたから。

「知っている」

「あ……」

　掴まれた手首を引かれ、ドレスの裾がふわりと揺れた。

　崩れた姿勢を支えてくれたのは、国王の胸元だった。

「ミアはもう、多くの人を癒やした。今度はミアが、癒やされる番だと俺は思う」

　まただ。また、こうやってこの人は、誰もくれなかった言葉をくれる。

「……どうして」

　震える声を支えるように、国王はミアの腰に手を添えそっと体を抱き寄せる。

　その優しさが、苦しい。

「なぜ、そこまで気にかけて下さるんですか……聖女の力を使えなければ、私には何もない……いえ、聖女の力をもってしても、私には何もできなかった……」

　一番守りたいものは、守れなかったのだ。

　そんな自分に価値はない。ミアはそう、結論付けた。

　だからこそ、最期にせめて誰かのためにこの命を使おうと覚悟したのに。

「何もないなどと言うな」

　強く抱きしめられる体が、あたたかい。

　ミアよりも苦しげな音で、男は静かに腕の中に語りかける。

「今日まで生きて、そして今この腕の中に来た。それだけで、十分だ」

　ただここにいるだけでいい、その言葉がどれほどミアを救うのか、この男は理解しているのだろうか。

　溢れ出る涙を、止める方法がわからない。

「どうしてそんな……優しい言葉をかけて下さるのですか……聖女の力が欲しくないならなぜ……、力を欲しない人なんて、いるわけない……」

　拳を握りしめるミアの顎に、国王はそっと指をかけた。

　上を向かされたミアの頬を、涙が流れて落ちていく。

　国王はただ、真剣な目で唇を寄せた。

　雫のあとに唇を重ね、国王は再び真面目な顔で向き直る。

「俺がミアを欲しいと思う気持ちを疑うなら、証明してみせよう」

「証明って、どうやって……？」

　意味のわからない宣言に首をかしげるミアの前で、国王はニヤリと口角を上げた。

　半分の形の月がゆっくりと空に昇り、ふたつ分の影を作る。

　それは、思いもよらぬ夜のはじまりの合図だった。

















第四章












　広く清潔なシーツの上に、柔らかな薄桃色の裾が広がっている。

　国王の寝室は、あまりに広く清潔な香りがした。

　生成りのドレスは、肌着の役割を担う繊細で上質なものだ。

　美しい血のように赤いドレスは器用に剥ぎ取られ、今はこの肌着同然の頼りない布をまとっただけの姿になっている。

　体がふわりとベッドに沈み、その上に男の影が覆いかぶさった。

「お待ち下さい！　なななな何を!?」

　戸惑うミアの上で国王は、夜会用のジャケットを脱ぎ捨て首元のスカーフを外していく。

「何って、抱くんだが？」

　当たり前のことのようにさらりと言う国王に、ミアの血の気が引いていく。

「せ、聖女ですよ!?　力がどうなってもいいんですか!?」

「は？」

　何を言っているんだと言わんばかりの反応に、ミアは唖然とした。

「ご存知ないのですか？　聖女は、聖なる神の加護を受けし奇跡の存在、その清らかな魂は清らかな体にこそ宿るとされ……」

「なんだそれ、いつの時代の迷信だ？」

「めい……っ!?」

　あまりの言葉に、ミアは口をぽかんと開けてしまった。

　国が違えば文化も違う。しかし、聖女に対する認識は各国共通で、外の国の方がよりその存在を神聖化する傾向がある。

　ミアの持つ癒やしの力は神の業と呼ばれ、聖なる存在としてミア自身も潔癖すぎるほど丁重に扱われて来た。

　朝の禊や、折りに触れた季節ごとの儀式にも参加が義務付けられ、ミアの肌に触れる者は重罪を科せられる法さえあった。

　ミア自身も、異性との交渉は禁忌と言われて来たし、力が弱まると信じている。

　しかし、そんなことは関係ないとばかりに国王は、唇を強引に重ねて来た。

「ン……っ！」

　二度目の口づけは、夜の中でひどく熱い。

　硬くなる両手を押さえつけられ、深く挿し込まれた舌先は、初めてされた口づけより直接的にミアを刺激していく。

（舌、が……）

　柔らかな他者の舌先が、ゆっくりと深くミアを探っている。

　口内を混ぜられる感触が、頭に直接響いてくらくらした。

「ま、って……、くださ……い……」

　震える声で告げると、唇は至近距離でそっと離れた。

　近すぎる視線から、ミアは目を離せない。

「聖女としての力が、本当になくなるかもしれないんですよ！　いいんですか？」

「仮になくなるとしたら、ミアは嫌か？」

「私……？」

　力がなくなること、そんなことは考えたことがない。

　はっとするミアを前に、国王は獣の光を瞳に宿しながらも努めて冷静な声で囁きかけた。

「ミアが嫌だと思うなら、しない」

　待ってくれているということがわかって、ミアは改めて考えてみる。

　命ごと、投げ出そうとした。

　そして今、力を使うことを禁じられたままこれから先、生きていくのなら、それ自体がなくなってしまっても変わらないのもまた事実。

　こんな選択肢が人生に存在することさえ考えたことがなかったミアにとって、何が最良なのか判断ができない。

「ミア」

　ぐるぐると惑うミアを引き戻したのは、国王の声だった。

「今の俺にとって、ミアを抱く以上に大事なことなどない。あるとすれば、ミアが嫌かそうじゃないかだけだ」

　本当にこの人は、力がなくなってしまってもいいと思っているのか。

　そんな王が、実在するなんて信じられなかった。

「国王、陛下……」

　ただ、真っ直ぐ投げかけられる言葉に、ミアはようやく自分の心を見つめる自由を得たような気持ちになる。

（聖女の力がなくなる……もしそれが、本当なら……）

　ミアは、国王の目を見つめた。

　暗い部屋の中でもはっきりとわかるほど、その瞳は熱を帯びている。

　今にも齧かじりたいという、獰猛な獣の気配をまといながらも彼が自分のために待ってくれている、その優しさと意思に、その先の景色が見てみたいと思う心は、確かにあった。

「嫌、では……ない、です」

　震える声で絞り出した選択に、国王は悪戯をするような顔でにやりと笑った。

「決まりだな」

　子どもみたいに嬉しそうに、輝く目で微笑みかける国王には、どこか懐かしささえ覚える。

　あたたかな、純粋な喜び。

　こういう顔で笑う人を、どこかで見たことがあるような。そんな気がした。

「ん……っ！」

　忍び込む指先に、頼りない布が触れる。

　身支度を侍女に手伝ってもらったことはあるが、異性に触られたことのない場所を他人の熱が這はう。

　その感覚だけで、耳の裏がカッと焼ける気がした。

「や……っ」

　思わず身をよじるミアの体を、男の体がやんわりと制止した。

「嫌か？」

　じっと見下ろすその瞳は、劣情の中に確かな冷静さを残している。

　きっとここで嫌だと言えば、この夜は終わるのだろう。

　それでは、今までと何も変わらない。

　そのことの方が、ミアにとっては怖かった。

「嫌、では……ないです、けど……っ、んぁ……ッ！」

　返答をギリギリまで待って、国王の指先が布の上を再び滑っていく。

　布越しに触れられる熱の芯が、くすぐったくて不思議な心地だ。

（だ、め……私は、こんな気持ちになっちゃ……）

　何かを感じること、享受することはもはや罪だ。

　国を捨てて死ぬことさえ叶わず、それでも聖女の力を失えるのならばと始めた夜だ。

　気持ちがいいなんて、感じたりしてはいけないのに。

「は……っ、ぅ……ッ……、ん……」

　ゆっくりと形をなぞるように優しく触れられ、脚が震える。

　頭を直接揺さぶられるような刺激に、呼吸が乱れた。

「声、我慢しなくていい」

「あ、ン……ッ！」

　頭をそっと撫でられると、それが合図のように声が跳ねた。

（何……今、の……）

　自分の口から出たとは思えない甘やかな音に、耳が熱くなる。

　こんな声が出せるなんて、知らなかった。

「いいぞ、その声」

「へ、は……っ、ん……っ、ぅ……」

　驚く隙さえ与えない指先は、ゆっくりと最後の布の下へと滑り込んでいく。

　沈む水音がはっきりとミアの耳にも届き、自分の身体に変化が起きていることをはっきりと自覚した。

「な、に……あ、ぅ……」

「怖がるな。ミアの体が、気持ち良くなってる証拠だ」

「きもち……これ、が……あ、ン……」

　指先は、決して乱暴ではない。

　じっくりと時間をかけて撫でる先が、静かに体の内側に呑み込まれていく。

　どうしてこんなところに触れて来るのか、戸惑うミアの頬にそっと唇が落とされる。

「何も考えなくていい。今は、感覚に集中しろ」

　潜めた声が、耳朶じだに触れ囁く吐息に背中が熱くなった。

「かんか……く、ん……っ！」

「それだ。もっと集中しろ。どこが、イイのか」

「ど、こ……」

　言葉に誘われるままに、ミアはそっと目を閉じた。

　粘膜の表面を擦られる度、ゆるく触れる指の形が瞼まぶたの裏に浮かんで来る。

　見えていないはずなのに直接的に教えられる感覚は、あまりに鮮烈で高い声を呼んだ。

「ひ、ン……っ……！」

　内側を這う感覚が鋭くなり、目の前がふわりと白く浮かんだような気がした。

「な、に……ぁ、ぅ……っ……！」

　体を曲げようとしても、男の脚がそれを許さない。

　まだ指先を埋められたままの腕に、ミアはしっかりとしがみついた。

「いいぞ、もっとだ。もっと……悦くなれ」

「は、ぁ……、あ……あぁ……ッ……！」

　熱を持った親指が、ミアの前にそっと触れた。

　玉のような汗を額に浮かべ、駆け抜けて行く見知らぬ感覚にミアは悲鳴を上げた。

「あ……ッ……！」

　びくびくと体が痙攣し、押し込まれる感覚に続いて体の中を雷鳴が通り過ぎた気がした。

　一番強い衝撃が終わっても、ミアは国王の腕にしがみついたまま息を乱している。

「はぁ……は、ぁ……はぁ……はぁ……」

　自分の体に何が起こったのか、わからない。

　ただ未知に驚くよりも先に、体がめちゃくちゃになってしまったような、心もとない疲労に息を吐き出すことさえ困難になっている。

「上手にイけたな」

　空いている方の手で、国王はゆっくりとミアの頭を撫でてくれる。

　優しい感触に、まだ咥くわえたままの指先を無意識のうちに締め付けてしまい、またひとつ甘いため息が漏れた。

「じょう、ず……」

「ああ、可愛かった」

「何……ん……っ……」

　ぐらぐらと揺れる視界を塞ぐように、男の唇が下りて来る。

　最初の時よりも緊張しなくなったのは、もっとすごいことをしてしまったせいだろうか。

　ちゅうと柔らかく吸い上げるキスは、宥めるように重ねたあとそっと離れていく。

　その隙間が、少しだけ名残惜しいとすら感じるようになっていた。

「え……？」

　まだぼんやりとした意識を引き戻したのは、男の唇だった。

「何……ひ、ぁ……っ！」

　ぬるりとした感覚に、指が引き抜かれたのがわかった。

　そして次の瞬間、別の熱が押し当てられる。

　国王の頭が下りていき、その唇が敏感な前にそっと口づけを落とした。

「や……っ、そんな……と、こ……」

「綺麗だ」

「へ……あっ、ン……っ……！」

　低い声が直接触れ、敏感なままの花蜜を国王の唇が受け止める。

「やっ、や……っ、ぁ……っ、そ、れ……ぇ……っ！」

　まだ熱を残す内側を、ぬろりと熱い舌が忍び込んで来る。

　今果てたばかりの花肉が、もう次の感覚を呑み込んで脚が震えた。

「や、あ……ぁっ、あ……ッ、……っ、ひ……っ、ぃく……ッ……！」

　今通り過ぎたばかりのはずの嵐が舞い戻り、別の鋭さを持って体を支配する。

　力を制御できないまま脚を閉じると、国王がそっと外側を撫でてくれる。

　柔らかすぎるその感覚は、弾けるような快楽を加速させた。

「く……っ、ン……んん……ッ、ぅ……ぁ……」

　また自分では止めることのできない震えを抱え、ミアはようやく脚から力を抜いた。

　心臓が早鐘のように打ち付けて、目の前が真っ白になっている。

　浅い呼吸を前に、ちゅるりと水を滑る音がして脚の下から頭が持ち上がった。

「素直だな。もうイったのか？」

「知らな……わからない、です……」

　何が起こったのか、理解はできていない。

　ただ、自分がとても弱くなったような気がして涙が出て来る。

　情けなくて、心細くて、ぽろぽろと雫を零すミアを、国王はそっと抱き寄せてくれた。

「怖くない。俺がここに居る」

「国王、様……」

　ただそう言われただけで、ひとりではないことを思い出せた。

　優しい掌は、宥めるように落ち着かせるように何度も頭を撫で、唇がそっと額に押し当てられる。

「マーカス」

「え……？」

「マーカスだ。こういう時は、名を呼んでくれ」

「マーカス……ん、んっ……」

　さっきまでは、見知らぬ孤独の中にいたはずなのに、今はこの近くにある体温がほっとする。

「可愛い声だ。俺は、ミアの声が好きだぞ」

「す、き……」

　こんな風に、自分の持つものを人に好きだと言われたのは、いつ以来だろう。

　懐かしささえ感じる言葉に、ミアは溢れる涙を止めることができなくなってしまった。

　聖女としての自分以外を認められたことは、本当に久しぶりだった。

「わかるか？　お前のここ……」

「あ……っ、ン……！」

　再び指を沈められると、最初よりも深く奥まで探られる。

　あまりにもスムーズに飲み込んだ指先は、ぬめる内側の熱を再び呼び覚ます。

「気持ちいいって、言ってる」

「いわな……あっ、ん……っ、ぅ……ぁ……っ」

　遊ぶように花蜜を誘い、器用に着実に追い詰める指先の熱はすぐにあの嵐を連れて来る。

「痛くない、か？」

「ない……です、気持ち、いいのしか……も、な、い……んんっ……！」

　返答を封じるように、内側を熱くさせられる。

　また、次の白を呼び起こされることが、怖くて緊張したいはずなのに、先ほどよりも深い指が甘く愛しい。

「あ……っ」

　まだもう少し先を知りたいと思う心とは裏腹に、マーカスは指を引き抜いてしまう。

　遠ざかるものを、名残惜しいと思ってしまうその変化に、ミアはただ驚いていた。

「そんな顔をするな」

　薄暗い部屋の中で、マーカスはそれでもミアをしっかりと捕らえてくれていた。

「いいか、ミア。俺は、これからミアを抱く」

　それは彼の、最後の確認だった。

　きっと、こういう時にこんな風に言葉で確認することが、普通ならありえないということはミアにもわかる。

　それでもあえて言葉にしてくれたマーカスの、意思と逃げ道をくれる優しさにミアの中の迷いは消えていった。

　見上げた瞳には、ただ獣の炎が揺らめいている。

　こんな状態でもミアの気持ちを優先しようとしてくれていることに、胸が熱くなる。

　まだぶれる視線をなんとか引き上げ、夜の瞳を見つめ返した。

　ゆるく、しかしはっきりとした意思を持って、ミアは頷く。

「……ありがとう」

「え……」

　小さく礼を言った男は、引きちぎるように残りの衣類を投げ捨てミアの腰を引き寄せる。

　胸元にマーカスの頭の影が落ち、その体のラインがぼんやりと浮かび上がった。

　くっきりと筋肉の形に割れた腹部、がっしりとした肩のライン、近くで見るとよりはっきりと彼が数々の戦を越えて来た歴戦の英傑であるとわかる。

「ミア、俺を見ろ」

　ぼんやりとしているミアの視線を、男の声が誘う。

　視線を交わしたその瞳は、ただひだまりのようにあたたかくミアを迎えてくれる。

　尊大で、こちらに決定権はないという物言いをするくせに、ベッドの上でその笑顔はあまりにも優しい。

「大切にする。この先のミアの命のすべては、俺のものだ」

「は……っ、ぁ……ッ……！」

　深く沈む感覚に、圧迫感がミアの喉元を締め付けた。

　先ほどまでの快楽が、大きな熱に呑み込まれ小さな悲鳴が溢れてしまう。

　引き裂くような強い痛みと、せり上がる強い感覚に息が詰まった。

「痛い、か？」

　息を吐きながら、男は問う。

　自分ではない何かが、自分の体の内側にいる。

　うまく声に出来ず、何度も首を縦に振るとマーカスはそっとミアの頬を撫でてくれる。

　息を圧迫する強い刺激に、それでも男は腰を動かすことなく見下ろしていた。

「大丈夫だ。無茶な真似はしない」

「は、ぅ……っ……」

　正直、少し声を出されるだけで直接びりびりと音が伝わって来る。

　こんなに近くに他人を感じるのは、初めてだった。

「い、た……い、です……」

「無理をさせてすまない。抜くか？」

　こんな状況で、そんなことができるのだろうか。

　驚くミアの前で、マーカスはそれでも優しい視線を落として来る。

「ミアが、一度でも俺を受け入れようとしてくれた。それだけで、十分だ」

　これだけでは足りないと、体が訴えている。

　それでも、腰元を引こうとする男の腕を、ミアは無意識に握り返していた。

「だ、め……」

　何もかも中途半端のまま終わるのは、嫌だった。

　誰も救えず、死ぬことも叶わず、今夜このまま眠ることなど、悔しくてできない。

　自分が、何もできなかったとただ嘆くだけの夜にするのだけは、嫌だ。

「お願い、です……やめ、ない……で」

　もはや意地だけで、ミアはその腕に縋すがっていた。

「……わかった。けど、本当に無理なら言え。何度でも、やり直せる。覚えておけ」

　こうしてまた逃げ道を用意してくれる、男の優しさと狡さにめまいがする。

「まだ動かない。目を閉じろ、わかるか？　俺が、ミアの中にいる」

　促されるままに目を閉じると、確かにそこに熱を感じる。

　見えるはずがないのに、その輪郭が瞼の裏に焼き付いてくるようで少しだけ怖い。

　ぎゅっと唇を噛むミアの胸元に、ふわりと硬い前髪が下りて来る。

「あっ、ん……っ……！」

　胸元で静かに眠る花粒が、熱い粘膜に包み込まれた。

　ぬろりと這う唇のもたらす刺激に、ミアは体の内側がぎゅっと痺れるのを感じた。

「はッ、だ、……め……っ、それ……」

　柔らかく包み込まれる直接的な刺激に、ミアは思わず腰をよじる。

　ただ、打ち付けられた熱は、その僅かな抵抗さえ許してはくれなかった。

「あ、ぅ……っ……」

　自らの動きにより生まれた刺激は、繋ぎ目を擦り上げ濡れた音を生んだ。

「な、に……」

「気持ちいい、か？」

「わから、な……あっ、ン……」

　熱い唇で胸元を弄もてあそびながら、男は反対の手でミアの膨らみを包み込んだ。

　あたたかく大きな掌が、静かに快楽の芽を摘んでいく。

　またひとつ、見知らぬ感覚を植え付けられ、声が抑えきれない。

「い、……ぃ、です……ッ、そ、こ……気持ち、い……」

　思わず浮かせた腰に、また少し熱が食い込む。

　痛みは、まだある。それでも、その奥にまた別の、何かが呼び起こされるのを感じた。

「痛いか？」

　体に走る違和感に、ミアはゆっくりと頷いた。

　しかし、その僅かな動きでさえ、軋きしみとなって体を裂くように響いて来る。

「動かないから、目を開けろ」

　閉じていた瞳を開くと、仄暗い夜の中で優しげな視線が下りて来た。
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「綺麗だ、ミア」

　天井や窓やベッドの端を、見ようと思えば見えるはずなのになぜか視界に入って来ない。

　今この瞬間、世界には彼しか存在していないような錯覚を起こしそうになる。

　痛くて怖くて体は悲鳴を上げているにも関わらず、この世界は、この腕の中は、ひどく安全な場所のように思えた。

「動かないから、俺の目を見ろ」

　体の中に、大きな異物が存在している。

　その得体のしれない恐怖と、目の前の人がくれる安心感に体の力が抜けていく。

「あ、……ッ、ぁ……な、に……」

　痛みの奥に、知らない感覚が生まれたような気がした。

「怯おびえるな。集中しろ。俺が今、どこにいるのか」

　両手で腰を押さえつけ、男の体がまた少し奥に進んだ。

　もうこれ以上入らないと思っていたのに、どうやらまだ続きがあるらしい。

「あ、ン……っ、ぅ……ッぁ……！」

　じりじりとゆっくりと開かれていく体に、痛みとは別の何かが這い寄る。

　それは決して、不快なものではなかった。

（頭の中が、ぼーっとする……あつい……）

　こんな風に、自分がめちゃくちゃになってしまう体験は初めてだった。

　痛くて苦しいはずなのに、もっと先が見てみたい。

　せり上がる感覚に、ミアはただ声を上げた。

「あ……っ、い……い、これぇ……気持ち、い、ひ……っ……」

　もう自分が何を言っているのか、わからなかった。

　ただ、思ったことを口にした瞬間、体の中で熱がまたひと回り大きくなったような気がした。

「あんまり、煽るな」

「あお……ひ、ん……っ……！」

　ゆっくりと奥に進んで来るマーカスの熱は、もうこれ以上は無理だと思う度に次の快楽を連れてやって来る。

　さっきまでは、様々なことを考えていたはずなのに、今はただ己の身に起こるすべてを感じることだけで精一杯になってしまう。

「少し、動くぞ」

「あっ、や……っ、そん……な……ぁっ、ンン……！」

　ゆっくりと捏こねるように腰元を押し付けられ、甘さと夜に溺れていく。

　背中にはぐっしょりと汗をかき、体がバラバラになってしまいそうだった。

　肉と肉が擦れ合う水音が、少しずつ激しく響いていく。

　痛みの中に確かに存在している、甘い痺れにミアはせり上がる快楽から逃れられなくなった。

（こわい……けど、知りたい……）

　この先に何があるのか、この命に価値があったのか。

　そのすべてを、証明できるような気がした。

「や……っ、く……る、あ、あ……っ、ん……っ、んん……」

「俺も、気持ちいいぞ……」

　目の前でこの強い刺激を与えている男が、零した本音に不思議と胸が踊った。

　この嵐は、ひとりのものではない。

　それがひどく、嬉しかった。

「あ、ぁ……っ、ン……ん……、もぉ、だ……っ、め……」

「いい。もっと俺を感じろ」

「ひ……ッ……！」

　深く挿し込まれる熱の先が、悦の扉をそっと叩く。

　ちかちかと目の前が白く点滅し、ミアはぎゅっとマーカスの背に爪を立てた。

「あ……、あぁぁ……ッ、ア……っ、ん……！」

　叫びに近い激情を上げながら、ミアのつま先がピンと伸びる。

　締め上げる甘い熱に、意識がふわりと浮き上がるような気がした。

　それは、その日感じた最も強い愉悦だった。

（あ、堕ち、る……）

　苦しさと痛みの中で最後に見たのは、額に汗を浮かべた男の柔らかな微笑みだった。

















第五章












　夢を、見た。

「お前は、特別な子だ。ミア」

　小さな暖炉の前で、父が高価なお砂糖をたっぷりと入れたミルクを用意してくれた。

　昼間、城からの使いがやって来て置いていった土産の品だ。

　初めて口にする茶色いお砂糖は、舌が痺れるほど甘く、ミアは大きなカップを両手でしっかりと抱え父の膝の上で揺らめく炎をじっと見つめている。

　ミアの命と引き換えに亡くなった母の分まで、父は優しく厳しくたくさんの愛情を持って育ててくれた。

　生活は決して楽ではなかったが、父と暮らす山の上の小さな家は幼いミアにとっては楽園そのものだった。

「けれど、みんなの特別になんてならなくても、ミアはミアだ。お前が本当に心からしたいと思うことを、しなさい。お父さんは、ミアがどんな道を選んでもずっと愛しているよ」

　幼い少女は自分が他の子どもと違うこと、その力をとても偉い人が求めていること、自分が城に行けば生活が楽になること、そして、自分は父を守る力を神様から授かったことを理解していた。

　遠い遠い、昔の記憶。

　もうしばらく見ていなかった優しい夢を、ミアは久しぶりに見ていた。
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「お父様……！」

　額に汗を浮かべながら、ミアは勢い良く体を起こした。

　朝の白い光が、分厚いカーテンの隙間からベッドの足元に細い線を作っている。

　短く切るような呼吸に胸を押さえると、ひんやりと冷たい風が肌を撫でた。

　裸のままシーツにくるまるのも、初めての経験だ。

「ん……っ」

　胸元に布を引き寄せると、すぐ隣から小さなうめき声が響いて来る。

　布の向こうに視線を落とすと、同じように裸のままのマーカスが目を閉じて横たわっているのが見えてミアは体を硬直させた。

　ぼんやりと暗い部屋の中でも、長い睫毛が揺れているのがわかる。整った顔立ちの男であると、ミアは思った。

（私、本当にこの人に……）

　意識がはっきりしてくると、腰元や背中に鈍い痛みが響いて来る。

　昨夜、本当に彼に抱かれた証拠がはっきりと体に残っていた。

「みあ……」

　一瞬肩を震わせたがマーカスの目は閉じたままで、どうやら夢の中で自分の名を呼んだらしいことがわかって胸を撫で下ろす。

　もぞもぞと動いた拍子に、落ちそうになったシーツの端をミアはそっと受け止めた。

　薄い布の下にはきっと、傷跡が残されているだろう。

　それを治すことは、禁じられている。

（なぜ、マーカス……様は私に力を使うことを禁じたのかな……）

　未だに彼の目的がわからない。

　聖女としての力を失ってしまうかもしれないリスクを犯してまで、彼はミアを抱いた。

　目の前の男が本当に聖女の力に興味がないと証明はされたが、同時に大きな疑問が残される。

　一体彼はなんのために、ミアを捕らえたのか。

「え……？」

　ぼんやりと見つめる肩口が、ふいに光を帯びる。

　それは、ミアがいつも使う聖女としての癒やしの力の発動合図だった。

「嘘、なんで……！」

　聖女としての力は、ある日突然発現したものだ。

　以降、城に入り力をコントロールする修行を続けて来た。

　おかげで、ミアは聖女としてその力を戦場で発揮できるようになった。

　しかし、その力を使うことは、ミアの体力を激しく消耗するものだ。

　発動にはそれなりの集中と気力が必要で、こんな無意識に何もない時に力が溢れてしまうことなど今まではなかった。

「ミア！」

　困惑するミアの体を抱きしめたのは、マーカスだった。

　肌と肌が触れ合う感覚に驚き、力がまたひとつ溢れるように指先が黄金色に輝く。

「大丈夫だ。落ち着け」

「は、い……」

　しっかりと肩を抱き寄せられ、熱を持ち始めた手首を支えられる。

　ミアは指先に集中すると、光を包み込むようなイメージでそっと力を収束させた。

　やがて、寝室には元の静寂と闇が戻って来た。

「大丈夫か？」

　肩を抱き寄せたまま、マーカスは深刻そうな声で問う。

「申し訳、ありません……力が、突然……」

「触れてもいいか？」

　頷くミアの掌を、マーカスはそっと撫でた。

「痛みは？」

「ありません」

「以前も、このようなことはあったか？」

「いえ、これが初めてです」

「いつもと違うところはあるか？」

「腰が痛いです」

「それは、すまない。俺のせいだな」

　あまりにも軽快な謝罪に、少しだけ気持ちが解れるような気がする。

「そういえば……」

　改めて自分の体に起きている変化を、ミアは慎重に探った。

「力を発動させたあとは、いつも少し疲れるのですが……今はそれがありません」

「治癒をしなかったからではなく？」

「違うと思います。発動させただけで、いつもは少し息が切れたりするのですが……」

　あれだけはっきりと発現した光を前に、今疲労をひとつも感じていないのは妙だとミアは思った。

（もしかして、力が……強くなっている？）

　今のミアが抑えきれないほどの力が、今ここに溢れているのだとしたら、一体どうしてそんなことになったのだろうか。

　昨日までとはまるで違う状況、環境の変化、思い当たる節は多々あれど自分の体に起きたはっきりとした変化をミアは自覚していた。

（まさか、昨日抱かれたことで力が強くなった……？）

　期待していたものとは真逆の結果に、ミアは静かに驚愕することしかできなくなっていた。

「今日は、休むべきだな」

「え……あっ……」

　戸惑っているミアを抱いたまま、マーカスは再びベッドに横たわった。

「あの、国王様……」

「ベッドの中でそれはやめろ。マーカスでいい」

「……マーカス様。起きた方が、よろしいのでは？」

「国王が寝坊した程度で、国が傾くような脆弱な臣下を持った覚えはない。いいから、目を閉じろ」

　まだ昇り始めた陽の光が筋となり、部屋の中をゆっくりと横切っていく。

　この時間、自分の国に居た頃は清めのため朝から泉に出向き禊を行っていた。

　ぐだぐだとこんな風に、いつまでもベッドの中にいるなんて。

（そんなこと、許されていいはずが……）

　あたたかな肌に包まれ、人の心音が耳に心地よい。

　聖女としての暮らしが染み付いたミアの意識は、再びシーツの中へと潜っていく。

　それは、ミアが人生で初めて経験する、寝坊をした朝となった。

















第六章












　なだらかな丘陵地帯を、馬がぞろぞろと並んで進む。

　湖からの帰り道は、さすがに騎士や従者たちが前後を囲んでの帰還となった。

　まだ明るい時間ではあるがすぐに夜が近づいて来る。道中は、危険であると判断されたのだろう。

　湖から帰るまでこれほど自由にできていたことが、むしろ奇跡だったとミアは思う。

　それほどまでにこの王の言葉は絶対で、その力は確かなものであると納得させられた気がした。

（お、落ち着かない……）

　ミアもある程度の訓練は積んでいるため、ひとりで乗れると言ったのだがマーカスはミアの後ろにしっかり座り手綱を握っていた。

　一頭の馬に、ふたりで騎乗する。その距離は、ひどく近い。

「ここ一帯は、昔は絹の名産地だったんだ。戦で水が一度駄目になり、魔物も増えた。今は織物で復興を目指している」

「そう、なんですか……」

　耳の裏に息がかかりそうな距離で、マーカスは見える景色をゆっくりと説明してくれる。

　街の名物、極上のワインを作る工房、山の向こうにある採掘場から学術都市の噂まで。

（国のことを、本当によく見ている王なのね……）

　王は民を思うもの。それは、理想であり偶像だとミアは思っていた。

　かつてミアがいた国の王は、決して民や国だけを思い戦をしていたわけではない。

　城で修行を始めて以来、幾度となく王の自分勝手な振る舞いを見て来た。

　先代の王が亡くなり王子があとを継いでからは戦も増え、税が国王の私利私欲のために使われているなどという噂が絶えない人だった。

　それが真実かそうでなかったのか、聖女とはいえ一介の軍人だったミアにはわからない。

　ただ、世界は決して綺麗なだけのものではないことを知り、だからこそ自分が守らねばと強く思った。

　しかし、目の前にいる王は今までミアが見て来た王とは違うと感じる。

　世界を知り見つめる姿は、ただ純粋に国を愛する意思だけが垣間見える。

　ミアにもそういう時期があった。民のため、国のために、この力を使うのだと決めた日。聖女の存在が、大切な人を救うのだと信じて疑わなかった時代が、確かにあったことを思い出していた。

「あなたのような王の下で力を使えば、私は今も聖女であったのかもしれませんね」

　丘の上からは、崩れた瓦礫や焼けた森の影がよく見える。

　かつて戦があった爪痕が未だ生々しく残された景色を前に、目を逸らすことない王の姿に、ミアはかつて自分が憧れた国を見たような気がした。

「ミア……」

　静かに名を呼ぶ声に、ミアは振り返ることができなかった。

　なぜ彼が自分に自由と選択を与えてくれるのか、わからない。

　それでも、真っ直ぐなマーカスの目を見つめる資格が自分にはないと、ミアは俯くことしかできなかった。

「馬車が止められたって、どういうことだ！」

　気まずい空気を打ち破ったのは、どこかから聞こえて来た男の声だった。

　はじめは襲撃かと周囲に緊張が走ったが、王はすぐにそれを制止した。

　遠くばかり見て気づかなかったが、いつの間にか街道沿いにある小さな集落の近くに来ていたらしい。

　小さな建物が集まった集落の入口には、人が集まっており皆浮かない顔をしていた。

「何か、あったのでしょうか……」

「気になるか？」

「ええ、それはもちろん。でも……」

　どう見ても、楽しい祭りという雰囲気ではない。

　何か困ったことがあるのならできることはと考えて、ミアは自分が今置かれている状況を思い出した。

（今は、勝手なことはできない……わね）

　囚われの身であり、王の一行にいる。

　うかつに民に近づくことが、騎士たちの仕事を増やすことになるとミアは理解していた。

「よし、わかった。俺たちは今から、騎士の面接に行く一般人だ。いいな？」

「え？」

　王の言葉に、控えていた騎士たちが静かに胸元に手を当てた。

　肯定の合図と共に、マーカスが馬を走らせ先頭に躍り出た。

「何か困ったことでも？」

　突然声をかけられ、集まっていた人々は怯えた目をこちらに向けた。

　武装した兵士が突然団体で現れれば、こういう反応になるのは当然だろう。

「す、すみません。私たちは城に試験に向かう途中の騎士見習いなんです。私は……医療班として旅に同行しているのですが。何か困ったことがあるなら、お手伝いします」

　すらすらと出て来るミアの嘘に、マーカスはニィと口角を上げた。

　それは、ミアが戦に向かう時に道中聖女であることを知られたくない場面でよく使う肩書だった。

　ミアの挨拶にやや安心したのか、白い顎髭をたくわえた男性が前へ進み出た。

「そうでしたか。遠いところをようこそおいで下さいました」

「騎士の皆様でしたら、どうか私たちをお助け下さい！」

　後ろで青い顔をしていた女性が、叫ぶように声を上げた。

　擦り切れたエプロンの腰元に、幼い少女が寄り添っている。

　その目に浮かぶ怯えた光に、ミアは胸がぎゅっとなる。

　縋るような恐れるようなその瞳は、いつか戦場で見たその目とよく似ていた。

「詳しく聞かせて下さい」

　マーカス、もとい試験を受けに行く途中の騎士見習いの男は、温和そうな笑みを称え馬から下りた。

　後ろに控えていた騎士たちが一瞬身構えたが、ミアも気にする素振りは見せぬよう努める。

　ふたりが馬を下りたことに、男たちは警戒を緩め互いに目を見合わせた。

「実は……」

　それは、この集落に今起こっている深刻な被害の話だった。

「魔物、ですか……」

　王の言葉に、男たちは難しい顔で頷いている。

「戦が終わった頃から、少しずつ出始めたんです。最近じゃ夜畑を荒らすやつまでいる始末で。人間が恐ろしくないと学んだようで、このままじゃいつ集落の者にも被害が出るか……」

「今日は隣町から商人の馬車が来てくれる予定だったのに、関所で街道が危ないって噂になってるらしくて、来月まで様子を見るって伝令のふくろうをよこしやがって……」

「今はなんとかなっても、商人の馬車が来てくれないことには、外とのやり取りもできやしねぇ……どうしたらいいんだ……」

　この世界には、魔物と呼ばれる存在が多く存在している。

　ミアのように癒やす力を突如として発現させる者とは真逆で、人にとって脅威となる強い力を宿す野生動物がいる。

　元々力の強い熊やイノシシなどもいれば、野うさぎだったものがある日突然力を宿し、その力に適応するために体をも変異させていく。

　そうして猛威を奮う異形たちを、いつしか人々は魔物と呼び始めた。

（前の国は、絶えず戦が続いていたから人里に魔物が現れることはほとんどなかったけれど……）

　平和なはずのこの国では既に次の戦いが始まっており民の暮らしを脅かしているという事実に、ミアは心を痛める。

（聖女の力を使えば、魔物を祓うことくらいはできるかもしれない……けれど）

　今ミアは、力を使うことを禁じられている。

　しかし、目の前にある問題を見て見ぬふりなどできなかった。

　思い切って顔を上げたミアと、マーカスの視線がぶつかったのはほとんど同時だった。

　そこにはっきりと感じられるミアの意思に、マーカスはゆっくりと周囲を見回し始めた。

「ここは、植物が豊かな土地ですね。きっと、水がいいんでしょう」

　突然の言葉に、集落の人間たちは怪訝そうな表情を浮かべた。

「あれは、月桂樹ですか」

　王の言葉に、ミアは驚いて彼の視線の先を見つめた。

　生い茂る濃い緑の葉をつけた木が、集落の片隅にひっそりとしかし揺るがない存在感でそこに立っている。

「ええ、料理に使うために、代々育ててるんです。昔は村を囲うようにたくさんあったのですが。戦で、今はあの一本だけになってしまいました」

「なるほど。この辺りは高い標高にあると思うのですが、もしや岩塩などもとれるのでは？」

「よくご存知ですね。ええ、この辺りは川の水と山からとれる岩塩で、なんとか戦をしのいできたんです。美しいブルーが特徴的な岩塩で、山の海なんて呼んでる人もいるんですよ」

「青い岩塩……いいですね」

　王はにやりと笑みを浮かべると、改めて集落を見回した。

「月桂樹の葉を集めて、紐でひと括りにしたものを村の柵に等間隔にかけて下さい。森の隅に置いてもいいですね。それから、岩塩を削って月桂樹の下に撒いておくとより効果的です」

「それは……」

　驚くミアに、マーカスは片目を閉じて合図した。

「わ、私が手本を作ります。皆さん、日が暮れる前にひとつでも多くの月桂樹の葉を集めて下さい！」

「わかりました！」

　ミアの掛け声に、集落から人々が集まって来た。

　元々製糸技術に長けていた集落とあって、丈夫で長い紐を作ることはそう難しいことではなかった。

　最初は怪訝な表情をしていた者もいたが、ひとりまたひとりと集まった人々の力で、なんとか日暮れまでには集落を囲う程度の月桂樹の葉の束を作り上げることができた。

「長、今までだとこの時間には魔物の影がうろついていたんだが、今日はまるで見ねぇ。これ本当に効果があるんじゃないか？」

　誰かがそう声を上げ、そういえば今日は遠吠えも聞こえない、いつもなら畑の周りをうろついている、など様々な声が聞こえて来る。

　騎士の皆には、王がそれとなく指示を出し周辺の警戒に当たらせたこともあってか、夕暮れ時の集落は穏やかに時が流れているように思えた。

「我々はこれから城へ向かいます。この街道のことも関所の方々に、きちんとお伝えして妙な噂がこれ以上広がらないように尽力します」

「本当にありがとうございます！　こんなにも平和な夜を迎えるのはいつぶりでしょう。もう日も暮れます。今夜は是非泊まって行って下さい」

　マーカスの言葉に、集落の人々の表情に輝きが戻った気がした。

「ありがたい申し出だ。ひと晩お世話になりましょう」

　騎士たちはやや考え込んだ様子だったが、マーカスは快く彼らの申し出を受け入れた。

　こうして、小さな集落でミアたち一行は夜を明かすことになったのだった。
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「も、もう食べられない……」

　ぎしぎしと軋むベッドに倒れ込むと、優しい花のような香りがふんわりと漂った。

　集落に一軒だけある宿屋に、マーカスとミアは泊まることになった。

　騎士たちは、魔物がいないか見回るなど何かと理由をつけて周辺の警護をしてくれている。

　夜は、集落の人たちが次々に自慢の料理を運んでくれた。

　スパイスで煮込んだ肉料理、スープで炊いた米料理やヤギのチーズをたっぷり使ったトロトロのポテトグラタン、自家製野菜のピクルス等、城の食事に勝るとも劣らぬ豪勢なもてなしに、身も心もすっかりと満たされてしまった。

「大丈夫か？」

　心配しているとは程遠いへらへらと面白がるような笑いを浮かべたマーカスが、小さなテーブルの上に用意された水瓶へと近づいて行く。

　どうやら、夫婦だと思われたらしく、彼とは同じ部屋をあてがわれてしまった。

　拒否しようとしたミアの言葉を止めたのは、意外にも騎士たちだった。

　予定外の上に事前調査もほとんどなく、宿泊する場所を決めてしまった。警護の対象区域は、最小限に留めたいとのことだった。

「大丈夫です……けど、今日はこれ以上食べられないかも……です」

「まだ食べる気があるのか。かっこいいな」

　そんなところで感心しないで欲しいと、お腹を押さえながらミアはゆっくりと仰向けになった。

　古びた低い天井が、幼い頃に住んでいた家によく似ている。

　どこかほっとするような景色に、ミアは水瓶からグラスに注がれる水音をマーカスの背中越しに見つめていた。

「国王様、ひとつお尋ねしてもよろしいですか？」

「なんだ」

「月桂樹の魔物払い、どちらで覚えたんですか？」

　それは、ミアが今日最も驚いたポイントだった。

　月桂樹の葉を束ねて作る魔物払いは、この世界では古の時代より伝わるとても古いまじないだ。

　父が幼いミアに、夜眠れるようになるおまじないのひとつとして教えてくれたものでもある。

　亡くなった母の村に伝わる古いまじないで、魔女と呼ばれる人が村や集落にひとりは居たという時代からの生活の知恵のひとつだと父が言っていたことをよく覚えている。

　それは、思い出の中にはいない母と自分を繋ぐ、とても大切な絆のひとつだった。

「昔、大切な人に教えてもらったまじないだ」

「迷信みたいなものは、信じないタイプだと思ってました」

「あれは、月桂樹の葉の香りが魔物にとっては苦手なものだという、根拠のある知識だ」

「そうなんですか？」

「知らなかったのか？　学術的な話は苦手か」

「学校には、行っていなかったので……」

　城に入って覚えたのは、力の扱い方、魔術に関する歴史と知識、それから貴族たちの前で恥をかかないためのマナーばかりだった。

　月桂樹に関するまじないは知っていても、それがどういう理由で紡がれた知識なのかなど考えたこともなかった。

「ミア」

「え……？」

　マーカスはミアの名を呼ぶと、懐から月桂樹の葉を一枚取り出しそれを胸元に差し入れた。

「お守りだ」

　ひんやりと冷たい葉は、ミアの体温でほんのりと熱を帯びていく。

　そっと指先で摘み、ミアはそれをそっと絹のハンカチーフで包んだ。

「ありがとうございます」

　贈り物は、たくさんもらって来たつもりだ。

　それでも、こんなにあたたかな思いだけを渡す贈り物は、生まれて初めてだと思った。

　ミアはマーカスの目を見つめ、ただ真っ直ぐな礼を口にした。

「まあ、こんなものなくてもミアは俺が守るがな」

　いつも、守る側だった。

　それが今は、守られる側になっている。

　その慣れない感覚に、どこかほっとしているような自分もいる。

（こんな気持ちを抱く資格は、私にはないのに……）

　高鳴る胸をそっと押さえ、ミアはハンカチーフをそっと枕元に置いた。

「今夜は、私を抱くのですか？」

　唐突な質問に、ごほっとマーカスが吹き出す音が聞こえた。

「なんだ、抱いて欲しいのか？」

「そういうものなのかと……」

　同じ部屋に泊まるということは、この体を差し出さねばならない。

　経験がほとんどないとはいえ、男女がひとつの部屋で眠るのならばどういうことになるのか、知らないわけではなかった。

「……ミア」

「え？」

　マーカスは小さなテーブルの上にグラスを置き、ゆっくりとこちらへ近づいて来る。

　軋んだベッドの上に、男の膝が乗せられた。

　落ちた影が恐ろしくてぎゅっと目を閉じたミアの額に、あたたかな感触がそっと触れた。

「あ、の……」

　マーカスはミアの額に唇を落とし、そしてごろりと横たわった。

「疲れただろう。今夜は、これでいい」

「しかし……」

　こんな子どもみたいな扱いを受けるとは思わず、ミアは上体を起こす。

　マーカスは薄い枕に頭を預け、ミアの瞳を見上げた。

「今日は、楽しかったか？」

　さらりと下りたミアの髪の毛先を指先で弄びながら、王は問いかけて来る。

　馬に乗せられ湖でぼんやりと過ごし、見知らぬ集落で人助けをして、お腹いっぱいご飯を食べて。

　そんな一日をミアは、ひどく愛しいと感じている。

「は、い……」

　ぎこちなく返事をしたミアの手首を、マーカスはやんわりと引き寄せた。

　男の胸元に、そっと頭を預ける形で倒れ込む。

　耳に直接、彼の心音が響いて来た。

「なら、よかった。明日もきっと、いい一日になる」

「国王様……」

　本当はもっと言いたいことも聞きたいことも、考えたいことだってあるはずなのに。

　とくりとくりと耳に響く他人の生きている音は、疲れている体にはひどく心地が良くて。

「……おやすみ、ミア」

　遠くで聞こえた言葉に返事をするよりも先に、ミアは深い深い眠りに落ちていった。

















第七章












　集落の皆に見送られ、ミアたちは昼前には出立した。

　途中山間の道で雨に降られたが、後ろに乗ったマーカスが大きなローブを貸してくれたおかげでミアは濡れることなく進むことができた。

　城まであと少し、この調子なら夕暮れ時には到着できる。

　昨夜はこの辺りでも雨が降っていたようで、道はぬかるんでいる。馬も休ませた方がいいというミアの提案で、帰路の途中にある川沿いに立ち寄り、一行はつかの間の休息に入っていた。

「全員武器を置け！」

　和やかな空気を断ち切ったのは、森の中から現れた男たちの声だった。

「ミア、下がれ」

　騎士団たちを取り囲むのは、五人の少年たちだった。

　年齢は、随分若く見える。ほとんど子どもといってもいい見た目の少年たちが、剣をかまえていた。

（野盗……？）

　金に困った若い野盗集団が森で休憩していたミアたちを、襲ったというところだろうか。

（それにしては、なんだか……）

　以前いた国でも、こういった場面に遭遇したことは何度かある。

　野盗慣れというとおかしな話だが、戦へ向かう道中でもそれなりに修羅場はくぐりぬけて来た。

　野盗を見た回数は少なくはない自負があるミアにとって、目の前に立つ彼らからは、野盗と言い切るには何か不自然な違和感のようなものを感じた。

　こちらの騎士は、三名。

　恐らく、森の木陰からこの状況をひっそりと監視している王の警護役がまだ居るだろうが、少年たちはこちらがそんな大所帯であることに気づいていないようだった。

「どっかのお貴族様か？　ラッキーだったな、兄貴」

「全員、剣を置いて前に蹴れ。妙な真似をするなよ」

　王とミアそして騎士たちを囲む少年たちは、それぞれ長い剣先を向かい合わせて息をのむ。

　少年たちはボロボロの布をまとっただけのような貧弱な装備を身に着けているわりに、手に持つ剣だけは妙に立派でピカピカに磨き上げられている。

　まるで、騎士が持つような銀の剣。

　その手元に刻み込まれた紋章に、真っ先に気づいたのはミアだった。

「あなたたち、まさかストラティア王国の……」

　思わず呟いた言葉に、一番背の高い少年がじろりとミアを睨みつけた。

「女、なぜそう思う」

　落ち着いた声と共に、ミアの目の前に剣先が突きつけられる。

「それ、は……」

　マーカスは咄嗟に、ミアの前に進み出た。

「その剣の紋章、ストラティア王国のものだな。お前たち、元軍人か」

　先に問いかけたのは、王だった。

　その背中から、いつもミアに向けられるものとは別の、冷たい迫力を感じる。

（覇王……か）

　かつて戦場で対峙した王の空気は、力でこの国を統治して来た長の風格をまとっている。

　ただ者ではない空気を前にした少年たちも互いに視線を交わしているが、リーダーらしき背の高い少年だけはじっと逸らすことなくマーカスを見つめていた。

「ああ、そうだ。オレたちは、ストラティア王国の兵士だった」

「なぜ隣国の兵士が、こんなところで野盗の真似事をしている」

　囲まれても一歩も引かない王の姿に、少年も何かを感じたのか剣を構えたまま笑った。

「戦に負け、国王陛下は配置していた兵を引き上げることなく戦線放棄を宣言した。つまりオレらは、見捨てられたんだ……」

「そんな……」

　声を出したのは、ミアだった。

　聖女がいなくなり、戦は終わった。

　しばらくは、新たな戦の火種も消え平和が訪れると信じていた。

　それが、こんな無責任で勝手な形で放棄されていたなど、想像すらしていなかった。

「聖女様が殺されて、僕たちはなすすべがなくなったんだ」

「聖女様さえ生きてりゃ、こんな生活をすることもなかったのによ……！」

　ぽつりぽつりと、少年たちの口から恨み言が溢れていく。

（私のせいで、この人たちは……）

　ショックだった。戦を放棄すれば、どうなるのか。わかっていたつもりだった。

　けれど、自分が何もわかっていなかったことを、ミアは改めて自覚した。

「そこまでだ」

　絶望の淵に沈むミアの前で、思考をせき止めたのはマーカスだった。

「聖女の力に頼り切り、己の使命を見失ったのはお前たちの責任だ」

「な……っ!?」

　王の言葉に、少年たちは一斉にマーカスを睨みつけた。

　控えていた騎士も身構えるが、王は未だ彼らを制止している。

「一度は国のために、命を賭けると誓ったのではないのか。それとも、聖女に守ってもらわなければ何もできない集まりだったのか」

「貴様……」

「かの国の騎士は、俺が知る限り誇り高く戦った者たちばかりだったはずだ」

「お前に何がわかる！」

　背の高い少年が、手にしていた剣を振り上げた。

　剣先が、太陽の光を受けて輝く。

　それでも王は、視線を外さなかった。

「俺が、戦った張本人だからだ」

　マーカスの宣言に、男の剣先が止まった。

　周囲の少年たちも、顔を見合わせ動揺している。

「聞いたことが、ある……漆黒の髪、白馬駆ける道には、赤い血の標だけが残される、リーデンバルトの覇王……」

「まさか、お前！」

　少年たちの動揺が確信に変わり、世界が一斉に動き始めた。

　最初に切り込んだ背の高い少年の剣が、まず宙を舞った。

（速い……！）

　目にも止まらぬ速さで振り上げたマーカスの剣を合図に、控えていた騎士たちが一斉に少年たちを鎮圧する。

　捕縛された少年たちを前に、マーカスは剣を納めてこう告げた。

「我が名は、マーカス＝リーデンバルト。お前たちの身柄を拘束する。捕虜として」

「オレたちを、兵士として捕まえるってことかよ……」

　驚く背の高い少年と、ミアは同じ顔をしていた。

　野盗として捕まるのと、兵士として捕虜になるのでは扱いがまるで変わる。

　戦が終わり、同盟の手続きが行われている今、彼らは重要な生きた交渉材料となる。

　例え野盗として罰を受けることになっても、それなりに丁重な扱いと公正な裁きを受ける権利が得られるだろう。

「お前たちの処遇は、追って伝達される。戦が終わり、この国もまた革新の時だ。お前たちが兵士として、今後どう生きていきたいかこれを機に向き合え。ちなみにうちの国は、今とても人手不足だ。求人のクチには困らんと思うぞ」

　そうこっそりと囁く王に、騎士たちも複雑そうな顔をしている。

「あんた……」

　まさかの提案に驚いた顔で少年は、マーカスを見つめた。

「どう生きたいか、決めるのは自分だ。俺は、この国にいるすべての民を幸せにする国家を目指す。そういう王がいることも、知っておいてくれ」

　この国の王の言葉に、少年は項垂れた。

　様々な思いが、そこに渦巻いている。

　それは、ミアも同じだった。

　騎士たちが、近くの関所へ元ストラティア兵たちを連行していくこととなり、身軽になったマーカスとミアたちは少人数で帰還することとなった。

　道中黙り込んでいるミアを、男は静かに見守ってくれている。

（どう、生きたいか……）

　ミアの頭には、いつまでも王の言葉が響いていた。






　　＊＊＊






（眠れない……）

　長い一日を終え、ベッドに横になっても眠気はちっともやって来なかった。

　無事に城に戻ってもなお、ミアの心には影がさすようにあの言葉が響いている。

　一度は本気で投げ捨てた命、しかし今、ミアはこうして息をしている。

　世界は、続いていく。

　様々な形で人々の戦いは、これからも続いていくのだと思い知らされた。

（あの元兵士たちのように、放棄されたままの兵がまだ多くいるのなら。私には、何ができるのだろう……）

　自分に何かを行う権利があるなどと、今更思えるはずがない。

　それでも、この胸に迫る痛みからは目を逸らすことができなかった。

「……眠れない」

　ミアはもそもそとベッドから這い出すと、そっと部屋の扉を開いた。

　廊下には、無限の静寂が広がっているように思える。

　そっと踏み出した足元のスカートは軽く、柔らかく広がっていく。

　ヴァトープリーツのない森の吐息をそのまま移したような浅緑のナイトドレスに身を包んだミアは、廊下をゆっくりと歩き始めた。

　廊下に備え付けられたランプの火が揺れ、薄暗い赤の絨毯の上に足音がひとつ吸い込まれていく。

　この時間でも仕事をしているメイドたちがおり、遠くから人の気配がそろそろと伝わって来てミアはそっと廊下の片隅に身を隠した。

　突き当りにある階段を下り、中庭を抜ける渡り廊下を通り過ぎると左手に石造りの塔の入り口が見えた。

　この塔の上には大きな鐘がついていて、真昼と夕暮れ時になると時刻を告げる美しい音色が街中に鳴り響いているのをミアも知っていた。

（高い、わね……）

　ミアは音を立てぬように鉄柵の扉をくぐり抜け、石階段を上り始めた。

　どこまでも終わりのない段差にナイトドレスの足元を取られそうになりながら、ミアはゆっくりとてっぺんを目指す。

　やがて白い月明かりに迎えられ、ミアは大きな鐘がいくつも並ぶ塔の頂上へとたどり着いた。

「すごい……」

　石の手すりに飛びつくようにして手をかけ、ミアは思わず身を乗り出した。

　夜の闇に包まれた森の向こうには、未だ眠らぬ城下町の明かりが広がっている。

　夜空に負けない小さくあたたかな光は、地上の星々のように強く輝いている。

「綺麗……」

　その明かりのひとつひとつに、人が生きている。

　そのことが眩しくて、嬉しくて。

　込み上がる熱い想いが、涙となって頬を伝った。

「美しいだろう」

　ふいに背後から声をかけられ、ミアは驚いて振り返った。

　夜の闇と同じ藍の貴族服に身を包んだマーカスが、そこに立っていた。

「どうしてここに？」

「俺が、ミアの部屋に見張りのひとりもつけない間抜けだと思っているのか？」

　どうやらどこかに隠れていたお目付け役が、ミアの行動をマーカスに報告していたのだろう。

「お気遣いいただき、ありがとうござい……う、わっ」

　頭を下げようとしたミアの肩を抱き寄せ、マーカスは背中からぎゅっと抱きしめる。

　伝わってくる体温には、未だに慣れない。

「美しい街だろう」

　ミアの頭の上に顎を乗せ、マーカスは楽しげに呟いている。

「ええ、そうですね。とても美しくて、活気がここまで伝わって来るような、素晴らしい街だと思います」

「そうだろう。俺の国だからな」

　そう自信満々に答える王に、ミアは目を伏せた。

「……ひとつ、お聞きしてもいいですか」

「なんだ？　なんでも聞け！　好きな女性のタイプは、ミアだ！」

「いえ、それは聞いてません……」

　茶化すマーカスは、くすくすとミアを抱いたまま楽しそうに笑っている。

　からかうその仕草を、子どもっぽいとも、可愛らしいとも思う感情が、ほんのりとミアの中を駆けていく。

「なぜ、あの少年たちに、金を与えなかったのですか」

　ミアの元いた国の王は、ああいう場合すぐに金を渡して難を逃れていた。

　幼い頃、城に入ってすぐの頃に遠い国との交流パーティーに連れて行かれた時も、道中野盗に囲まれたことがある。

　その時、ミアの国の国王はお互い負傷しないのが一番だと、金を与えて道を進んでいた。

　それが一番安全だと、ミアも思っていた。

　しかし、今日マーカスはそうしなかった。その理由を知りたかった。

「あそこで金を渡せば、次に彼らは民間人を襲うかもしれない」

　じっと考え込むような間合いのあと、マーカスの声はくっきりと輪郭を持った。

「彼らは、身なりこそボロボロだったが、剣は綺麗だった。恐らく、あの剣で人を殺めたことはなかったのだろう。ならば、まだ引き返せると思ったんだ」

　あの一瞬で、そこまでの判断をしていた。

　この男は、やはりとても優秀な王であることを改めて思い知ったような気がする。

「それに」

　ひと呼吸置いて、マーカスは深く息を吸い込んだ。

「一度は国のために命を賭けて戦おうと覚悟を決めた者たちが、人ならざる道を歩もうとしている。ならば、彼らに誇りを思い出してもらいたい。そう思ったからだ。もちろん、これからの調べで罪が明らかになった場合は、きちんと償ってからだがな」

「どうしてそこまで……敵の兵士だった者たちですよ」

　残党兵など、この国にとっては害でしかないだろう。

　実際、王とは知らなかったとはいえ、人々に剣を向け金を巻き上げようとしていた、いわば罪人だ。

　そんな彼らに、なぜ慈悲をかけたのか、理由を知ることでこの王の考えを知りたかった。

「どんな形であれ、彼らは剣を捨てていなかった。その中に、騎士の魂を感じたんだ。すべての兵に敬意を。それが、父の教えだった。国のために命を賭けて戦う兵士は、敵も味方も関係なく、尊敬すべき英雄たちだ」

　考える間もなく、王ははっきりとした答えをミアに渡した。

「お父様が……」

　腕の中で振り返ると、男の顔がやけに近づく。

　先ほどまで子どもみたいな軽口を叩いていたマーカスは、ひどく優しい目でミアを見下ろしていた。

「父は素晴らしい王だった。俺の憧れだ。もう会えなくとも、俺は父の前で胸を張って王になったと言いたい。父に誇れる生き方を、していきたいのだ」

　それは、意志だった。

　男の心に嘘はなく、ただ信じられる音をもって、その宣言はミアの心にしっかりと響き渡る。

「お父様に、誇れる生き方……」

　そして同時に、その音はミアの心を締め付けた。

「逃げた自分には、もうそんな生き方はできません」

　あの時ミアは、本気で命を捧げるつもりだった。

　この命と引き換えに戦が終わると信じて、この命がせめて、散っていった多くの魂への贖罪しょくざいになると信じて。

「ミアは、もう死んだことになっている。この世界は、ミアの思う通りか？」

　昼間会った少年たちの顔が蘇って、ミアは首を横に振った。

　命をかけることですべてを解決した気になっていたのだと、今日は思い知った。

　世界は未だに終わらず、平和とは程遠い現実が広がっているだけだ。

　賭けたはずの命は未だここにあり、聖女としての役目を果たすこともなく、ただ息をしている。

　これでは、ただ逃げただけだとミアは深くて重い息を吐いた。

「命と引き換えにできるものは、軽くはない。しかし、多くもないんだ」

　寂し気な音で呟くマーカスの目を、ミアはじっと見つめる。

　それは、多くの命の上を通り過ぎてきた男の、残酷な現実を含む暗い輝きだった。

「ミアのご両親は、今ミアが生きていることを責めるような人だと思うか？」

　問いかけに、ミアは首を横に振った。

「父は絶対にそんなことは言わない。私の選択を、いつだって重んじてくれました」

「ならば、生きていることに後ろめたさなど持つな。お前は、今は生きることを選択した。それだけのことだ」

　死のうとしたことは、自分で選んだことだ。そして今、行き場のなくなった魂の使い方を探すため、生きている。これもまた、選択だった。

「考えたことも、なかった」

「人はいつだって、迷い、悩むものだ。時には決断したものと正反対の意見を自分の中に持つこともあるだろう。自分で考え選んだということが、大切だと俺は思う。ミアの生き方を見ていればわかる。ミアのお父上は、とても強い人だったのだろうな」

　優しげなまなざしに、今の自分がたったひとつだけ自信を持って肯定できる言葉を見つけた気がした。

「はい。父はとても強く、立派な方でした」

　まだ、間に合うのだろうか。もう一度、父に誇れるような生き方が、できるのだろうか。

「自分のせいで、多くの犠牲が出るとわかっていて、あなたは生きていけますか？」

　その質問は、覇王に対する挑戦のようでもあった。

　マーカスは鋭い視線をミアに向けると、ゆっくりと首を縦に振った。

「生きる限り、人は何かの犠牲の上に立つことになる。自分だけが特別だと思うか？」

「それは……」

「俺は、戦で多くの命を奪って来た。兵には親も、恋人も、子どもも、友人も居ただろう。しかし俺は、手を止めることはない。降りかかる火の粉を払い、国を、民を守るために剣を取る。その生き方を選んだ」

　強い瞳が、真っ直ぐミアを見つめている。

「俺が、怖いか？」

　ミアは首を、横に振った。

　彼が背負って歩んで来た道もまた、大きく、辛く、悲しみを含んだ道。

　目に宿る強い光の中に、確かに傷ついた彼の心が見えるような気がした。

「ミア、俺が守りたいものの中には、ミアも居るということを、覚えていて欲しい」

「私……？」

　向けられた突然の優しさに、ミアは目を丸くしている。

　そんな姿を、ただ見守るように慈しむように見つめ、マーカスはそっとミアの髪を撫でた。

「俺は、この国で、誰にも悲しい顔をさせたくはない。それは、ミアも同じだ」

　自分は、守る側だった。

　守られずとも、自分は強い。そう思っている。

　しかし、彼の目は真剣だった。

「ミアを、守る。俺は、強いからな」

　そう言って笑うマーカスを前に、何も答えられなくなる。

　生きていても、死んだことになっても、ミアのせいで多くの人が不幸になる。

　その現実を、今日突きつけられた。

　今、ミアの中には、命を賭けると決めた時と、同じ熱が生まれようとしている。

　聖女なき今のこの世に、救いを求める民がいる。

　その人たちに、自分ができることがもしもあるのなら。

「考える、時間を下さい」

「ああ、もちろんだ。そのために俺は、ミアを殺したんだからな」

　物騒なことを言いながら、マーカスは肩を抱き寄せてくれる。

　近づいた唇がそっと重なり、夜の風がふたつの体をひとつに包み込んだ。

「ん……」

　重ねたキスがすぐに離れて、上唇を柔く喰まれる。

　くすぐるような感触は、じっくりとミアの体に熱を運ぶ。

「あ……」

　引き寄せられた腰元に、じんわりと熱が直接伝わって来る。

　柔らかな布越しに押し付けられる欲望は、頭をもたげはっきりと熱を求めていた。

「あ、の……」

　気配を察したが、それをどうすればいいのかまだわからぬ初心者のミアに、マーカスは困ったような顔で微笑みかけた。

「嫌、か？」

　低く甘い声に、背中が震えるのがわかる。

　探るように尋ねる言葉に、はっきりと求められていることを自覚した。

「嫌では、ない……です」

　導かれるように、ミアは思った言葉を口にする。

　それは、許しの合図だった。

「あ……っ」

　ミアの柔らかなドレスの裾を、彼は大胆に引き上げ掌を挿し込んでいく。

　ひやりと冷たい指先が這い上がるように肌に沿い、柔らかな布の隙間に忍び込んだ。

「ん……」

　じんわりとゆるく濡れていく内側を自覚し、耳が熱くなる。

　けれど、恥じらいを自覚するよりも先に、マーカスの唇がミアの口づけをねだり、こちらが与えているような気持ちで両腕を伸ばした。

「ミア、濡れているな」

　忘れかけていた体の変化に、ミアの全身がかっと熱くなった。

「言わ、ないで……」

「なぜ？　嬉しいんだ。ミアが俺の指先を、気持ちいいと叫ぶようで」

「あ、っ……ん、ン……」

「興奮する」

　低く囁かれる言葉に、再びミアの背筋が煽られる。

　ぞくりと震えた腰元を、男の腕がそっと抱え、後ろを向かせられた。

　石造りの手すりに手をかけると、夜風が脚の間を撫でる。

　溢れそうになる蜜の気配を、マーカスの指先がじっくりと追い詰めていく。

「ま、って……まさか、ここ、で……？」

　捲めくりあげられた裾と押し当てられる腰元に、マーカスが何をしようとしているのかが頭をかすめた。

「嫌、か？」

　普段は傲慢なくらい自信たっぷりで、こうと決めたことを絶対に覆さない男が、切なげな音を出すその声に、ミアの中の見知らぬ部分が揺さぶられていく。

「痛く、しないで下さい……」

「もちろんだ」

「あ……」

　引き抜かれた指先と入れ替わるように、熱がそっと押し当てられる。

　見えないはずなのに、その形が脳裏に浮かんで頬がちぎれそうになった。

「ン……っ、……！」

　腰元を押さえられ、逃げ場を塞がれたミアの内側を、ゆっくりと別の熱が犯していく。

　強烈な甘さと渇望の中に、慣れない抵抗を覚えながら男の欲望が広がる。

「んんッ……ぁ、ン……」

「は……っ、すごい、な……ミアの、ナカ……熱い……」

　じりじりと追い立てられる感覚に思わず声を上げそうになり、ミアは自らの口元を掌で塞いだ。

「ふ、っ……んん……ッ、ふぁ……」

　浮き上がりそうな圧迫感とぴりぴりと刺すような刺激の波に呑み込まれ、自分の中にある熱を引きずり出される。

「声、我慢してるのか？」

　耳の後ろに近づいた音に、ミアは唇を噛み締めながらこくこくと頷いて見せる。

「可愛いな」

「は……っ、ぅ……ッ……」

　そっと唇を寄せながら、男は今挿し込んだ熱を引き抜こうとする。

　柔らかくゆるい動きに、ミアの喉が震えた。

「あ、あぁあぁぁ……ンン……ぅ……」

　去って行く名残惜しさを感じる刹那、すぐに舞い戻る激情は、生々しい水音と共にミアの中を抉った。

「さて、いつまで我慢できるかな」

　意地悪な言葉と共に、肉が打ち付けられていく。

　苦しくて息が引き切られるような感覚に、それでもミアの体は柔軟にその快楽を呑み込んでいった。

「あ、ン……や、そ……ん、な……の……」

　ぐちゅりと濡れた音が、頭の中に直接響く。

　その音ごと、彼はミアのすべてを抱いていた。

「く……ぅ……ン、んん……」

「なるほど、ミアはここが好きなんだな」

「ふ、ぇ……あっ……んん……ッ……」

　奥深くを探る先端が、何かを捕らえた。

　自分では制御できない正体不明の何かが体の内側を駆け抜け、びくびくと跳ねる腰元を、男の手がしっかりと包み込んで押さえつける。

「すごいな。食いちぎられそうだ……」

「や、ぁ……いわない、で……ぇ……ッ、……！」

　あまりの羞恥にイヤイヤと首を横に振るミアの背中に、熱い唇がひとつ落とされる。

　触れられたところから、すべてが甘く溶ける魔法がかかっていくような気がする。

「なぜ？　この気持ちを共有したい。ミアと今、気持ちいいことをしているんだという悦びを、ミアにも知っていて欲しい」

「私も、気持ち、いい……か、らぁ……」

「嬉しいな。では、もっと気持ち良くなろうか」

「は……ッ……！」

　言葉を合図にその動きはゆっくりと、しかし確かに激しさを増していく。

「あっ、ん……ンン……ぅ……ぁ……っ……！」

　見えない何かに背を押されるように、目の前を光の粒が横切っていく。

　夜風が頬を撫で、冷やされる度に腰元から熱が這い上がって来る。

　もうここが、外なのか夜なのかもわからなくなって想いがただ溢れた。

「い、……く……ッ、や……ぁ……あ……っ……」

「いい。俺も、出すぞ……」

「い……っちゃ……っ、あぁあ、だ……め……ぇ……っ、なに、か、き、んっ……ぁ……！」

「んっ……ッ、く……！」

　獣のような低い唸うなり声と共に、内側を濡らされる熱に息が震えた。

　心音と同じだけ震える熱は、ミアのためだけにもたらされた幸福と錯覚しそうになる。

「ミア……好き、だ……」

　それが、熱を重ねる時の軽口であることくらい、ミアにも理解できている。

　それでも、まだ体を重ねたまま背中から抱きしめられるその感覚は、あまりにも甘美で愛しい。

　こんな世界があることを、ミアは知らなかった。

　誰かの腕の中にいることが、これほどまでに優しい気持ちをもたらしてくれるなんて。

　塔の上はあまりにも静かで、ミアは腕に抱かれたまま目を閉じる。

　夜の森を駆け抜ける風がざわめきを呼び、月はあまりにもおおらかに世界を見守ってくれている。

　淫らな吐息を隠すように、王の腕はいつまでもミアの背中を抱いていた。

















第八章












　時は、あまりにも穏やかに過ぎていった。

　朝目覚め、食事を摂り、城の周辺をぐるりと散歩をして、書庫に寄り本を何冊か選び、部屋に戻る。らせん状に編み上げた籐とう製の長椅子に腰を下ろしてこの国に伝わる伝承や幻想物語を読んでいると時間はあっという間に過ぎていき、気づけば今日もお茶の時間を告げる鐘の音が遠くから響いて来た。

　聖女であることを求められない生活というのは、こんなにも静かで心穏やかなものなのかと、ミアは驚愕してばかりだ。そんなゆるやかな暮らしが、ここにはあった。

　マーカスは、時間の許す限りミアのそばにいるようにしてくれている。

　城に来て数日、政まつりごとのあれこれを時々難しい顔をして臣下たちと話し合っているのを見かけたが、ミアにはその一切を聞かせることはなかった。

　捕虜に対して情報を漏らすような人ではないのだろうが、ここでの生活はあまりに平穏でいつまでこんな風に生きていていいのか、ミアはふと考えてしまう。

（父に、誇れるか……）

　表向き死んだことになり、思惑通り戦は終わった。

　聖女として他国に利用されるくらいならば、この命をもう一度捨てる覚悟をしなければならない。

　そう思っていたはずなのに、聖女としての力を使うことを禁じられ、新たな国王の真意はまるでわからないまま穏やかな時を過ごしている。

　それでも少しずつ、何かが変わるような予感をミアは確かに感じていた。

　父に誇れる人でありたいと言った王のように、自分も、もう一度強くなれるだろうか。

　もう一度、自分が民のために、できることはあるのだろうか。

　そんなことを考えては、霧に呑み込まれるような思いが募っていく。

（その資格が、今の私にあるとは、思えない……）

　ミアの心は未だ、どんよりと厚い雲に覆われていた。

「すまない。遅くなった」

　部屋に入って来たのは、マーカスだった。

　今朝は海の向こうにある国から使いがやって来たと、慌ただしく対応していたためお互い別々の時間を過ごしていた。

「今日は、何をしていた？」

　いつもは武人然とした簡素なスタイルのマーカスも、今日は華美な金の刺繍があしらわれた貴族服をまとっている。

　閉まりかけた扉の向こうで執事が大きなマントを下げるのが見えて、部屋に入る前に脱いだことがわかった。

「本を読んでいました。この国に伝わる伝承をまとめた巻物があったので、そちらを少々」

　ミアは貴重な文献たちを傷めぬように身につけていた手袋を外して揃えると、そっと膝の上に載せた。

　テーブルの上には、銀細工のルーペと古びた巻物がいくつか広げられている。

　本当はこの国の歴史書や、王族が書いた手記などに目を通したかったが、諜報の疑惑など立てられては面倒だと遠慮をしておいた。

「そんなものがこの城にあったとはな。面白いか？」

　ミアの隣に腰を落としたマーカスは、振り返ることなく右手を上げた。

　メイドが絹の手袋を、伸ばされた手に手早くつけていく。

　自然な動作で受け入れているマーカスの姿を、ミアはまじまじと見つめる。

（この人は、本当に王なのね……）

　あまりにも気軽に時に尊大に振る舞う男は、大切にすべきものが何かを知っているし、扱いを理解している。周りも、呼吸でマーカスのすべてをサポートしている。

　こういう場面を目の当たりにすると、彼がこの国の王であることを思い出す。

「まだ城下町ができる前、この周辺は湖だったようです。水の神が眠る伝承がまだ残されていて、かつてこの国に居た魔女が神を鎮め共存する形で土地の一部を借り受けたと」

「そういえば、そんな話を小さい頃母がしてくれた気がするな」

「お母様が？」

　母親について、彼が口を開くのは初めてのことだった。

　彼の背景が垣間見える話題に、ミアは少しだけ目を輝かせてしまう。

「では、茶を飲みながらその話でもしよう」

　そう言ってミアの頬に唇を落としたマーカスは、立ち上がるとそっと手を差し出した。

　このあたたかな手を取る時間は、とても穏やかな幸福をもたらしてくれる。

　それでもこの時間が、ずっと続くわけがないことをミアは知っている。

（どうしてこんなによくしてくれるのか、わからない。だからこそ、いつ終わりが来てもおかしくない。この平穏は、仮初めなんだから……）

　今日笑っていた相手が、明日は敵になるかもしれない。

　ミアはずっと、そういう場所で生きて来た。

　元々敵であったマーカスの真意がわからない以上、そう簡単に見えているものだけを信じるわけにはいかない。

　それがわかっていてもなお、彼が用意してくれる平穏はあまりに幸福で、ミアは未だこの状況をどう受け止めるべきか迷っていた。

「はっはっは！　なんだ、上半分が魚類の人魚って！」

　マーカスは、手にしたカップを落としそうな勢いで笑い声を上げると、片手でお腹を押さえている。

「水神様に関する資料を拝謁していたところ、かつて水神様の使いだった見習いの小魚が人と接触するためまじないを利用したそうです。けれど、未熟な小魚では自らを完全な人の姿に変えることはできず、結果上半分だけが魚類のまま、艶めかしい足の生えた人魚が誕生したと記述にありました」

「会いたいな、いや、会わない方がいいのか？　ふ、ふふ……」

　肩を震わせて笑う国王など、ストラティアにいた時は見たことがなかった。

　口元に引き寄せたミアのティーカップには、太陽の光が直接降り注いでいる。

　せっかく晴れているのだから外でアフタヌーンティーをと、国王が広いテラスに席を用意してくれた。

　テーブルに並ぶ焼き立てのスコーンには、自家製のジャムやクロテッドクリームが添えられている。

　赤や黄のフルーツが籠に盛り付けられ、硬めのバゲットを薄切りにしてオリーブやスモークした鮭を載せた塩気の強いオープンサンドも、午後のお茶に彩りを与えてくれていた。

「会っても、いきなり切りつけちゃいけませんよ。小魚とはいえ、水神様の使いというのは強い力を持っています。それに、土地の怒りを買うことは、人には大きすぎる災厄となりえます」

「肝に銘じておこう。上半身が魚の人魚に会ったら、お茶に招待するくらいの余裕は、いつでも持っていたいものだな」

　想像してみる。国王が、丁寧に人魚をアフタヌーンティーに招待しているところを。

　それは、ひどく滑稽で。

「ぷっ……ふふ……っ。では、魚の苦手なものを調べておく必要がありますね。お手伝いしましょうか？」

　くすくす微笑むミアの手に、マーカスはカップを置き自らの掌を重ねた。

「笑ったな」

「え……？」

「いいな。憂う顔も美しいが、ミアは笑顔の方が似合うと思うぞ」

　そう言われて初めて、自分が笑っていることをミアは自覚した。

　楽しい気分になど、なってはいけないはずなのに。そんな資格はないはずなのに。

　彼の前にいると、そう思っていた自分のことさえ忘れてしまいそうになる。

「失礼しました、つい……あっ！」

　午後の光の中で触れられる手は、少し照れくさくて。ミアは思わず肘を引いた。

　テーブルの端に体がぶつかり、ぐらりと傾いたポットがそのまま床に転がり落ちて砕け散った。

「怪我はないか？」

「はい。申し訳ありません……」

「ミアが無事ならそれでいい」

　そう言って手を握ったまま微笑みかけるマーカスは、どことなくいつもより少し疲れているように見えた。

「あの……」

　ミアがその変化を指摘しようとした、その時だった。

「何をしているの。早くなさい」

　静かに、しかしはっきりと諭すような声にミアは思わず振り返ってしまった。

「も、申し訳ございません！」

　そこに居たのは、メイドたちを仕切るメイド長と見覚えのあるメイドだった。

（彼女は、確か最初の日に湯浴みを手伝ってくれた……）

　ミアの苦手な香りや成分を聞いてくれた、細やかな仕事ぶりをミアは記憶していた。

　叱られたメイドは、どうやら割れたカップの処理に手間取っているようだ。

　こちらからの視線に気づいたのか、メイドは青い顔をして震える指先で割れた食器に手を伸ばそうとした。

「待って」

「ミア……？」

　何かがおかしい、とミアの直感が囁きかける。

　彼女は、他の誰より気遣いができるメイドであるとミアは感じていた。

　その彼女が、メイド長に叱られるほど自分の仕事に手間取っている。湯浴みの際に見せてくれた慎重かつ柔軟な対応を思うと、そこには何か手間取る理由があるのではないかと推察した。

「あなた、カップに触れられない理由があるの？」

　震えるメイドは、ミアの言葉に驚いた様子で顔を上げた。

「どう、して……」

「あなたは、湯浴みの時に私に苦手な香りを尋ねてくれました。そのような気遣いができる人が、自分の仕事に手間取るのには何か理由があると思って。メイド長は、ご存知ですか？」

　話を振られたメイド長は、同じように青い顔で首を横に振った。

「いえ、そのような話は何も。あなた何かあるの？」

　メイド長の質問に、少女は俯き震える声を絞り出した。

「申し訳、ありません。わたし、紅茶にかぶれる体質で……」

　決死の告白だったのだろう。細く泣き出しそうな声で、少女はもう一度申し訳ありませんと謝った。

「そんな、あなたお茶の準備もできていたじゃない」

「乾燥した茶葉なら平気なのです。一度開いたものに触れると、皮膚が真っ赤になってしまって……紅茶の洗い物だけは、いつも人に代わっていただいて……」

　ぽつりぽつりと零す言葉に、ミアはそっとその肩に触れた。

　心臓がそのまま飛び出して来そうなほど、震えた体にミアの声が降り注ぐ。

「よく、告白してくれましたね」

「ミア……様……？」

　優しく向けられる微笑みに、メイドは困惑を浮かべている。

「気づいて良かった。メイド長、どうかメイドたちの体質や苦手なものの調査をお願いします。触れられないものや食べられないものを一覧にしておくと、仕事の采配も変わってくるかもしれません。皆が安全に快適に働けるように、今一度確認を……あっ」

　そこまで指示を出してようやく、この城が自分の管轄ではないことをミアは思い出した。

「も、申し訳ありません。勝手なことを……」

　振り返り王を見ると、彼はやけに満足げな笑みを称え肘掛けに肘を置き頬杖をついていた。

「かまわない。続けろ」

「しかし……」

「彼女の言葉は俺の意思と同義だ。心得よ」

　王の命に、メイドたちは背筋を正した。

　差し出がましいことをしてしまったと反省しながら、ミアはメイド長に改善に向けた具体的な指示をいくつか言い渡した。

　割れた茶器はメイド長が片付け、ミアは自分の席へと戻る。

　やはり改めて謝罪をと顔を上げた口元に、ふにっと何か柔らかなものが押し当てられる。

　それは、バラの香りがするペールピンクのギモーブだった。

　ふわふわと柔らかくもっちりとした雲のような感触は、卵白にフルーツピューレや砂糖を混ぜ込んで作られる菓子で、ミアの密かな好物だった。

「頭脳労働のあとは、甘いものがいい」

　王自ら摘み上げ、それを口元に運ばれるとなれば断ることも失礼かと、ミアはそのままもぐもぐと唇で受け止めた。

　餌をもらう飼い猫のようだと、柔らかなギモーブを噛みながら怪訝な顔をしているミアに、マーカスは嬉しそうに頷いた。

「やっぱり、お前は最高だな」

（変わった人……）

　なぜこの流れでそのようなことを思うのか、ミアにはまるで理解できない。

　それでも、嬉しそうなマーカスの姿を見ているとほっとするような安心するような気持ちになって。

　人への指示を考えたあとに、こんな風に不安にならなくなるのは初めてだとミアは思った。

「ミア、食べ終わったら少し歩かないか」

「かまいませんが、どこへ？」

　返すミアに、マーカスはニィとあの悪戯をした時のような顔で笑った。

「ちょっとそこまで」
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「す、ごい……」

　自分の頭より高い緑の壁に覆われた庭は、迷路のように入り組みどこまでも続いているように見える。

　美しく剪定せんていされた花壁には、赤や紫といった濃い色の美しい薔薇が咲き乱れていた。

　芳しい華やかな香りに閉じ込められ、ミアはうっとりとため息を吐く。

「城の薔薇園だ。進めば違う色の花も見られるぞ」

「これが、薔薇園……」

　ミアの知る薔薇園は、もっと簡素で隠されるように温室に詰め込まれたものだ。

　もちろんかつて自分の国にあったそれらも、美しかったが。

「桁違い……素晴らしいですね……」

「温室もあるぞ。あとで案内しよう」

「ありがとうございます……あれ？」

　何かが、胸の中に引っかかった。

　美しい薔薇の迷宮。

　こんな景色を、以前どこかで見たことがあるような。

「どうした？」

「いえ、なんでも……ありません」

　一体どこで見たのだろうか。

　ここに来たのは初めてのはずなのに、なぜか懐かしく見覚えがある。

　あれは、ずっとずっと昔の。

「ミア」

　声をかけられ、ミアははっと顔を上げた。

「申し訳ありません。少し、ぼんやりとしていたようです……ん？」

　しかし、顔を上げたミアの前に、マーカスの姿はない。

「国王様……？」

　ぐるりと見回してみるものの、見えるのはどこまでも続く薔薇の壁だけだ。

「こっちだ」

「え？」

　頬をそっと突かれ、振り返ってもみたがやはり彼の姿はない。

「国王様が、透明の魔術を使うなんて知りませんでした」

「そんな伝承の中でしか聞いたことのない術を、おいそれと使えるわけがないだろ」

「あ……」

　声だけのマーカスは、背後にそっと気配を漂わせるとミアの頭に何かを置く。

　甘い香りが降り注ぐ中手を伸ばすと、そこに白バラで編み上げた花冠が載せられていた。

「国王様は、手先も器用なのですね」

「知らなかったのか？　ミアに触れる時は、より気をつけているつもりだったんだがな」

「い、言わないで下さい！　もう、どこにいらっしゃるんですか？」

　姿が見えないだけで、妙なざわめきが胸を支配する。

　妖精に悪戯をされているような気持ちになって、ミアはきょろきょろと周囲を見回したがやはり彼の姿は見つけられなかった。

「俺を見つけてみろ。そうすれば、ミアの願いをなんでも叶えてやる」

「なんでも……」

　こんな戯れに、どこまでの効力があるのかはわからない。

　しかしミアはそれを聞かずには、いられなかった。

「もし私が、この城を出たいと言ったら叶えて下さるんですか？」

　華やかな景色の中で、しばしの沈黙が流れた。

「王に二言はない。それがミアの本当の願いなら、叶えよう」

　遠ざかる気配を前に、聞いたのは自分のはずなのに勝手に落ち込みそうになっていることに驚いた。

（情……なのかな。私は、この場所のこと、嫌いだとは思えない……）

　手放されることは、辛い。

　自分が必要のない人間なのだと思い知ることは、落ち込むには十分な要素だとミアは考える。

「国王様？　どこですか？」

　曲がり角は、三手に分かれている。

　足音は広い庭の中であちこちから響くように感じて、ミアはただ漠然と角を曲がっていく。

　取り残されたような焦燥しょうそうに、また奇妙な既視感が襲いかかった。

（やっぱり、ここ……）

　心細さもそのままに、この景色をまるごと知っていると感じる。

　この国に来たのは、初めてのはずだ。

　似た場所を訪れたことがあるのだろうか。

　教育を受け聖女として表立つようになってからは、戦の合間にお披露目もかねて他国のパーティーに顔を出すことも多かった。

　まだ少女だったミアにとってそれは退屈な時間で、あまり思い出したくない記憶だ。

　けれどそれらの忘れたい記憶の中に、何か燻るような熱がよぎる。

（見覚えが……ある？）

「タイムオーバーだ」

「あ……」

　違和感の正体を突き止めるよりも先に、体が後ろに傾いた。

　ふわりと柔らかく引き寄せられ、後ろからしっかりと抱きしめられてしまう。

　追う側だったはずが、いつの間にか捕らえられていた。

「残念だったな、逃げられなくて」

　背中を抱かれ、彼がどんな表情なのか確認することはできなかった。

　ただ、耳の裏に触れた低い声は、どこか切ない響きを持ってミアの胸を打つ。

「あ、の……」

　思わず振り返ったミアの目の前で、マーカスはいつものように余裕そうな笑みを浮かべていた。

「俺の勝ちだ。つまり、ミアは俺の願いをひとつ叶えなければならない」

「そんなルール、聞いてませんけど？」

　そもそも勝負自体、なし崩しに始まったものだ。

　前提にそんな条件はなかったと困惑するが、一方的に願いが叶えられるほど世の中が甘くないことは知っている。

（いよいよ、聖女としての力を求めて来る……のかな）

　卑怯な手ではあるが、有無を言わさぬ状況を作るために、彼は今日まで画策していた可能性もある。

　一体どんな難題を提示してくるのか、緊張した面持ちでミアはその目を見つめた。

　マーカスは、やけに優しげな面持ちでそっと目を細める。

「お前からの口づけが欲しい」

「私、から……？」

　拍子抜けするような願いに、聞き間違いかと耳を疑う。

　しかし、彼の要求は本当にそれだけのようだった。

「そ、そんなことで、いいんですか？」

　安心したようながっかりしたような複雑な声を出すミアに、マーカスはむっとした表情で返す。

「そんなこと、だと？」

　不機嫌を露わにする男の声に、ミアは自分の落ち度を振り返ってみる。

（私、変なこと言ったかな……？）

　しかし、なぜ彼がそんな顔をするのか理由がわからず、黙り込むことしかできなくなっていた。

「口づけを、自ら人にした経験は？」

「私ですか？　挨拶以外では、ありませんが……あっ」

　マーカスはミアの腰元を引き寄せると、隙間がなくなるほど顔が近づく。

　呼吸が感じられるほどの距離で見つめられ、ミアはきゅっと唇を引き結んだ。

「じゃあ、ミアの初めてをまたひとつもらえるってことだな」

　そう言って微笑むマーカスに、ミアはちりりと頬が熱を持つのを感じた。

（初めて……）

　確かに、こんなことを人にしようと思ったことはない。

　これだって、お願いをされたからするだけだ。

　言い訳のように自分に言い聞かせるが、出て来る言葉のひとつひとつが後ろめたさを運んで来る。

　この口づけが、自分の胸を高鳴らせることから目を背けていたかった。

「では、失礼します……」

「どうぞ」

　口角を柔らかく上げ、男はそっと目を閉じた。

　この人とのキスは、何度もした。

　同じようにできるかわからないが、思い出しながらやれば自分にもできるはずだ。

（あ、れ……）

　肌を触れさせるだけだとわかっているはずなのに、いざ自分から近づこうとすると体が強張っていく。

　指先まで心音が響くようで、震えてしまうのを必死に堪えた。

（キスって、こんなに緊張するものなんだ……）

　されるのとするのでは、雲泥の差だとミアは勇気を振り絞った。

「ん……っ！」

　思い切って目を瞑り、つま先に力を入れるとゴリリと硬いものが当たる感触と痛みが伝わる。

「申し訳、ありません……」

　強い力で押し付けすぎて、ほとんど頭突きのようになってしまった。

　ぶつかった衝撃で、じりじりと口元が痛い。

「ミア」

「はい……んっ!?」

　口元を押さえているミアの顎を引き寄せ、マーカスはその唇に優しくキスを落としていく。

　ひりひりとまだ痛む肌を、あたたかな唇が包み込んでくれる。

　甘やかすような柔らかな感触に、とろけるようにミアは目を閉じた。

「上出来だ」

　決して合格点ではない口づけを、男は本当に欲しかったものであるかのような顔で受け止めてくれる。

　何もかもうまくいっていない、そんな自分がここに居てもいいのだと思いそうになる。

　彼がくれる優しさに、ミアの胸にはちくりと棘が落ちる。

（優しさに甘えてばかりだ……私は、この優しさを受けて、彼に何を返せるのだろう……）

　先などないと思っていた。

　それなのに、今こうして抱きしめてくれるマーカスに、できることはないかと探しはじめている自分がいる。

（聖女の力を封じられると私は、何もできないんだ……）

　戦場以外で、己の無力を感じるのは初めてだった。

（本当にこの人には、初めてのことばかり教えられる……）

　太陽が沈む準備を始め、夕暮れ時のなまあたたかい風が頬を撫でて行く。

　甘い花の香りと力強い体温に包み込まれて、今がひどく平和なのだと錯覚しそうになる。

　この男の隣に居ることでこの世界のためにできることが自分にもまだあるのなら、それは明日を生きる希望になるのだろうか。

（わからない……この人を信じていいのか。まだ私は、彼の真意を何ひとつ理解できていない……）

　聖女の力に興味がない、と表面上装うことはいくらでもできる。

　それなのに、昨日より目の前の男を信じたいと思う気持ちが、今日のミアの中には確かに芽生えている。

　彼を本当に信じることができたら、もう一度明日を生きるという夢をみることができるのかもしれない。

「知りたい、です……あなたの、ことが……」

　それが、口づけの練習なのか、マーカスそのものへの興味なのか、もはやミアにもわからなくなっていた。

　ただ、嬉しそうに抱き返してくれるその掌が、今はひどく離れがたいとそう感じた。

















第九章












　ミアの寝室には、静寂が満ちている。

　手を引かれ自室に戻ることさえ許さないはっきりとした意思に、ミアは抵抗しなかった。

　性急にベッドの上に引きずり込まれると、ずらすようにドレスを剥ぎ取られる。

　髪が乱れることさえかまう余裕もなく、ミアも夢中で両腕を伸ばしていた。

「こんなの……知ら、ない……っ、ン……ん……っ！」

　口づけと口づけの間で器用に肌に触れて来るマーカスも、今日はどことなく余裕がなく、薄暗がりの中で輝くふたつの瞳はギラギラと輝いていた。

「これから、知ればいい」

「ふ、ぅ……っ、んん……っ……！」

　まだほとんど準備の整っていない体を、マーカスは開いて行く。

　肌に引っかかった布が乱れていくことにかまう余裕はなく、ただ必要な熱を求めて体を重ねた。

「は、ぁ……っ……！」

　軋む背中を反らせると、逃げ場をなくす腕が伸びて来て腰元を固定してくる。

　強引にねじ込まれた他者はいまだ慣れず、体が悲鳴を上げていてもなお離し難い熱を呑み込んでいた。

「大丈夫、か」

　歯を食いしばりながら遅れてやって来た気遣いに、体はぼろぼろなのに笑ってしまいそうになる。

「大丈夫な、わ、け……く、ン……」

　優しさとは裏腹に、少しの熱も零さず啜すすり上げようとする貪欲な性が、ミアの体を追い詰めていく。

　背中越しに見える天井に、キラキラと大きなガラスのシャンデリアがひとつぶら下がっているのが見えて、こんな時なのにああきれいだと思った。

「ミア……」

「あ……ぅ……っ……」

　体を沈めた男は、熱くなった腰元をぴたりと重ねたままじっとミアを見下ろした。

　激しくぶつけられる嵐のような快楽ではなく、じわりと広がる熱にミアの声が震える。

　じっくりと受け付けられる刺激に、腰が揺れそうになるのを堪えた。

「あ、なン……っ……！」

　定まらない視界でマーカスを捉えると、彼はやけに寂しげな瞳をこちらに向けていた。

「ミア、俺の名を呼んでくれ」

　真剣なまなざしで告げる男に、ミアは無意識に両腕を伸ばしていた。

　あたたかな肩を抱き寄せると、繋がった下腹部がまた少し深いところを探る。

「お願いは、もう、ひとつ叶えましたよ……ん……っ」

　ちらりと視線を上げたマーカスが、唇を重ねて来る。

　歯列を割り、押し入って来る甘いキスをたっぷり時間をかけて堪能したミアに、彼はねだるように首を傾げた。

「だめか？」

　珍しく伺うような言葉を投げかけながら、マーカスはミアの返答を待っている。

　ここで嫌だと言ったら、この人はまた寂しい目をするのかもしれない。

　そう思うと、抵抗はなかった。

「マーカス……あっ……」

　口にしたその瞬間、再び火が灯るようにマーカスが熱を引きずり出していく。

「ひ、ぁ……っ……！」

　奥をゆっくりと舐めるような圧迫感に、脚の付け根が震えて来る。

　最初に抱かれた時とはまるで違う、深く響く熱が、ミアをどこまでも遠くへ連れて行くような気がした。

「綺麗だ、ミア……熱に浮かされるお前を、このまま閉じ込めてしまいたい」

「もう……閉じ込められて、いる……ようなもの……で……あ、ン……」

「そうだったな」

　頭をそっと撫でられ、もうこれ以上は先がないところまで探られていく。

　押し付けるように近づいて来る肌が、触れる度に喜んでいる。

　彼が、マーカスが何を考えているのかは、未だにまるで理解できない。

　覇王などと呼ばれている男は、時に子どものようにミアの手を引っ張り駆け出す。

　元々そういう人なのか、自分に合わせてくれているのかもわからない。

　それでも。

（この人の隣にいると、呼吸が楽になる気がする……）

　空の色を見上げたのは、いつぶりだろう。

　シーツの中で、ぐっすりと眠れるようになったのも初めてだ。

　ぶつけられる熱が幸福をもたらしてくれることを、知った。

　マーカスの隣で見る景色は、いつもおだやかであたたかくて。

（私には、幸福になる資格などないのに……）

　高く声を上げたミアは、よぎる思考をかき消すように腰を浮かせた。

「は、ぁ……ッ、ぅ……！」

　自ら快楽を引き寄せるなど、獣のすることだ。

　それでも、つきまとう不安と焦燥をひと時でも消し去る方法を、ミアはこれ以外に知らなかった。

「ふ……っ、もう上手くなったのか。ミアは、飲み込みが早いな」

「へ、ぁ……っ！」

　ミアを引き寄せたマーカスが、そのまま軽々と体を抱き起こし、再び肩を抱き寄せた。

　自重で呑み込む深い熱は、またひとつミアの体を壊していく。

「あ、ン……ぅ、は……っ、ぁ……」

　浅くなった動きとは裏腹に、彼の存在を深く感じる。

　少し気を緩めただけで、更に内側への侵入を許してしまうことがわかって、なんとか脚に力を入れようとするがうまくできない。

「怖い、か？」

「少し……」

　上に乗せられただけなのに、こんなにも不安定で心細くなることに、無意識に泣き出したいような顔になってしまう。

　ミアの背中を引き寄せるように、彼は下から唇を重ねた。

「大丈夫だ、俺がいる」

　自信たっぷりな言葉が、今はただ安心する。

　力を抜くと、ゆるりといいところに当たって、またひとつ声が跳ねた。

「ア、っ……ふ……ぁ……っ……」

　こんなことはしたくないのに、体が無意識に熱を求めてうねりを上げる。

　不器用な揺らぎを、マーカスの手がそっと支えてくれている。

「上手だ。いいところを、もっと探せ」

「は……、ぁ……っ、だ、め……こ、れ……ッ……」

「ここか？」

「ひ、ン……！」

　自分で導いたその小さな快楽を、マーカスは的確に追いかけて来る。

　甘く痺れる肢体を反らせ、ミアはただ夢中でその感覚を貪った。

（だめ、こんなの……何も、考えられなくなっちゃう……）

　体を預けたまま、ミアは振り落とされぬように刺激を求めて体を沈めた。

　下にいるはずなのに、マーカスは器用に体を支え、ミアが僅かに感じ取る悦楽を的確に追従していく。

　獣になったような心地で、ミアはその熱を貪った。

　ソファに影が落ち、暗闇の中でふたつの息遣いが昂ぶっていく。

「もう……だ、め……」

「いいぞ。すべてを俺に、委ねろ」

「は、あぁ……あぁ、ん……っ！」

　速まる鼓動と視界を覆う真っ白な光の先に、ミアはただマーカスの優しい瞳だけが脳裏に焼き付いていく。

　優しく抱きとめる男の腕はあまりにあたたかく、激しかった。
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　真っ暗なシーツの中は、夜の海の香りがした。

　滑らかな布はふたつ分盛り上がっており、ひとつはまだ呼吸に合わせて規則的に上下を繰り返している。

「寝ちゃった……の……」

　素肌にまとわりつくシーツの感触ももはや慣れたもので、引き上げた布の隙間から隣で眠る男の肩が顕になる。

（これは、戦場でついた傷……これも、これも……こっちは、私のためにつけた傷……）

　細かな傷の中にひとつだけ、治りかけの新しい傷を見つける。

　それは、マーカスがミアを救うために自らつけたあの傷跡だった。

　まだ生々しいその傷跡に、ミアはためらいがちに手を伸ばす。

　すべすべと滑らかな筋肉の中、確かに存在する戦の爪痕に、ミアの知らないマーカスへ思いを馳せた。

「気になるか？」

　低い声が、暗闇の中で静かに響いた。

「すみません、起こしましたか」

「いや、起きただけだ。気になるなら、完治するまで包帯で隠そう」

　まだ寝起きでまどろむ意識の中で、マーカスがミアの心を優先してくれているのがわかって胸が締め付けられた。

「……どうして、力を使ってはいけないのですか」

　自分には、治す力がある。

　ミアを手に入れるためにつけられた、本来不必要である傷だけでも、癒やしたいと強く願った。

「この傷を、ミアは憎むか？」

「憎いというわけではなく……ただ、申し訳ないと思います。あなたがこんな怪我をする必要はなかった。これは、私のせいです。だから、せめて」

「なるほど、ミアはそういう風に考えるのか」

「あ……」

　マーカスはそう言って、腕に触れていたミアの手に自分の指先を絡めると、そのまま胸元にそっと体を抱き寄せた。

　指と指の間をしっかりと埋めるよう握りしめた掌が、あたたかい。

「これは、ミアを手に入れるために作った、俺にとって何よりも価値のある勲章だ。残せるものなら、一生残したい。この世界には、そういう傷跡があることを覚えておいてくれ」

　傷はすべて治すべきものであると思っていたミアにとって、それは雷を落とされたような衝撃だった。

（一生残しておきたい。そんな風に、思う傷がこの世界には存在する……）

　近くなった胸元に、細かい傷が見える。

　このひとつひとつがマーカスの生きた証であり、その痛みにそれぞれ物語があるのだとすれば、見えているものがまるで変わってしまったような、急激な愛しさが込み上げて来る。

「ありがとう……ございます」

「それは、何に対する礼だ？」

「ただ、お礼が言いたくなりました。あなたの歴史のひとつに刻まれたということが、なんだかとても嬉しくて」

「どういたしまして」

　マーカスはそう言って、ミアの頭のてっぺんに唇を優しく落としていく。

　この瞬間が、まるで夢のようだとミアは目を閉じた。

「俺も、ひとつ聞いてもいいか」

「どうぞ」

　真剣なトーンに、今ならどんなことでも伝えておきたいと思える。

　マーカスがくれた安心は、ミアにとって大きな信頼に変わっていた。

「言いたくないことは、言わなくていい」

　いつものように優しい前置きをしながら、マーカスは髪をそっと撫でていく。

「憂うミアの顔は、朝焼けに広がる霧の中の湖のように、美しく神秘的だ。その、触れれば消えてしまいそうなほど儚いこの美しさの、理由を知りたい」

　柔らかく表現するマーカスの言葉に、ミアは顔を上げた。

　その瞳は、静かにこちらを見下ろしている。

「なぜ聖女を辞めようと思った」

　それは、確信を突く質問だった。

「……マーカスには、話しておくべきかもしれませんね」

　ミアはそっと胸元に一度顔を寄せると、体を起こした。

　同じく上体を起こした男は、ミアの向かい側に姿勢を正して座り直し、その掌をゆるく握りしめてくれる。

　ミアは、思い返す。

　幸せだった頃の、記憶を。

　すべてが壊れてしまった、あの日の記憶を。
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　そこは、貧しい村だった。

　標高が高く、植物も育ちにくい。

　小さな集落では、羊や牛などを飼いなんとか暮らしを立てていた。

　一年中雪の溶けない山頂を眺めながら、いつも雲に覆われたたまにしか晴れないその集落で、少女は生まれた。

「ミア、空にはお母さんがいるんだよ。だから、辛い時は空を見上げてご覧。きっとお母さんが、見守ってくれているから」

　赤い実のなる一番高い木の根元で、父はよくそう言ってミアに空を見せてくれた。

　冷たい風と、家で世話をしている仔山羊の散歩は、子どものミアにはきつい山道だったけれど、少し息を切らしながらそう教えてくれる父と、その日だけもらえるはちみつ漬けのレモンが大好きだった。

　母はミアを産んですぐに亡くなったが、父はふたり分の愛情を注ぎ大切に育ててくれた。

　貧しい暮らしでも、ミアにとってそこは間違いなく楽園だった。

　最初にミアが力を使ったのは、父だった。

　農具の手入れをしている最中に、父が脚に深い傷を負った。

　集落の人たちが皆集まって来てなんとか止血をしたものの、一刻も早く傷を塞がなければ命に関わる。

　しかし、一番近い治療院は、ここから馬で二日かかる。

　誰もが絶望的なため息を吐く中、よくわからないままに父が危ないと理解したミアは、毛布の下に隠れた父の脚にそっと触れた。

「な、なんだ!?」

　ぽうと黄金色の光が灯り、次の瞬間父が目を覚ました。

　先ほどまで脂汗を流し熱を出していた父は、自分でも何が起こったかわからない表情で体を起こす。

「だ、大丈夫なのかい？」

　隣の家のおじさんが、心配そうに尋ねて来る。

「痛くない……」

　父は、驚いた様子で毛布を捲った。赤く染まったズボンと乾いた包帯、その下にあったはずの痛みが嘘のように消えている。恐る恐る解かれた布の下から現れたのは、無傷の脚だった。

「傷が、ない……？」

「消えた！　傷が消えたぞ！」

　起こった奇跡に、集落の人間たちは驚愕と感嘆の声を上げている。

「おとうさん、もう大丈夫？」

　何をしたのか自分でもわからなかったが、父が痛くなくなったことが嬉しくてミアはにこにこと腕を伸ばした。

「ありがとう、ミア。お前は奇跡の子だ」

　そう言って抱きしめられた時、本当に誇らしい気持ちになった。

　これが、初めての治癒の記憶だ。

　力を使ったせいかそのまま気を失ったミアが次に目を覚ました時、世界はすっかり変わっていた。

　膝を怪我をした村長、寝たきりだった幼馴染の母親、羊のことを教えてくれていた咳が止まらなかった先生。

　あの日から奇跡の噂を聞きつけ縋るように集まった大人たちを、ミアは次々に治癒していった。

　ミアが手をかざすと、集落の人たちの表情が明るくなる。

　そのことが嬉しかったし、お礼に食べ物をもらうこともあり、生活が少しずつ楽になっていった。

　噂が噂を呼び、隣町や山を越えた村からの来客も増え、城の使いと名乗る男たちがミアを城に迎え入れたいとやって来るまでに、半年もかからなかった。

「少女の力は、類まれない奇跡の御業みわざである。その力、どうかこの国のために奮ってもらえないだろうか」

　ごてごてと勲章にまみれたローブを身につけた白髪の老人が、ミアの前に跪きうやうやしくストラティア国王の言葉を読み上げていくのを、父がどんな顔で聞いていたのか思い出すことはできない。

　考える時間が欲しいと彼らを帰したあと、父はミアをしっかりと抱きしめてこう告げた。

「間違っても、失敗しても、帰って来る場所はここだ。ミアがやりたいことを、私は応援するよ」

　この言葉を聞いた時、既にミアの心は決まっていた。

　城でこの力をコントロールする術すべを身につければ、今よりも多くの人を笑顔にできる。

　そしてそれは、大好きな父を守ることに繋がると、少女だったミアは信じて疑わなかった。

　何より、城に入れば国から家に保証金としてまとまった給与が支払われることを、ミアはもう理解していた。

「おとうさん、私お城に行きたい。大丈夫、お空ではお母さんも見守ってくれてるんだもん。おとうさんも、ここから見守っててくれる？」

「ああ、ミア。もちろんだ。離れた場所に居ても、お父さんはミアのことをずっとずっと愛しているよ」

　思えば、ミアにとってこれが父との最後の幸せな記憶となった。

「お父上は、ミアのことを心から愛して下さっていたのだな」

　月明かりにぼんやりと照らされたベッドの上で、ふたつの瞳が優しく細められる。






「はい。私は、父を愛していましたし、父も私を愛してくれていました」

　それはミアが生きて来た中で、唯一揺るぎのない確信だった。

「けれど」

　曇る声のトーンに、マーカスの手が強くミアの指先を握りしめる。

　ここに彼が居てくれることが、震えるミアの背中を押した。

「私は、一番大切な人を守ることができませんでした」

「それは……」

「戦に出ている間に、父が亡くなったんです。私が父の訃報を受け取ったのは、父が亡くなって三月も過ぎた頃でした」

　ミアの告白に、マーカスの瞳が揺れた。

　今でも鮮明に思い出すことができる、報せを受け取った日のことを。

　それは、長く小康状態の続いていた海を挟んだ他国との関係に、国王がけりをつけると息巻いたことから始まった。

　国王が目をかけていたある国の貴族の娘が、自分の国から出ることはできないと国王の誘いを断った。

　既に王妃となる婚約者はいたものの、ストラティアの国王は女好きとして有名で、先代の王が亡くなってから戦が激化したのも彼の性欲を満たすためだと噂する国民すらいたほどだ。

　海を越えての遠征に、ミアの率いる医療軍事団も同行することになった。

「この時既に、父が流行り病で倒れていたという報せが城には届いていたようなんです」

「と、言うと？」

「封書が、私の部屋に届けられていました。それを、私は見落としてしまったんです」

　軍団長としてミアは、執務室を与えられていた。

　日々書類や文などを山のように捌き軍団長としての職務をまっとうしていたミアの部屋には、次から次へと封書や巻物が届く。

　機密情報の取り扱いも多いため、細心の注意を払いひとつひとつに必ず目を通していたつもりだった。

　父の病状、そして訃報を知らせる封書は大きなデスクの陰から発見された。

　ミアが戦から帰って来た、その翌日の出来事だった。

「私が、見落としていたんです。いくら大きな遠征とはいえ大事な文には必ず目を通して来たのに。なぜ父の病状に関するものだけを見落としてしまったのか、どうして行く前に気づけなかったのか、今でもずっと後悔しています。私が出立前に気づいていれば、父は助かったかもしれない。父は、私が殺したんです」

　ずっと、胸の中に溜まっていた。

　今までしなかったミスをした、それはもう二度と取り戻せない、最悪のミスだった。

「ミア」

　マーカスの腕が伸びて来る。

　けれど、それをミアは両腕を突っ張って突き放した。

「やめて下さい、慰められたくない」

　同情されたいわけではない、癒やされたくもない。

　ぬくもりだけで世界は変わらず、この後悔を忘れてはならぬとミアの体が叫んでいる。

「一番守りたかったものを、守れなかった。そのことが、どんなにショックだったかわかりますか？」

　こんなのは、ほとんど八つ当たりだ。

　そうとわかっていても、一度走り出した激情を止めることなどできなかった。

「今まで国のために尽くして来ました。大切なものを、守りたかったから。父が私の力を褒めてくれたから。もっと多くのものを守りたいって思って……けど、そんなのは幻想でした」

　ミアの悲痛な訴えに、マーカスはじっと無言で言葉を待ってくれている。

「何度戦場に出ても次の戦が始まる。ついには、本当に守りたかったものさえ守ることができなかった。私が戦に行かなければ、父は助かったんです」

「その戦で、ミアは多くの命を救ったはずだ」

「でも、父は救えなかった！」

　叫ぶ声に、ひと筋の雫が頬を濡らした。

　泣く権利など、自分にはない。

　悲しみではない、ただ悔しさで涙が溢れた。

「いつか人々が手を取り合い、平和に向かう日が来ると信じてやってきた。けれど、聖女がいる限りそんな時代はやって来ない。聖女の力を巡って次の時代の争いが起きていることを、私はようやく認めることができました。大切な人を守れないこんな力、もはや奇跡でもなんでもない。ただの厄災だと」

「ミア」

「だから、終わらせようとしたんです。戦を、命を、この力を」

「ミア」

「私のせいです、私の、せいで……」

「わかった」

　大きな腕が伸びて来て、抵抗ごとその中に包み込まれた。

　涙で濡れた頬に肩口が触れ、もがく体から力が抜けていく。

「ミア、ひとつだけ覚えておいて欲しい。人が死ぬのは、天命だ」

「それでも、私なら……」

「そうかもしれない。ミアにもっと早く出会っていれば、俺の父上も母上も、もっと長く生きられたかもしれない」

　マーカスの言葉に、ミアははっと顔を上げた。

　影の中でそれでも彼は、優しい笑みを向けてくれる。

　この若さで彼が王位を継いでいること、それはすなわち先代が既に亡くなっているからだ。

　生きる限り、死は誰にでも平等に訪れる。

　当たり前であったはずのそのことを、改めて思い知らされた気がした。

「ミアのお父上のことは、本当に残念だった。俺もご存命ならば是非一度お会いして、ミアがなぜこんなにも心優しく、そして気高く育ったのかを全集に残す勢いで聞き尋ねていただろう」

「マーカス……」

「もしミアがよければ、今度お父上の墓参りに同行させて欲しい。ミアが今日まで耐えたこと、救ってきたもの、他国の王である俺の耳にまで入って来た数々の伝説を俺の口から是非報告したい。ミアは本当に最高で、素晴らしい人であると伝えたいんだ」

　抱きしめる腕があたたかく、その言葉のひとつひとつがあまりにも大げさで、その大仰さが心のざらついた表面を撫でつけた。

「遠い、ですよ。私の居た村は」

「俺は千里をかける、覇王と呼ばれた男だぞ？　隣の国なんて、城の中庭みたいなものだ」

　自信たっぷりな言葉に、ミアは少しだけ息を吐くことができた。

「ひとつ、確認したい」

「なんでしょう」

「文を見落とした、と言っていたな。文に気づいた時の状況を、教えて欲しい」

　なぜ彼がそんなことを聞くのか、わからない。

　それでも、重要そうに尋ねる声にミアはぼんやりとあの時のことを思い出していく。

「戦から戻り、デスクの下にあるのを発見しました。出立する時にも確認したはずなのですが、海を越えての遠征で気もそぞろになっていたのかもしれませんね。してもしきれない後悔です」

　辛く苦しい記憶も、まるで報告書を読み上げるようにすらすらと口にするミアを、マーカスはもう一度強く強く抱きしめた。

　この心の一部は、もしかするともうとっくの昔に壊れてしまったのではないかと思う。

　それでも、張り詰めた糸が切れたように、言い終わると同時にミアは声を上げて泣き始めた。

　この世界のすべてを、そして自分を呪う歌のように、その声は高く切なく響き渡る。

　一体どれだけそうしていたのだろう。

　父の死を知ってから、ずっと張り詰めていた。

　聖女であることが、その姿勢を縛り続けて居たのかもしれない。

　頭の奥がずきずきと痛み、喉も枯れ果ててようやく、泣くことができたのだとミアは気づいた。

「ミア」

　黙って抱きしめてくれていたマーカスは、落ち着きを取り戻したミアの背中を撫でながら改めて向き直った。

「もう一度言う。ミアが力を使うことを、禁ずる。もう二度と、悲しい顔をしないで済むように。俺はそれを望んでいる」

　マーカスの真意は、今もわからない。

　それでも、例え言葉の上だけでも、そんな風に言ってくれる人はひとりもいなかった。

　ミアの力がすべてで、その奇跡だけを人々は求めている。

　世界はそういう風に回っているものだと、思って来た。

（私のことを思ってくれる人が、父以外にいるなら、それは……）

　疲弊した体に、人のぬくもりが優しい。

　額に触れるだけの口づけを落とされ、ミアの意識が深いところへ下りていくのがわかった。

　ミア、と名を呼ばれた気がしたが返事はできなかった。

　あまりにひどい、告白だった。

　しかし、疲労と共に訪れた夢は、なぜか真っ白で。

　うなされることなくミアは、ゆるりとまるい夜の中に落ちていった。
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　足音を立てぬよう進む術など、覇王と呼ばれた男にとっては造作もないことだった。

　泣き疲れて眠る愛しい女をベッドに残し傍を離れることは筆舌に尽くしがたい苦痛であったが、何よりも王には果たさねばならないことがあった。

　ナイトガウンを羽織り部屋を出た王に、控えていた年老いた執事はすぐさま傍に着く。

「彼女の父の訃報について、調べろ」

　王の命に、執事はそっと頭を下げる。

　城の廊下は静寂に満ちており、王が一歩また一歩と踏みしめる度空気が張り詰めていく。

　男は、この国の王であった。

　すべてを手に入れるため、すべてを利用してきた、厳しい男だった。

　そして今、最も手に入れたいものを前に、王は改めて覚悟を胸にしている。

「失礼致します、陛下」

　静寂を破ってやって来たのは、メイド長だった。

「騒々しい、ミアがまだ眠っているのだ」

「申し訳ありません。どうしても陛下に繋ぐようにと、急なお客様がいらっしゃいまして」

　青い顔で告げるメイド長の言葉に、王は右の口角だけを上げた。

「……ふん、思ったよりは早かったな」

　すべてを理解した王は、冷ややかな目を隠すことなく歩みを進める。

　待たせておけと告げられたメイド長は、その場で倒れそうなほどに怯えている。

　決してミアに見せることのない王の姿を前に、震えを我慢できる者は城内においても数えるほどだ。

　何かが始まる気配を確かにまといながら、夜は更けていった。
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　明るく広い青空の下で、それでも孤独を感じる時がある。

　どこまでも続くこの世界の果てには、平和があるのだろうか。

　戦も、病も、悲しみも、ない世界があるのだろうか。

　高い生け垣に囲まれた広い庭の真ん中で、少女は自分が世界から取り残されたように心細く、このまま自分が消えてしまうような気がした。

『ミア』

　姿が見えない誰かが、自分の名を呼んでいる。

（誰……？）

　声に出して辺りを見回してみても、美しい薔薇の花に囲まれた景色は変わらない。

（見つからないようにしなきゃ……）

　そう思って薔薇の根元にしゃがみこんでいると、余計に寂しさが込み上げて来る。

　もうこのまま、誰にも見つけてもらえないような、そんな気がして。

『ミア』

　もう一度、名前を呼ぶ声が聞こえた。

　けれどそれが、誰の声なのかミアにはわからない。

　少女時代、誰かにこうして名を呼ばれたような気がする。

　そして今ミアのことを、こんな風に呼ぶ人を知っている気がする。

　声はやがて遠ざかり、ミアの頭の上を通り過ぎていく。

（嫌だ、行かないで！）

　大きな声で叫んだつもりだったのに、周囲には静寂が広がっている。

　甘い花の香りがする。

　ふいに強くなった気配が、そっとミアの背中を包み込んだ。

『　　　　　　』

　後ろから、声をかけられた気がした。

　けれど、何を言っているのかまでは聞こえない。

　ただ抱きしめられるぬくもりが穏やかで、もうミアは孤独ではなくなっていた。

（知ってる、この腕は……）

　真っ白な光に包まれて、ミアは大きく息を吸い込んだ。

「……あ、れ」

　見えた景色は、薄暗い天井だった。

　分厚いカーテンの隙間から朝日が入り、足元にひと筋の白い光を作っている。

　体を起こすと脚や腕が軋むように鈍く疼き、笑ってしまうほど喉が乾いていた。

（そうか、私あのまま眠って……）

　昨日、ただ求めるままに体を重ねて泣き疲れそのまま眠ってしまったことを思い出し、ミアは頬を赤く染めた。

（あんなに、大胆な姿を見せて……うぅ、マーカスの前でどんな顔をしたらいいか……あれ？）

　耳まで朱色に染めたまま、いつものように隣に居ると思っていたベッドを見下ろすと、そこには誰の姿もなく既にシーツは冷たくなっていた。

「先に、起きたのかな」

　彼がベッドを抜け出したことにすら気づかなかった自分に、またひとつ羞恥を覚えながらミアは深く息を吸い込んだ。

（変なの。あんなにめちゃくちゃな気持ちだったのに、すっきりしてる……）

　子どもみたいに泣いて、気持ちが晴れやかで。

　そんな風に乗り越える夜があることを、ミアはまたひとつマーカスに教えてもらった気がした。

「あ……」

　じんわりと思い出す優しい気持ちに、ほっとしたのかミアの腹部からきゅうと猫が鳴くような音が響いた。

　そういえば、昨夜から何も口にしていない。

「マーカスはもう起きてるのよね。朝食は一緒に摂れるのかな」

　ほとんど無意識に、共にある時間を求めている。

　その感情から、ミアはもう目を背けることができなくなっていた。

　ここに居ていい理由をくれた、たったひとりの王。

　彼への感謝と、そして安堵するこの気持ちを、伝えたいと思った。

「……会いたい。今、マーカスに伝えたい気持ちがある」

　そっとベッドを抜け出し、重たいカーテンを自分で引いてみる。

　眩しい朝日の向こうに、低い雲が広がっているのが見えた。

「午後は雨になるかもしれないわね……」

　柔らかな綿ドレスを身にまとい、ミアはメイドを呼ぶベルを静かに鳴らした。

　天使の羽根のような翼がついた純銀製のベルは、ミアの手の中で今日の始まりを告げていた。
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　広いダイニングテーブルには、ミアひとり分の朝食が用意されている。

　マーカスの姿はなく、メイドや執事たちの顔ぶれもどことなくいつもとは違って見えた。

　いつもならば朝食はミアの希望もありフルーツとパンと飲み物というシンプルなスタイルが続いていたはずだが、昨夜はミアが食べていなかったことを考慮してなのかコースのように様々な飲み物とメニューが用意されているようだ。

「何か、あったの？」

　レモンでマリネしたオニオンとスモークした鴨の前菜を片付けると、かぼちゃのクリームスープが運ばれて来る。

　皿を持って来たのは顔なじみのメイド（先日ミアが助けた紅茶に触るとかぶれるあの彼女）で、ミアは声を潜めた。

　落ち着かない様子は見慣れたメイドも同じようで、それはある種の緊張感と呼ぶにふさわしいピリリと張り詰めた空気がそこかしこに溢れている。

　キラキラと煌めく透明な水を乾いた喉に流し込んだミアは、周囲に気を配りながらメイドに尋ねた。

「い、いえ。ミア様、何も……ございません」

　そう言って目を伏せたメイドに、後ろで卵料理を運んで来たメイド長も視線を逸らす。

（なるほど）

　このそぞろな空気を、ミアは見逃さなかった。

　疑念が確信に変わった瞬間、声のボリュームが一段上がる。

　それは彼女だけでなく、この部屋にいるメイドや執事たち全員に聞こえるほどの、大きなひとりごとだった。

「口止めされているのかしら、マーカス……いえ、王に」

　ミアの言葉に、メイドは指先を震わせた。

　滑らかな麦畑のスープの表面が波打つのを見て、ミアは困ったような顔で微笑みかけた。

　立場上、主の命は絶対。

　マーカスは何か、重要な件で動いているのだ。

　政なのか、戦の話か。今のミアに知るよしはない。

（いつもと違うメイドたちの顔ぶれ、用意されたいつもより豪華なひとり分の朝食、言えない用事……）

　ひとつひとつは些細な事柄だが、それらをひとつに繋いで来ると見えなかったものが見えてくる。

「なるほど、来客ですか」

　ミアの導き出した結論に、メイドたちからはっと息をのむような音が聞こえた。

　隣に立つメイドも、ギリギリ声だけは我慢しているといった顔でミアを見つめている。

　ミアはにっこりと笑顔を浮かべると、少し声を張った。

「あなたは普段お茶や湯浴みを担当してくれている、いつもは午後から勤務しているのでしょう。裏で別の仕事……洗濯や掃除などをしてくれているのかもしれませんが、午前中の給仕であなたの姿を見たことはない。つまり、今日はあなたが表に出なければならない理由があった、人が足りない状況だということがわかります。そこにいるメイド長も同じ、普段はこの時間裏でお仕事を仕切るあなたが、表にいる。これは、明らかなイレギュラーです」

　ミアの言葉に、メイドはメイド長と視線を交わしている。

「次に、この豪華な朝食。いつもより、手がこんでいますね。まるでコース料理そのもの。最初は昨夜私が夕食を摂らなかったので、気を使っていただいたのかと思いました。けれど、いつもと違う人員配置に、箝口令かんこうれいまで敷かれている。この状況を合わせれば、おのずと結論が見えて来ます。これは、私の足止めですね？」

　善意の中に潜む作為、それはミアが今日まで戦が続く世界の中で身につけた鋭い視点だった。

「どうやら王は、よほど私には会わせたくないお相手と会談中のようですね」

　その場に居る者が全員、この底の知れぬ聖女の洞察力に圧倒されている。

「意地悪なことを聞いてしまってごめんなさい。あなたは、自分の仕事に戻って下さい」

　ミアの言葉にメイドはほっとしたように一礼し、その場から立ち去った。

　メイド長もあとを追おうとしたが、それをミアは許さなかった。

「これは、ひとりごとなのですが」

　メイド長の足が止まり、ゆっくりと振り返った。

「部屋の中に入らずに、玉座の間の会話が聞けるような場所がないか、どなたかご存知ないかしら」

　ミアのひとりごとに、メイド長は気まずそうに目を伏せた。

「恐れ多くも、そのような場所はございません」

「……ありがとう。困らせてごめんなさい。朝食、とても美味しいです」

　スプーンを手に取ったミアに、メイド長は一礼し背を向けた。

「そういえば」

　背を向けたまま、メイド長は声を潜めた。

「地下倉庫にある配管の調子が、悪いことを思い出しました」

「地下倉庫の配管……？」

「そこは、水害対策用の排水パイプが通っているのですが、広間に水が入るほどの災害はそう起こるものではございません。普段は空のパイプが通っているだけなので、音が響いてしょうがないのですが。どこか錆びついてしまったのでしょうか、今日は特に軋むと報告が上がっているので、午後にでも点検しようかと。ですからミア様は、くれぐれも近づかないようお願い申し上げます」

　告げたメイド長が、ちらりと一度こちらに視線を送る。

　そのひとつで、ミアは彼女の真意を汲み取った。

「ありがとうございます！」

　嬉しそうに笑顔を返したミアに、メイド長は目を伏せた。

「お礼を言われるようなことはしておりません。ただ、メイドたちから聞き取りを行ったところ、職務に影響が出そうな苦手なものなどがわかり、これから安心して働きやすくなったと大変好評だったので、そのお礼をお伝えしたまでです。失礼いたします」

　去る背中と入れ違いに、新しいフレッシュジュースが運ばれて来る。

　オレンジ色の液体をグラスに注がれ、ミアはそれを手に取った。

　頭の中は、音が響く配管のことでいっぱいになっていた。
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　玉座の前に、膝をつく男がひとり。

　腰に細剣を携えた若い男で、胸元には戦に勝利した記念に与えられたであろういくつかのくすんだ勲章と今日のために与えられたであろう突貫の階級章がぴかぴかと輝いている。

　髪を短く切りそろえ、頬から顎にかけては白く目元はよく日に焼けている。

　普段は甲冑を身に着け戦場に立つ軍人、それも第一線で活躍する騎士のひとりであろう男は、膝を付き深く頭を垂れていた。

「待たせたな。楽にしてくれ」

　そう告げた王は、形式張った貴族服ではなく軍事用の軽装に勲章を携えた姿で玉座に腰を下ろした。

　ここに居るのは王であり敵国の長であり、そして何よりいつでも目の前の男の首を狩り取ることができる業を持つ軍人であると、その佇まいが主張している。

「本日は突然の訪問にも関わらず……」

「挨拶はいい。要件を聞こう」

　王の厳しい言葉に、使者の男は視線を上げる。

　直属の臣下でさえこういう時の王の言葉には肩を震わせる者も多いが、目の前の男は若さに似合わぬ肝の据わり方をしているらしい。

　まっすぐに見つめるその瞳の輝きは、どこかミアに似ているとマーカスは思った。

「聖女様が、生きてこちらの国に捕らえられているという噂が、まことしやかに囁かれていることはご存知でしょうか」

　急かす王に男は、物怖じすることなく真っ直ぐに質問をぶつけて来る。

（思ったよりも、早かったな）

　ストラティア王国が敗戦を宣言し、国は今大きく揺れている。

　混乱と不安の中で、内紛が起きている地域もあると耳にしていた。

　かの国の現国王は、先代の王とはまるで違うと噂話だけは聞こえている。

　大きな戦が終わってすぐに崩壊を始めた国のスピードを見れば、彼がどれほど愛されていない王なのか手に取るようにわかった。

　国の混乱の最中、ミアに関しての情報が出回り動き出すのはもう少し時間がかかるだろうと踏んでいたが、どうやらかの国の王はよほど聖女にご執心であるらしい。

（人のことは、言えない……か）

　皮肉めいた笑みを前に、男は別の意味に取ったのか僅かに身構えた。

「どこからそのような噂が立ったのか、俺も困っているのだ」

　肘をつきわざとらしくため息を吐いた王に、若い男は感情の見えぬ目を向けている。

「こちらには、相応の金額を用意する手はずが整っております」

　男の放った言葉に、王は自分の血が煮え立つのを感じた。

　自分が暴君であれば、その言葉だけで今目の前にいる若い使者の首を切り捨てていただろう。

　燃えるような激情を温和な微笑みで隠し、王は口角を上げた。

　若い男の脇を固める臣下たちが、息をのむ気配が張り詰めた空気の中に漂った。

「残念ながら、我が国は金には困ってはいない。貴殿の国こそ、今は大変な時だろう。このようなことに無駄遣いをせず、どうか国の再建の足しにして欲しい。勝敗が決した今、俺はストラティアのことをもはや身内のように思っているのだ。王には、そう伝えてくれ。わざわざご足労だった」

　それが謁見終了の合図であることを、この場にいる全員が理解した。

　しかし、責任感か、はたまた若さゆえの勢いか。

　若い使者は立ち上がると、低い声で王を睨みつけた。

「聖女を手に入れ、さぞご満悦でしょう」

「なっ……！」

「口を慎め、貴様の国が今どういう立場なのか……！」

　慌てたように臣下たちは、男に食ってかかろうとした。

「よい」

　しかし、王は静かにそう言うと玉座から下り、真っ直ぐ男の前に歩み寄った。

　一歩一歩踏みしめる音に、皆刑を待つ囚人のような顔で見守る。

　男の前に立った王は、口角を上げてその使者を見下ろした。

「ずっと欲しかったんだ、当たり前だろう」

　低く呟く声はあまりにも重く、その泥のように粘りのある歓びの声に、ついには若い男も押し黙る。

　玉座の間にはただ、冷たい沈黙が広がっていた。
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「そん、な……」

　ふらついた足をなんとか支えながら、ミアは地下の薄暗い壁に手をついた。

　動機が早鐘のように打ち付けて、耳の奥でじりじりと血液が流れる音を感じる。

　そこは、古い地下倉庫だった。

　以前はワインセラーとして使われていた倉庫で、天井は低く裸電球で照らされたひんやりとしたレンガ造りの地下倉庫は、今はただの物置兼メイドたちのサボり部屋として使われているらしい。

　足元には小さな木製の椅子が二脚置かれており、傍らには煙管と葉っぱが小箱に突っ込まれている。

　埃を被った大きな木箱が並ぶ部屋の奥に、ミアの姿はあった。

　そこは、朝食の時にメイド長がひとりごとで教えてくれた特別な場所。玉座の間の音が拾える、秘密の部屋だった。

　朝食を終え、真っ直ぐこの部屋へとやって来たミアが耳にしたのは、マーカスがストラティア王国の使者と対峙している場面だった。

　聖女生存説が噂されていること自体にも驚いたのだが、それよりもミアに衝撃を与えたのはマーカスの言葉だった。

『ずっと欲しかったんだ、当たり前だろう』

　それは、明らかにミアを昔から欲していた権力者の言葉だった。

　マーカスに会ったのは、あの丘の上が初めてだ。

　つまり、ずっとなどという形容がつくほどの知り合いではない。

　では、彼はいつからミアを欲していたのか。

　なんのために。

　そんなことは考えるだけ、無駄なことだった。

「マーカスは、以前から聖女が欲しかったということ……」

　思えば、出会った時にも一度だけ、そんな言葉を使われた。

　あの時は自分も混乱していて、それほど気にはしていなかったが、今彼が使者に対して放った言葉は、大きな意味を持ってミアの中に響き渡っている。

　信じたかった。信じてもいいと、思えそうだったのに。

　彼が求めていたのは、やはり聖女だったのだ。

　力を禁じることで信頼を得ていつの日かまたミアの力を使おうと考えているのか、それともただのトロフィーとして側に置きたかったのか、真意はわからない。

　しかし、ずっと昔からミアのことを欲する理由は、やはりたったひとつしか思い当たらなかった。

「私には、聖女としての価値しかない……か」

　改めて口にすると、体がばらばらに引き裂かれたような冷たい痛みに足が竦む。

　とにかくここに居てはいけないと、まだふらつく足を引きずってミアは倉庫をあとにした。

　今の話を聞いてしまったこと、それ自体を隠蔽しなければならない。

「わかっていたはずなのに……」

　それでも、どうしようもなく胸が痛かった。

　ここでの暮らしは、マーカスがくれる安心は、あまりに甘く平穏で、明日が来ることが楽しみにすらなっていた。

　自分が聖女であることを忘れてしまいそうになる程度には、それはひどく穏やかな幸福だった。

　もしかしたら彼は最初から知っていたのかもしれない。抱くことで、聖女が力を増す可能性を。あの熱を重ねた時間でさえ、王の策略のひとつだったとすれば。

　断片的な記憶は、繋げようと思えば容易く一本に繋がりそうだ。

　それでも。

「……医療軍事団長も、甘くなったものね」

　耳の奥には、未だに残る。

　彼がくれた言葉、あたたかな夜、薔薇の匂い、他人と眠ることの幸福はあまりに鮮烈で、優しかった。

　それすらも、ミアを騙すための嘘だったのかもしれない。

「あ……」

　引っかかるように足を取られ、ミアは石の段差に膝をついた。

　がくりと項垂れた頭から、涙が溢れてしまいそうになる。

　あんなに素敵だった世界が、今はもう真っ暗な闇に包まれてしまったようで、息ができないように思えた。

　その時だった。

　ぱさりと音を立て、ミアの胸元から何かが落ちた。

「こ、れは……」

　それは、ハンカチで包まれた月桂樹だった。

　あの村で、王であることを隠して人々を救おうとしたマーカスが、ミアのお守りにと渡してくれた葉は、すっかり乾いて柔らかな布の中で静かに眠っているようだ。

『まあ、こんなものなくてもミアは俺が守るがな』

　照れた子どもみたいな顔で、それでもいつだってミアから目を逸らさずにいてくれたマーカスの顔がよぎり、胸が音を立てた。

　ミアは、もう知ってしまった。

　自分の隣で眠る男が、ひどく疲れた顔で笑っていたことを。

　民のために馬を下り手を貸す姿を、名も知らぬ敵兵の誇りを守ろうとしたあの時間を。

（マーカスは、私が選べといった。私がどう生きるか、何を考えるか。その時間を、与えるために私を殺したと）

　葉ごとハンカチを拾い上げ、そしてそれを大切なものをしまい込むようにもう一度胸元に差し入れる。

　顔を上げると、眩しい日差しが目を焼いた。

　ふらふらと歩いているうちに、どうやら裏庭の方へと出て来てしまったらしい。

　午後の庭園は、静けさを持ってミアを迎えてくれている。

「私は、王を……マーカスを、信じたい」

　もしも本当に嘘だったなら、彼の口から直接聞きたい。

　ずっと、怖かった。否定されるのも傷つけられるのも嫌だった。

　けれど何かを得るためには、勇気が必要で。傷つく覚悟も必要で。

　強くあるために必要なものを、教えてくれたのはやっぱりマーカスだった。

「話を、しよう。私が何を考えているのか、伝えたい。そして、あの人が何を望んでいるのかを、知りたい」

　前を向いて明日を迎えるために必要なことを、ミアは選ぶと決めた。

　遠くに見える空は広く、塀の向こうに広がる森は今日も生命の輝きを秘め青々と生い茂っている。

　力強く生きるこの世界そのものに背を押されるように、ミアは城へ戻ろうと振り返った、その時だった。

「ミア！」

　投げかけられた声は、あまりに遠く懐かしい。

　しかし、決して忘れることのない男の声が、ミアの名を呼んだ。

「陛、下……!?」

　森と城を隔てるように建つ塀と小さな門の向こうに、馬車が並んでいるのが見える。

　その一台から身を乗り出しているのは、長い金髪をひとつに束ね、赤い派手なマントに身を包むかつての君主。ストラティア王国、現国王であるリッド＝カイヴォ＝ストラティアその人だった。

　陛下はミアの姿を見つけると、周りに引き連れていた従者たちの制止もきかず一目散に城内へと走り出した。

「やはり生きていたのか！　ミア！」

　いつもなら裏庭にも大勢衛兵が居るが、今日は特にイレギュラーな来客のため人の配置が足りていないらしい。

　こちらに気づいた門番が慌てて駆け寄って来るのが見えるが、陛下の従者ともみ合いになっている。

　何かこちらの行動を阻害されているような物々しい空気に、ミアはその場に立ち尽くしていた。

「なぜ……ここに……」

「今、お前の身柄を引き渡すよう交渉を進めている。寂しい思いをさせたな。しかし、お前は我が国の宝だ」

　にこにこ笑みを浮かべながら、陛下は両手を広げている。

　自分の立場や今置かれている状況を、この人は本当に理解しているのだろうか。

　敗戦国の王で、ここは戦勝国の王家の敷地内。

　にも関わらず、目の前のことしか見えていない陛下の振る舞いにミアは遠い彼方に置き去りにしてきた記憶を思い出していた。

（ああ、この人は昔からこういう方だった……）

　先代の国王は、素晴らしい方だった。そう聞いている。

　一方でそんな国王と比べる噂話が絶えないくらい、この陛下からはいい噂が聞こえて来た試しがない。

　その原因を、聖女として活躍するようになったミアはよく知っていた。

　陛下は楽観的で快楽主義で、いつも女性とのトラブルが絶えない方だった。

「迎えに来るのが遅くなった。さあ帰ろう、ミア」

　じろじろと無遠慮な視線を胸元に落とす男は、ミアに手を差し伸べた。

「……陛下」

　自らの胸元に手を当て、ミアはそっと一歩後ろに後ずさった。

「ミア？」

　驚く陛下の前で、ミアは深く息を吸い込む。

　今ミアの発する言葉のひとつで、国の行く末が変わってしまうことを、ミアは理解していた。

「申し訳ありません。私は……行けません」

　確かめなければならないことがある。

　そして今、自分が居たい場所がどこなのか、ミアはもう知っていた。

「行けないとは、どういう意味だい。もしかして、何か呪いをかけられているのかな？　おお、可哀想なミア。そんなもの、我がいくらでもどうとでもしてやろう」

　陛下はこういう物言いをよくする。可哀想なミア。かつて聖女として働いていた頃は、陛下にも周囲にもよくそう言われた。

　その言葉自体が呪いのように肌に食い込み、自分は可哀想なのかもしれないと思ったことさえある。

　聖女であることだけが誇りで、真実だったあの頃。

　けれど。

「違います、陛下。今、ここから陛下と共に帰るということが、国のためになるかどうかを考えた結果です」

「聖女を誘拐した卑劣な国だとわかれば、もうこの国は終わりだ。聖女の独占はそれ自体が罪、あの覇王マーカス殿とて周辺国全てを相手に戦をしたくはなかろう」

　そう言って笑う陛下の口元は、醜く歪んでいた。

「私を、脅しているのですか？」

「脅すなどとはとんでもない。我は、お前の身を案じているのだ。卑怯な手で捕らえられていた可哀想なミア。もう大丈夫だ。一緒に帰ろう」

（私の話を、聞いていない……）

　こういうところは、昔から変わらない。

　離れてみて改めて感じる。彼は、人の言葉に耳を傾けることはない。

　あるのは自分の、意思だけだ。

「申し訳ありません。私は今、自らの意思でここに留まっております。陛下とは、共に行けません」

「ほう……つまり、国を裏切ると言うのか。お前の父も、さぞ悲しむことだろうな」

　一番突かれたくない場所を抉りながら、陛下はまるで笑っているようには見えない笑顔を貼り付けてこちらを見つめている。

「お前の村は、なんだと言ったか。あの小さな村が無事でいられたのは、一体誰のおかげだったのか理解しているのかな」

「それは……！」

　ミアの驚く表情に、陛下はまたニタリと嫌な笑いを浮かべた。

「それともこちらでできた新しいお友達に、ご挨拶をする方が先かな？」

「新しい、友達……？」

　陛下の視線が、今度はミアの後ろに投げかけられる。

　ガチャリと重い金属音が響き、背後に人の気配を感じた。

　振り返ったミアの目の前に現れたのは、予想外の人物だった。

「あなた……」

「申し訳ありま、せ……ミア、様……」

　いつの間にか後ろを取っていた鎧を着た兵士に、メイドがひとり捕まっている。

　それは、いつかミアを気遣ってくれた紅茶に触れない彼女だった。

「メイド長が、ミア様が地下にいるだろうから、お茶をお持ちするように言われて……けど、ミア様がいらっしゃらなくて……だから、探し……に……ヒッ」

　涙を浮かべながら後ろ手に縛られたメイドの首元に、兵士の剣先が向けられる。

「やめて！　どういうおつもりですか！」

「どうもこうも、我はお前と帰りたい。それだけなのだミア」

　そのために人質を取るなど、あまりに卑劣な行為にミアは拳をぎゅっと強く握りしめた。

「それとも、新しいお友達とお話をした方がいいかな。見たところ、元気そうで可愛らしい子じゃないか。我とも是非、オトモダチになっていただきたいものだ」

　そう言って上から下までじろじろと舐め回すような視線を向ける陛下の前に、ミアは立ちはだかった。

「わかりました、一緒に行きます。だから、彼女を今すぐ離して下さい」

「ミア様！」

　ミアの返答に満足したのか、陛下は顎をしゃくって指示を出す。

　解放されたメイドは、泣きながらミアの胸に飛び込んだ。

「怖い思いをさせたわね。怪我はない？」

「いけません、ミア様。行っては、いけません……！」

「私の姿が見えなくなるまで、絶対に動かないで。人を呼んでも駄目。この人たちは、あなたが次に声を出したらきっと、殺すつもりよ」

「……っ」

　ミアの言葉に、陛下は満足そうに頷いている。

「そうそう。明日の朝日が見たいなら、大人しく我が去るのをそこで眺めているがいい」

　裏門で揉み合っていた門番たちが次々に倒れ、庭に弓矢が突き刺さっているのが見える。

　どこかに弓兵も控えているのだろう。だとすれば、彼女はまだ危険の中にいる。

「物陰に隠れていなさい。私たちの姿が見えなくなっても、決して動いてはだめ。日が暮れるまでそこを動かないこと。いいわね」

　ミアの指示に、少女は泣きながら首を横に振っている。

「大丈夫。裏門の兵士も、私が助ける。だから、お願い。私を信じて」

　その言葉に、メイドは震える唇を噛み締め、首を縦に振った。

「彼女には手を出さないで」

　ミアの言葉に、兵士は剣を納めた。

　背を押すミアに促され、メイドは城壁の隙間にそっと身を隠す。

　都合のいいことに先程まではあんなに晴れていた空はいつの間にか薄暗い雲に覆われ、ぽつりぽつりと小雨まで降り始めた。

　これだけ視界が悪ければ、遠隔からでもメイドにはそうやすやすと手は出せないだろう。

「早く参りましょう。騒ぎを聞きつけ、兵が集まって来るかもしれません」

「さすが軍事団長様だ、判断が早くて助かる」

　拍手する陛下の前に歩み出たミアは、ゆっくりと裏庭を横切っていく。

　途中、門番の兵士たちの傷をみて毒の攻撃を受けていないことを確認すると、力を使うことなく、その傷を手当てした。

　すぐに回復することはできたが、兵を呼ばれて騒ぎになる。それはつまり、マーカスが聖女を独占していたと世に知らしめる開戦のきっかけになりかねない。それだけは、避けたかった。

　裏門には、ずらりと馬車や馬が並んでいる。

　一番中央の黒塗りに金の縁取りがされた派手な馬車の扉を、御者が開けて待ち構えている。

　ミアは足をかけそこに乗り込んだ、その時だった。

「む……っ!?」

　口元に布のようなものが押し当てられ、意識がふわりと浮き上がった。

（しま、った……）

　くらりと揺れた視界と共に、目の前が真っ暗になっていく。

　落ちる感覚と共に、陛下の低い声が聞こえた。

「念には念をだよ、聖女様」

　ああ、そういえばこの陛下は、本当に最低な人だった。

（マーカス……ごめん、なさい……）

　途切れる意識の中でミアは、ただひとり自分を聖女ではなくひとりの人間として想ってくれた男の影だけを思い出していた。

















第十五章












　頭が、重い。

　目を開こうとすると、まるで鈍器で殴られたように後頭部がずきずきと痛む。

　鼻の辺りにツンとした刺激臭が漂って、胸の奥まで不快感が込み上げた。

「はっ……けほっ、ケホ……ッ！」

　息が詰まるような臭いに咳き込むと、埃っぽい空気を余計に吸い込む。

　頬に当たる砂粒がひやりと肌を冷やして、ミアは意識を引き戻された。

「ここ、は……」

　見えたのは、鉄格子だった。

　ここだけ切り出したような真っ黒な石造りの冷たい壁に窓はひとつもなく、格子のはめられた空間が目の前に広がっている。

　太陽の気配が一切感じられないところを見るに、恐らく地下なのだろう。

　耳が痛いくらいの静寂が、蝋燭の薄明かりに照らされていた。

　一体ここがどこなのか、外の音がまるで聞こえないため判断ができない。

　向こうの音が届かないということは、こちらの声もまた外に響くことはないのだろう。

　ざらざらとした床の上で、ようやく慣れて来た目をこらすと。殺風景な部屋の真ん中に赤いベロアのソファがひとつ置かれているのが見えた。

「目が覚めたか」

　ソファの上に、男が足を組んで座っている。

　そこに居たのは、リッドだった。

「陛、下……ッ！」

　起き上がろうと体に力を入れてみるが、上体は無様に冷たい床の上に転がってしまう。

　見れば後ろ手に手錠がかけられており、重く錆びた鉄の塊がミアの自由を奪っているのがわかった。

「これは、一体……」

　まだ状況が呑み込めないミアに、リッドは片手で揺らしていたワイングラスを一気にあおるとそれを乱暴に床に叩きつけた。

「……ッ！」

　ガラスの砕ける音が響き、小さな欠片がミアの前に広がる。

　幸い目には入らなかったがその悪意ある乱暴な振る舞いに、ミアは体をずらしながらキッとリッドを睨みつけた。

「すまない。いつもこうしているので、つい癖でな」

「いつも……？」

「ああ。ここは、我の別荘だ。お前は知らないだろうけれど、国王というのはなかなかストレスの溜まる大変な仕事でね。時折羽根を休めるために、国境であるこの場所に秘密の隠れ家を作ったんだ」

　国境、ということはおそらくここはストラティア国の領地ということなのだろう。

　しかし、国と国との境は両国にとって扱いが難しく、戦場に続くルートにもなりやすい。なぜそんな危険な場所に隠れ家である別荘を作ろうと思ったのか、ミアには理解できなかった。

「こんな場所で、何を……」

　怯えるミアの前で、国王は膝をつきこちらの顎を引き上げさせた。

「ここは、我が女の子たちと楽しい時を過ごすための専用の館だ」

　その言葉の意味に、ミアはさっと血の気が引いていく音を聞いた気がした。

　噂は、聞いたことがある。

　侍女や教育係、お忍びで出かけた酒場で声をかけた公にはできない女性たちとの火遊びのために使われている秘密の館があるらしい。その館に足を踏み入れた女性は、二度と帰って来ないなどというホラーじみた噂話だ。

　いくらだらしのない噂が絶えない王だとしても、そこまで欲に支配されたら獣と同じだ。

　仮にも国を治める長がそのようなことを行っているなど、ただの噂だと思っていたのだが。

「さようで、ございますか……」

　まさか、本当に存在するなんて思ってもみなかった。

　なぜこんなところへ、わざわざ薬を使ってまでミアを連れ込んだのか。

　想像もしたくない。

「ミアには、今日からここで生活をしてもらおうと思う」

　信じられない言葉に、ミアは思わず口を開いた。

「何、を……」

　一体陛下が何を言っているのか、まるで理解できない。

　ただ、おぞましい笑顔を貼り付けた男が口を開く度、この身に不幸が訪れるということだけはわかる。

「我は反省したんだよ、ミア。お前の力に頼り、お前の気持ちをないがしろにしたことを。これからは力のことなど忘れて、ここで我を、その身で癒やすことだけを考えて暮らしなさい」

「意味が、わかりません……」

　堂々たる監禁宣言に、ミアの頭がぷすぷすと煙を上げそうになる。

　人間をここまであっさりと物のように扱う人を、ミアは今まで見たことがなかった。

　ここで、この暗い場所で、一生を終えろと陛下は言う。

「昔から考えていたのだ。お前を、この腕の中だけに閉じ込めておきたいと」

「な……っ!?」

　リッドの腕がミアの肩を弾き、再び床の上に倒れ込む。

　仰向けになった体の上に、男はゆっくりと跨った。

「やめて下さい！　陛下！」

「陛下、まだそんな風に呼んでくれるのか。ミア、やはりお前は真なる聖女。ずっとずっと、この体に触れたかった……」

　リッドの指が、胸元に伸びてくる。

　布越しに触れられる感触に、ミアは眉を顰ひそめた。

　マーカスの時には感じなかった、生理的嫌悪感に寒気が走る。

「聖女としての力が失われる、そのリスクを考えればこの想いは閉じ込めておくべきだと考えていた。ずっと我慢していたのだよ。幼きお前が城に来たあの日から、この美しい柔肌に触れてみたいと」

　胸元の膨らみを握り込まれ痛みに唇を噛むと、リッドはまたひとつ上機嫌になっていく。

「あいつに、抱かれたな。ミア」

　低い声を前に、ミアは目を見開いた。

「あの城には、我と仲の良い友人がいるんだ。聞いたぞミア、いい声で鳴いていたと」

「そん、な……」

「おかしいと思っていたんだ。あの城に行ってから、一度も力を使っていないだろう？　城の魔術師たちにお前の魔力の痕跡を探させていたのだが、ちっとも引っかからない。お前は、聖なる力を失ったのだな？」

「それは……」

　リッドは、明らかな誤解をしているようだった。

　ミアが力を使わなかったのは、マーカスに禁じられていたからだ。

　しかし、そのことでミアは姿を隠すことに成功していたらしい。

（マーカスは、これを警戒して力を使わせなかったの……？）

　驚くミアの胸元から、ビリリと布を引き裂く音が響き渡った。

「いや……っ！」

　リッドが振り上げたナイフの刃先が下ろされ、ミアのコルセットが顕になる。

「我は、お前の王だ。その力が本当に失われたのか、確かめる責任がある。そう思うだろう？」

　口にされた最悪の選択肢を前に、なんとか逃れようと身をよじる。

　しかし、拘束された体は自由にならず、男はナイフを肌に直接押し当てた。

「怪我はさせたくないんだ、ミア。お前のその美しい柔肌に傷がつくところなど、我は見たくない。だから、じっとしているんだ……」

　冷たい刃の表面が胸元を滑り、ミリリとコルセットが切れる音がゆっくりと響いていく。

「い、や……」

「大丈夫だ。ここは我とお前の楽園になる。ミア、愛しているよ」

　荒い息と切り裂かれる恐怖に、ミアは息が止まった。

（嫌……したくない……）

　心の中に浮かぶのは、たったひとりの名だった。

「やめて……助けて！　マーカス！」

　無意識に叫んだ男の名に、リッドは高い声を上げて笑っている。

「あの生意気な男の名を呼ぶとは、可哀想なミア。お前は洗脳されているのだ。今その聖なる力を取り戻してあげよう。我のこの、聖なる想いで」

　やけにギラついた瞳の中に、ミアの姿が映る。

　その怯えた目の陰りは、マーカスの目の中に見えた自分のそれとはまるで違うものだった。

　残酷な現実を前にミアは、ぎゅっと目を瞑った。

「やはり、名前を呼ばれるのは、いいものだな。ミア」

「え……？」

　聞こえるはずのない、声が聞こえた。

　幻かと顔を上げたミアの耳に、鋭い金属音が響き渡る。

　細いものではあるが、この場所は鉄製の格子に閉ざされているのだ。そう簡単に、切り崩せるものではない。

　しかし確かに、ミアの目の前でそれは真っ二つに切り払われ、ばらばらと崩れ落ちていく。

　ありえない、しかし、不可能が可能になる瞬間を、ミアは見た。

「な、な、ななな……！」

　まさかの事態は、リッドにとっても現実だった。

　驚きのあまり腰を抜かし、尻もちをついたリッドはソファの縁に肘をかけてなんとか上体を起こそうとしている。

　ミアたちの前でもう二度高い金属音が響き渡り、格子はついに人ひとりがゆうに通れるほどの大穴を開けた。

「無事か、ミア」

　駆け込んで来た男は、ミアの体を抱き起こす。

　胸元から漂う夜の海のような香りに、ミアはようやく自分が安全な場所に居るのだと理解した。

「マーカス……」

　震える声で名を呼ぶと、張り詰めていた糸が切れるように、涙が頬を伝った。

「遅くなってすまない。よく頑張ってくれた」

　頭をそっと抱き寄せると、マーカスは手にしていた剣を持ち替え垂直にミアの背に下ろした。

　剣はミアの肌を傷つけることなく、鉄の輪を切断する。

　がろんと音をたてて落ちた手錠を前に、ミアは手首を押さえながらようやく最悪から脱したことに胸を撫で下ろした。

「どうして、ここが……」

「ミアの話を聞き、俺は違和感を覚えていた。洞察力が高く決断力もあり周囲に気を配れる人間が、いくら戦の直前で気が立っている時期とはいえ、本当に大事な封書を見落とすだろうかと」

　マーカスの声に、リッドは唇を引き結び地面に視線を落とした。

　彼の言う大切な封書とは、つまり。

「お父様の訃報を知らせた、あの文のことですか？」

　疑問に、マーカスは目を見つめしっかりと頷いた。

「情報は戦の要でもある。医療軍事団長であったミアが、大切な封書を見落とすはずがない。本当にそれが戦の前に、ミアの元に届いていたのならな」

　今まで考えもしなかった可能性に、ミアはリッドを見下ろした。

　陛下は、ただ黙って床の上に視線を落としている。

　肩を落とすその姿が、すべてを肯定していた。

「陛下、まさか……」

　悲しみとも怒りともつかない感情に、指先が震える。

　そんなミアの背中を、マーカスはしっかりと支えてくれた。

「ミアの父の病に関する報せが、どのような経緯でいつ届いたのか。俺は徹底的に調べさせた。ミアが新たな戦へ出立する日、城へ続く途中にある吊り橋が崩落。伝令は足止めをくらい迂回ルートを通ることになったため、封書は二週間ほど遅れて到着した記録が残っている。それは、ミアが戦から戻る前日のことだった。ではなぜ、そんな大事な封書が遅れて届けられたことを、ミアが知らなかったのか。貴殿なら、その理由をご存知ではないのですかな。リッド＝カイヴォ＝ストラティア国王」

　マーカスはそう言って、鉄を引き裂いた鋭い剣先をリッドに向けた。

　きらりと輝く鈍い光にリッドは、ヒッと喉の奥から高い声を出して震えている。

「ち、違う。我ではない！　我はただ、遅れた封書を届けた者が、あまりにも青ざめており、かわいそうになったまでで……」

「それで、臣下にこっそりミアの部屋に隠すように言ったのか。ミアが見落としたと誤解するように。なぜ嵐でもないのに、吊り橋が崩落したのか、その理由もご存知なのではありませんかな？」

　予想外の疑惑に、ミアは困惑した。

　人間の悪意には慣れていたつもりだった。けれど、こんな身近にそこまでの禍々しさを内包する者がいたなど、考えたくもなかった。

「陛、下……」

　驚くミアの声に、リッドは奥歯を噛み締めながら声を振り絞った。

「あの戦は、絶対に勝たねばならなかった……伝達役から、聖女の父の病が進行しているとの連絡は受けていた。しかし、あの時聖女を帰すわけにはいかなかった。わかるだろう、ミア……お前は多くの兵を救った、必要な存在だったんだ！」

「そのために、文が届かぬように橋を落とし、父を……父のことを、隠していたのですか。私が、父の元へ行かないように……私が父を、見殺しにするように？」

「……」

　沈黙は、肯定だった。

　ふつふつと湧き出す怒りと、絶望。

　この想いを力に変えれば、きっと自分は目の前の男を消し去ることができるだろうことがわかった。

　しかし、ミアが動くよりも先にマーカスが、前に出た。

「ひっ、ぃ……！」

　空を切り裂く音と共に眼前に迫った剣先に、リッドは声を引きつらせている。

　マーカスの気まぐれな呼吸ひとつで自分が生かされていることを、リッドも理解しているらしい。

　青ざめたままソファの足元に追い詰められたリッドから目を離すことなく、マーカスはゆっくりと口を開いた。

「ミア、願いを言え」

「マーカス……？」

　驚くミアに、マーカスは低い声で呟いた。

「この男が憎いのなら、俺がミアの剣になる」

　怒りを抑えるようなゆっくりとした物言いに、彼がミアと同じか、ともすればそれ以上の激情を抱えているような気がした。

　他人のことなのに。いや、ミアのことだから彼の感情がここまで揺さぶられているのだ。

　ミアを想う心を、マーカスは今日までずっと伝え続けてくれた。

　それが、例え聖女を欲する心だったとしても、彼の誠実さだけは信じられると思った。

（マーカスは、ずっと私を信じてくれていたんだ。私が重要な文を見落とすはずがないと……ずっと）

　こんなにも誰かのために怒ってくれる人が、優しくないはずがない。

　ずっとそうだった、マーカスはずっと、いつだって、ミアに優しかったのだから。

「剣を納めて下さい」

「……いいんだな」

「マーカス＝リーデンバルト、剣を納めなさい」

　それが、戦場における聖女の命であることを、マーカスは理解した。

　振り払った剣先を納めたマーカスは、その場に膝をつく。

　一国の王が、この戦場において最も尊き存在に忠誠を誓う様に、リッドは呆然とミアを見上げていた。

　冷たい瞳で見下ろすミアに、リッドは肩を震わせる。

　ミアが手を下さずとも、最強の剣がそばに控えていることを、リッドは忘れていない。

「この場であなたの血が流れれば、私の気も少しは晴れるでしょう」

　涙が滲み、前が見えなくなりそうになっても、ミアはリッドをしっかりと見つめた。

　それが策略だったとしても、間に合わなかったのは自分なのだ。

　誰を憎んでも、誰を手にかけても、一番守りたかったものを守れなかったのは、自分だ。

　そのことを、誰かのせいにできたなら、こんなに苦しい気持ちにはならなかっただろう。

　失われた命は、二度と取り戻せない。

　だから死のうと決意して、今自分は生きている。

　時間をもらった、優しさをもらった、そうしてミアは今も生きている。

　ならば今度は生者として、己に向き合う強さが欲しい。

　そばで支えて見守ってくれた、誰かの背中と同じように。己の罪を、背負う強さを持ちたい。

　それが、ミアの中に生まれた、たったひとつの願いだった。

「あなたを殺して、父が戻るのならそうします」

　凛とした声に、リッドは目を伏せた。

　彼の視線の先には、今まで利用して来た者たちの顔が浮かんでいるだろう。

「しかし、父は戻らない。そして、私があなたを殺せば、きっともう父が誇ってくれた私ではなくなってしまう。父が愛してくれた私を守るために、私はあなたを生かします」

　ミアの言葉に、リッドはようやく目の中に光を取り戻していく。

　言葉が届くその瞬間を、ミアは愛せばいいのか憎めばいいのかさえわからなくなっている。

　それでも、大好きな父の前で、胸を張れる自分でいられるように。

　せめて本当に大切だと思っているこの気持ちだけは、誇れる自分でありたいと願う。

「あなたを追い詰めたものを、あなたが傷つけた人たちを、あなたが利用してきた罪を、私も共に背負います。戦に加担したこの両手は、決してもう清廉などではありません。それでも、あなたがこれ以上溺れぬように、その罪と向き合える強さを持つために。私も共に、償います。それが、私が聖女としてあの国にできる、最後の正しき行いだと信じます」

　ミアは膝をつき、リッドの頬に触れた。

　びくりと震える肌はまだあたたかく、生きている人間の温度を感じた。

「死にたくないと思うのなら、もう誰の心も殺さないで」

　すべてを救うことができないのなら、せめて今日、目の前のひとりを助けたい。

　それがあの日、ミアが聖女になると決めた日、心に誓った唯一の思いだった。

　まっすぐに見つめるミアに、リッドは両の瞳からぼろぼろと大粒の涙を零し始めた。

　呼吸さえ忘れたように呆けた顔の男は、たった一言呟く。

「聖女、様……」

　もうその名が自分に相応しくないことは、他でもないミアが一番理解している。

　それでも、それが彼に必要な役割ならば。

「ミア」

　声に、ミアはぼんやりと顔を上げた。

　立ち上がったマーカスが、こちらに手を差し伸べている。

　手を伸ばすと、強い力で引き上げられた。

「表に兵を待たせてある。五分待って出て来ない場合は突入する。どうするかは、自分で決めるがいい」

　自ら出頭するか捕縛されるか、王として最後の選択を選ばせるマーカスの温情に、ミアは体から力が抜けそうになった。

　自分の役割は、ここまでだ。

「大丈夫か、ミア」

　足が震え、うまく立てない体をマーカスはしっかりと抱き寄せ支えてくれる。

「帰りましょう、マーカス。あなたの、城へ」

　そこが今のミアにとって帰る場所であることに、マーカスはひとり静かに優しい微笑みを浮かべている。

　王に支えられゆっくりと、聖女は一歩を踏み出した。

　近づいて来る夜の光に誘われるように、ミアは呪いの館をあとにした。

















第十六章












　漆黒の薔薇園は、静寂に包まれている。

　大きくて細いクレセントムーンの下に、丸い噴水がひとつ置かれており、ミアはその縁に腰を下ろすとお腹を押さえてうめき声を上げた。

「も、もう食べられない……」

　胸元に細かな金糸の刺繍が入った、柔らかな絹のナイトドレスに身を包んだミアは、自分の腹部をそっと押さえてみる。

　無事に戻って来たミアを、メイドたちや執事たちは号泣せんばかりの勢いで迎えてくれた。

　いつもより時間をかけて湯浴みをされ、薔薇の香りをまとうオイルやクリームに包み込まれ、ミアがリラックスできるようにと城の皆が気を配ってくれているのが伝わって来る。ふたりしかいないのに、大広間はパーティー会場のように明るく華やかな空気に包まれていた。

「腹を空かせて帰って来るだろうから、ミアをもてなす料理を用意しておけ」

　マーカスは、城を出る時メイドたちにそう伝えていたらしい。

　人質になっていたあのメイドも、ミアが無事に戻って来たのを見て泣き崩れていた。

　ミアを迎えるために用意されていたのは、文字通り所狭しと並べられた料理の数々だった。

　新鮮なカブやトマトをゼリーで閉じ込めた前菜に、まろやかな白い芋のスープ、羊肉をローストしたメインには甘酸っぱい果実のソースがたっぷりとかけられていて。

　いつまでも明るく終わらない、そんな宴にミアもついつい食べすぎてしまった。

「大丈夫か？　飲めるか？」

　ガラス製の水ボトルを手渡しながら、マーカスはミアの隣に腰を下ろした。

　いつもより幾分かラフな濃紺のジャケットとボトムというシンプルな貴族服に身を包んだ男は、手の中のボトルの栓を引き抜きミアに改めてそれを握らせた。

　傾けた水は少しだけしか入っていかないが、喉を通る冷たい感触に幾分か気が楽になっていく。

「無理して食べるからだ。セーブすればいいものを」

「だって、みんな……嬉しそうに、用意してくれてたから……」

「ミアを思っていたのだろうな。手を動かしていないと、落ち着かないという気持ちは俺にも覚えがある」

　だからマーカスは、ミアを助けに行く前にあんな命を下したのだろうか。

　城に残る者たちが、希望を持てるように。

　マーカスの優しさと強さをまたひとつ見た気がして、ミアはほっと息を吐いた。

「よく私を見つけましたね」

「何、見慣れない兵が居たので、別室に招待してお話をしたまでだ。お友達を大勢連れて裏門に居ると教えてくれたので行ってみたら、気を失った門番たちと、メイドの姿があった。彼女たちの証言から、俺はすぐにミアの捜索を開始した。あれだけぞろぞろ馬車を引き連れていれば、街道の目撃情報は多かった。それだけのことだ」

　別室への招待、が何を意味するのかミアはほんのりと理解した。

　一国の王は、厳しくないと務まらない。

　彼が今この国を治めているという実感が、改めてミアの心を揺さぶった。

「そうだ。みんなは……！」

　不安そうに見上げるミアの頬を、マーカスはそっと撫でていく。

「安心しろ。門番たちは全員無事だ。手当をした人間の腕が、良かったんだろうな」

「よかった……」

　心の底からほっとしているミアに、門番たちを大切に思ってくれている様子が見て取れてマーカスは静かに目を細めている。

「あのあと、陛下は……リッド様は、どうなったのですか」

「今夜くらいは、難しいことは忘れてもいいと思うが」

「私は、あの国の軍人でした。国を捨てた身とはいえ、一度は忠誠を誓った君主の最期。確かめておきたいのです」

　ボトルを両手に握りしめ背筋を正したミアに、マーカスはゆっくりと一度頷きあのあと何があったのかを手短に説明した。

　自ら投降したリッドを、マーカスは丁重に保護した。

　その場に控えていた衛兵に、賊に襲われた聖女をリッド陛下が救出したと説明したらしい。

　英雄として両国の兵士に迎えられたリッドに、マーカスは同盟という名の密約を追加で持ちかけた。

　それは、今後一切のリーデンバルト王国への軍事介入、及びミアへの接触を禁じるというものだった。

「つまり、陛下の犯した罪をすべて闇に葬ったということですか？」

　驚くミアに、マーカスは怖いくらい美しい笑顔を浮かべている。

「あの場で彼を断罪するのは簡単だが、俺はしばらくこの国を離れるつもりはない。信頼の置ける駒が増える方が、都合がいいだろう」

　もちろん、リッド陛下がマーカスを裏切るような真似をすれば、今回の件を世間に公表するという条件付きだ。

　これはミアの想像なのだが、マーカスのこの口ぶりと自信を鑑みるに、彼はリッドの聖女誘拐以外の罪に関しても何か証拠や情報を握っているのではないかと思われた。

「恐ろしい人ですね」

「知らなかったのか？　ミアの男は、政治がそこそこ上手いと評判だぞ」

　自信たっぷりに『ミアの男』と立場を強調するマーカスに、ミアはボトルを噴水の縁に置くと立ち上がり、マーカスの前に膝をついた。

「なんの真似だ」

　頭を垂れるミアに、マーカスの声は宥めるように優しい。

「一瞬でも、私はあなたのことを疑いました。そのことに、心からの謝罪を」

「ほう？　どんな疑惑だ」

「……あなたが、玉座の間で従者と話している内容を聞きました。あなたが、私のことをずっと欲していたこと。やはり、求めていたのは聖女の力だったのだと思いました」

「なるほど。ミアはもう城に優秀な協力者がいるのだな。さすがだ」

　冗談めかすマーカスに、ミアはぎゅっと唇を引き結んだ。

「教えて下さい。あなたの、目的はなんですか」

　切実な声に、男は困ったような顔で微笑みかける。

「なぜそんなに、知りたいんだ？　俺が本当は何を考えているのか、知ることはそんなに大切なことか？」

　確かに、最初はどうでもいいと思っていた。

　どうせ捨てた命なのだ、誰が何の思惑を抱えていようが、自分には関係ないと。

　けれど、彼がくれる言葉が、優しさが、世界が。あまりにも心地良くて、周りで生きている人たちが素敵に見えて。

　もう一度、ここで息をしてみたいとそう思えた。

　そのために、どうしても必要なものがある。

「あなたを、心から信じてみたい。そのためには、どうしても真実が必要なのです」

　真っ直ぐに見上げるミアに、マーカスもまた同じように地面に膝をつき視線を合わせた。

　膝の上に乗せられた手に、マーカスの掌が重ねられる。

　そっと腰を抱き寄せられ立ち上がらせるマーカスは、なんだか泣き出しそうな顔でこちらを見つめていた。

「ミアは、これから何がしたい？」

「私……？」

「学業を究めたいか、それとも何か就きたい職務があるか、ミアの軍人としての経歴を鑑みれば聖女の力を使わずとも指導官として立派にやっていけるかもしれない。それとも、のんびり旅に出て、世界を見てみるのもいいかもな。休息と探求、旅はいいものだ」

「あ、あの、マーカス？　今は、私じゃなくて、あなたの話を……」

「俺は、自由を与えるためにミアを拐さらった。だからミアには、自由に生きて欲しいんだ」

　その瞳に、嘘はないように思えた。

「なぜ私にここまでしてくれるのですか……何か私にも、同盟を結んだり密約を交わしたりする利点があるのですか？　それともやはり、聖女の力を欲しているのですか？」

「そんなことをする必要はない。ミアも知っているだろう。俺は、強いからな」

「ならばなぜ」

　困惑するミアの両手を、マーカスは柔く握り込んで来る。

　深く息を吐き出した王は、なんだか子どものような寂しげな目をしていた。

（あれ？　この目、どこかで……）

　それは、あの既視感だった。

　以前薔薇園で感じた、懐かしい感覚にミアはぼんやりと男の顔を見つめる。

　月明かりの下で揺れる睫毛の長い男の瞳は、ガラス玉でできたアーモンドのように美しい形をしていた。

「昔、好きになった女がいた」

　突然の告白に、ミアの胸がぎしりと音を立てる。

　それは、思ってもみない痛みをもたらす言葉だった。

「けれど彼女は、到底俺には手の届かない、絶対に結ばれることのない人だった」

「身分の問題……ですか？」

　先王の唯一の子であるマーカスは、生まれた時から国を継ぐことが決まっていた。

　どれほど前のことなのかはわからないが、その彼がこんな風に言う相手には、よほどの事情があったに違いない。

　ミアの言葉にマーカスは、ゆっくりと頷いて見せた。

「彼女には、自由がなかった。けれど、与えられた使命に燃える情熱と責任感で輝く瞳を前にした時、その輝きがどこまで行くのか俺は見ていたいと思った。それは、彼女を俺のものにすることよりも大事なことだと思えた」

　自由、その言葉をつい先ほど聞いた気がする。

「しかし、人生は思うようにはいかない。別れがあり、理不尽があり、挫折があり、絶望がある。彼女の人生にそんな機会が何度も訪れたことも、もちろん俺はすべて調べ上げて知っていた。それでも、彼女が泣きながら、叫び、血にまみれてもなお、前に進もうとする姿にいつも励まされて来た」

　よぎるのは、戦場での光景だった。

　自分もいつだって、必死だった。

　救えないものばかりに涙して、それでも守りたくて、終わらせたかった。

　がむしゃらに生きた自らのその軌跡が、なぜか脳裏に浮かぶ。

「そうして見ていることで、理解した。彼女が立たされている場所が、あまりに脆く危うい線の上だということを。私利私欲にしか興味がない王、彼女の奇跡に頼り切った堕落した兵士、彼女が守れば守ろうとするほど、国は疲弊し敵も増える。彼女が持つ力を思えば、いつかそんな日が来ることはわかっていた。だから俺は、生まれで決められた運命ではなく、自らの意志で王になると決意した。いつか彼女が傷つき倒れたその時に、必ず救えるように。そのために、力を得られるように」

「それって……」

　はっきりとした意志、彼が恋をした彼女の姿が、見覚えのある形に変わっていく。

「彼女とは、あの薔薇園で初めて出会った」

　最後のパズルのピースは、ミアを過去へと連れて行く。

　それは、とても遠い昔の出来事。

　ミアが城に入ることになり、初めて他国の顔合わせと称して連れて行かれた外交の場。

　幼いミアは白いフリルのたくさんついたドレスに身を包み、ダンスパーティーの場でお披露目をされた。

　慣れないヒールの高い靴を履いて、見知らぬ大人たちと何度も挨拶を交わし、靴ずれしていることを知られたくなくてこっそりとホールを抜け出した。

　見知らぬ国の見知らぬ城はあまりにも広く、ミアはあっという間に迷子になってしまった。

　ミアをあれこれもてはやしていた大人たちも、今はもうすっかり大人の外交に夢中のようで、誰ひとり彼女がいなくなったことに気づいていなかった。

　心細くてたまらなくなったミアは、ふらふらと城を彷徨さまよった。

「この、匂い……」

　香水と油っぽいオードブルを避けるように歩いたミアの元に、ふいに甘やかな香りが届いた。

　たどり着いたのは、巨大な薔薇園だった。

　美しく整えられたどこまでも続く薔薇の園は、幼い少女を孤独に誘うには十分な静謐せいひつさでミアを迎え入れた。

「私は、せいじょさまになるって決めたの……だから、泣いちゃ、だめなのに……」

　聖女様になれば、多くの人の役に立つ。

　父を笑顔にすることができる。

　そう信じ、今日まで修行を重ね孤独な城での生活を耐えてきた。

　けれど、見知らぬ夜の薔薇の園で、ひとりしゃがみこんでいると、まるで世界にたったひとり置き去りにされたような気になってしまう。

　膝を抱えて涙を流す少女は、聖女であると同時に幼いただの子どもだった。

「泣くなよ」

「え……？」

　突然、声が聞こえた。

　そして後ろに人の気配を感じ、振り返ると頭に何かを載せられた。

「これ、薔薇の冠……？」

　美しい青い花が、指先にしっとりと触れる。それは、器用に編み上げられた薔薇の冠だった。

　恐らく、この美しい薔薇園の薔薇を摘んで作ったものだろう。

　そして目の前にいるのは、やけにぴかぴかの靴を履いた、ミアと同じくらいの背丈の男の子。この冠を作った、犯人だった。

「薔薇、勝手に採っていいの？」

　美しく整えられた生け垣と美しい花は、育てるのも大変な代物である。

　自然の中で育ったミアは、そういうことには詳しかった。

「母様に贈るために摘んでいたんだ。見ろ、まだいっぱいあるからまた摘めばいい」

　冠を作れるほどの量を摘むには、それなりに時間がかかるだろう。

　ミアは、頭に載せられた花冠をそっと下ろし少年に突き返した。

「急がないと、お母様を待たせてしまうでしょう。持って行って」

　冠の形になってしまったものを、彼のお母様は喜ばないかもしれない。

　それでも、見知らぬ誰かの母が待っているのなら、一刻も早く戻るべきだとミアは思った。

「大丈夫だ。母様は土の下で眠っている。いつまでも待っていてくれる」

　少年は明るい笑顔でそう告げた。

　その言葉の意味を、ミアはすぐに呑み込んだ。

「ごめんなさい……」

「なぜ謝るんだ？」

「そんな大切なものを、やっぱりもらうわけにはいかないわ」

　申し訳ない気持ちでいっぱいになるミアに、少年は冠を受け取るともう一度頭の上に載せてくれた。

「これは、お前にあげたいと思ったから、もうお前のものだ」

「……お前って言われるの、嫌い。私、ミアって名前があるの」

　初対面のよくわからない男の子に、聖女様と呼ばせるのは気が引けた。

　はっきりと名乗ったミアに、男の子は右手を差し出した。

「そうか、ミアか。いい名前だな！」

　握手を求める指先はところどころ傷ついており、慌てて編み上げたのであろうこの薔薇の冠のせいだとミアはすぐに気づいた。

「……動かないで」

　ミアはそっと自分の掌を重ねると、力を集中させた。

　暗い庭の中に、黄金色にぼやけた光が灯る。

「なん、だ……？」

　驚く男の子の目の前で、光はすぐに闇に溶けて消えていく。

　手を離すと、彼の掌の傷はすっかり治っていた。

「すごいな！　なんだこれ！」

　純粋に喜びはしゃぐ少年に、ミアは困ったように微笑みかけた。

「これが私の、仕事なの。まだ修行中だけど」

「その歳でもう仕事をしているのか。すごいな！」

　キラキラと目を輝かせる少年に、ミアはなぜかそわそわと落ち着かない気持ちになる。

「俺も将来は大きな仕事をするつもりだ。けど、今はまだ駄目だと父上に言われている。今は学ぶ時だと。学ばない者に、できる仕事はないと言われててな」

「学ばない者に、できる仕事はない……素敵なお父様なのね」

「ああ、父上のことを俺は尊敬してる。父上みたいになるのが夢だ。ミアは？　仕事をするのが夢なのか？」

「夢……」

　そんなこと、考えたこともなかった。

　叶えられるかわからない、そんな生易しい覚悟でこの務めは果たせない。

　既に一度、本物の戦場を経験していたミアには、少年の語る未来はあまりに眩しく思えた。

「叶うか叶わないかわからない、けれど、怖がってる暇なんてないの。迷っている間にも、多くの民の命が失われていく。だから、私は絶対にやり遂げる。これが、私の使命だと決めたの」

　先ほどまで泣いていた少女は、真っ赤な目を腫らしながら立ち上がった。

　ストラティアの陛下は、このような言葉を子どもの戯言と鼻で笑う。

　ミアとさして歳が違わない少年は、先代が早くに崩御し若くしてストラティアの王になった男で、ミアを城に呼んだ張本人だった。

　自分の思う通りにならないことがあると年相応に暴れて、周りのことを自分よりも下であるという態度を隠さない子どもの王様は、ミアの理想をいつだって嘲笑していた。

　目の前にいる彼も、一体どういう立場の人間なのかわからないが、ここにいるということはそれなりに身分のある人間なのだろう。

　そんな相手に理想を語っても、どうせ馬鹿にされたり笑われるだけだ。

　そう、わかっていてもミアは今夜、この真っ直ぐな思いを隠すことができなかった。

　それもまた、少女の若い情熱だった。

「かっこいいな、ミア」

　かまえたミアの前で少年は、拍子抜けするくらい柔らかく目を細めた。

　そこには、侮蔑も呆れもない。彼がミアを見るその瞳には、ただ優しい光が宿っている。

　向けられる尊敬の色は、ミアを逆に呆然とさせた。

「ばかに、しないの？」

　尋ねるミアに、少年はむっとした顔で向き直る。

「誰かの真剣な思いを笑うなんて、最低の人間のすることだ。父上はそう仰っていた。俺は、最低の人間じゃないぞ！」

　腰に手を当てて胸を張る少年は、むっすりと怒っている表情なのにどこか眩しく見えた。

「ふふっ、あなたすごく素敵ね」

　それは心からの尊敬と信頼がもたらした、ミアの本当の笑顔だった。

「……っ」

　少年は、一瞬息を詰まらせるとなぜか顔を横に向け視線を逸らせてしまった。

　幼いミアにとってそれは特別気になる点ではなく、真っ白な月明かりの下で少年の耳は太陽よりも赤く燃え上がっていることにさえ気づかなかった。

「ミアは、パーティーを抜け出して来たのか？」

　話題を切り替えるように、ぎこちなく少年はもごもごと質問を投げかけた。

「迷子になっちゃって……」

「戻るか？」

　頭で考えるよりも先に、首をぶんぶんと横に振った。

「じゃあ、仲間だな」

　少年はそう言って、ミアの手を取った。

　輝くような曇りのない笑顔に、ミアは足元に視線を落とした。

「お母様がいないの……寂しくない？」

　物心つく頃には、ミアの母はいなかった。

　同じくらいの年齢の少年は、母のいない生活をどう受け止めたのか。

　知りたいと思った。

「寂しい、苦しい。けど、母様が愛したこの国を守ることが、今の俺には最も重要だ。じゃなきゃ、母様が眠る場所も守れない」

　その決意に、ミアは既視感を覚えた。

　同時に、この人は自分の仲間だと、強く思った。

「……ねえ、お母様の眠る場所に、月桂樹は生えている？」

「月桂樹？　なんだそれ」

「お父様が教えてくれた、古いおまじないなの。月桂樹の葉には、魔を祓う効果がある。だから、お母様が静かに眠れるように、月桂樹の葉で冠を作ってみるのはどうかな」

　ミアの提案に、少年はぱっと目を輝かせた。

「すごいな！　ミアは、なんでも知ってるな！」

　真っ直ぐに向けられる笑顔は、この窮屈なパーティーの夜、唯一輝くものに思えた。

「なあ、ミア。ミアには、また会えるか？」

「わからないわ。私の行く先は、国王様によって決められてるから」

「そうか。じゃあ、俺がこの国を、母様の眠る場所を、民を全員守れるくらい強くなったら、お前のことを迎えに行ってもいいか？」

「私を、迎えに？」

「俺は絶対強くなる。だから、ミアのことも守りに行きたいんだ」

　聖女として生きると決めた瞬間から、守られる側ではなくなった。

　そんなミアに、こんなにも真っ直ぐに守りに行きたいと言ってくれた人は、父に続いてふたり目だった。

「私は、聖女様になるの。あなたのことを、守る側になるかもしれないわ」

　ミアの言葉を受け、少年はそれでも目を離すことなく真っ直ぐミアを見つめた。

「守る人を、守っちゃだめなんて掟はない」

　そう言って少年は、ミアの両手をぎゅっと強く握りしめた。

「ミアのことを、守れる人間になる。覚えておけ。ミアが、どんなに多くの人を守っても、ひとりじゃない。ミアがピンチの時は必ず見つけて、駆けつける。そういう人間が居ることを。ミアを守る男の名前は……」

　光が射すように、ミアの記憶が蘇る。

　あの日も同じ、こんな月明かりの下に居た。

　目の前にいる少年の姿が、今のマーカスに重なって溶けていく。

「マーカス……リーデンバルト……」

　少年が名乗ったあの名前を、ミアは信じられないという表情のまま口にした。

　その名が、遠い過去と繋がった瞬間を、マーカスは見逃さなかった。

「思い出したか？」

　あの頃よりも低くなった声が、ミアを優しく包み込んでいる。

「そんな……あの時の、男の子が……あなただったの？　いつから？　一体、どこまでがあなたの……」

「これは、俺の夢だ。あの日、心の底から尊敬する、かっこいい女に出会った。幸せに暮らしているのなら、ずっと見守っているつもりだった。けど、そうはならなかった。だから、俺にできることをしたんだ」

「マーカス……」

「俺の真意がわからないと言ったな？　そんなものは、たったひとつだ。お前が幸せになること。それが、俺の幸せだからな」

　聖女になってから、ずっと孤独だった。

　あの夜のことだって、忘れてしまっていた。

　けれど、今はっきりと思い出す。

　辛く苦しい修行の中で、パーティーの夜に出会ったあの少年の言葉が、ミアの心を支えた夜が確かにあった。

　慌ただしく過ぎる日々の中で、まるで夢や幻のように淡く消えていった、はるか彼方の幼い思い出。

　マーカスだけがずっと、覚えてくれていた。

　そのことが、ひどく嬉しかった。あの頃、辛かったこと、苦しかったことを、丸ごと肯定されたような気持ちになれた。

「ごめんなさい、私……何を謝ればいいか……」

「かまわない。子どもの頃の、他愛もない記憶だ。思い出さないだろうと、最初からたかをくくっていた。もう一度会えただけで俺は十分幸せだった。だからミア、思い出してくれてありがとう」

　そう言って抱きしめてくれる腕は、今までのミアをすべて受け止めてくれる、優しい抱擁だった。

「この先、自分がどうしていけばいいのか。何を選んでいいのか。今やっと、選べるような気がする」

　彼を信じる、そう決めた瞬間ようやく未来が開けたような気がした。

「ようやくスタートラインだな。悩む時間は、いくらでもある。焦らなくていい」

　柔らかな毛布に包み込まれるような優しさに、ミアは顔を上げた。

　もう死んだ聖女でも、捕虜でもない。

　自分はひとりの人間で、自分の気持ちを伝える強さを持つと決めたのだ。

「マーカス、私ひとつだけはっきり望んでいることがあるみたい」

「それはいい知らせだ。どんなことだ？」

　優しく見下ろすマーカスを、ミアは同じだけの笑顔で返した。

　伝えたい言葉があって、伝えたい人がいる。

　それが、どれほど幸運で、その幸運が誰によってもたらされたものかをミアはもう理解していた。

「あなたと共にあることが、私の幸せです」

　初めてはっきりと口にした感情に、マーカスは目を見開き、そしてとろけるような微笑みを向けてくれた。

「ありがとう、ミア。愛している。今までも、そして、これからも」

　抱きしめられた腕は熱く、ミアの魂に再び火が灯る。

　マーカスと共に生きていきたい。

　それは、ミアが聖女ではなくひとりの人間として歩きはじめた最初の選択だった。
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　もつれるように部屋になだれ込む間も、マーカスは唇を決して離さなかった。

　求められることがこんなにも幸福を連れて来ることを、ミアは彼に会うまで知らなかった。

「や、だ……もう……」

　じれるように下腹部を這う指先に、ミアはベッドの上に倒れ込みマーカスを見上げる。

「だめ、だ。ちゃんと、解さないと……」

　そう言いながら触れて来る指先は、もう既にミアの蜜でぐっしょりと濡れている。

　こんなに欲しがっていることをわかっているはずなのに、ミアの体への負担を第一に考えてくれるマーカスの熱が、ミアの脚に直接触れている。

「いい、の……」

「あ、こら」

　腰元をずらし、体に引っかかっていた最後の布を投げ捨てたミアは、自ら沈みその熱を咥え込んでいく。

「あ、ぅ……ッ、……！」

　強い圧迫感に苛まれ顔をしかめるミアの腰を、男はそっと支えてくれた。

「無理をするからだ。抜くぞ」

「い、やぁ……っ……」

　手の甲で目元を隠しながら、ミアは脚を絡め腰をゆっくりと押し付けていく。

　その僅かな動きに、マーカスのため息が溢れた。

「こ、ら……」

　甘く震えた唇が嬉しくて、ミアは指の隙間から男を見上げる。

　苦しげに息を吐き出すその姿は、ミアの中にまたひとつ今まで知らなかった感情を呼び覚ました。

「きもち、いい……の？」

　吐き出す息の熱に震えながら問いかけるミアに、マーカスは困ったような顔で微笑みかける。

　まだ強い圧迫感の中で、快楽を探り出すような時間にも関わらず、ミアの内に生まれた欲望は大きく膨れ上がる。

「気持ち良すぎるから、困るんだ……」
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　あのマーカスが、いつも自信たっぷりで覇王と呼ばれるほど強い、誰からも尊敬される男が、体を預けこんな風に切なげに吐息を強請る姿が愛しくて。

「私、も……ん、っ……！」

　両腕を伸ばし唇を欲しがるミアに、マーカスは上体を倒しゆっくりとそれに応えてくれる。

　体勢が変わったことにより、その熱がより深く、もっと奥へと届いてしまい、ミアの内側がとろりと溶けた。

　以前は自分の欲望が、怖かった。

　果てがなく、何も見えない暗い道をひとりで歩いているような気持ちにさせられた。

　恥ずかしくて、怖くて、与えられるものを飲み込むので精一杯で。

「ミア」

　けれど今は。

「マーカス……きもち、いい……っ、あ……ン……ッ……！」

　今は、この人がいる。

　包み込まれる腕の中で、ミアの胸に広がるのはただ途方もない安心と幸福だった。

「俺も、だ……ミア、の中……熱くて、溶けそう、だ……」

　同じ気持ちを、こんなにも近くで共有している。

　そのことが嬉しくて、ミアは無意識に腰を揺らしてしまう。

　この人を、もっと遠くへ導きたい。

　その力が自分にあるのなら、同じ場所へ共に行きたい。

　込み上がる想いが、直接快楽に変わっていく。

「あ、……っ、ン……、あぁ……っ……」

「すごい……、ここ……ミアの中、突くと……」

「ひ、ぁ……っ！」

　捏ねるように押し進む熱が奥に触れる度、目の前に光が散るような気がした。

「い、ぁ……っ、やだ……それ……っ……」

「嫌か？　やめる、か？」

「やめない、で……ん、ぃ……っ！」

　もう自分でも何を口にしているのかわからない。

　それでも、強すぎる刺激と止めて欲しくない劣情が、重なり合って溶けていく。

「い、ぃ……、きもち、いぃ……マーカス……ンン……！」

「ああ、俺もだ……いい……ミア、お前の中……もっと、ぐちゃぐちゃにしたい……！」

「は、アっ、ん……んん……ッ……！」

　追い詰められる度に跳ねる心音が、ふたり分耳の中に響くような気がした。

　流れる汗が胸元に落ち、その雫に導かれるようにマーカスが上体を浮かせる。

「は、あア……っ！」

　硬くなった胸元の小さな果実を、マーカスの唇が摘んでいく。

　敏感な先が、男の粘膜に押しつぶされ、気持ち良さに声が引きつった。

「や、やぁ……っ、もう……きもち、いい……」

「もっと、気持ち良くなれ」

「いっしょ……いっしょ、じゃない、と……んんっ……！」

　ミアの無意識の懇願を前に、体の内側でマーカスの熱がまたひと回り大きく膨らんだ気がした。

「あまり可愛いことを言ってくれるな、壊すぞ」

「ん……、いい……こわし、て……わたし、が……癒やす、から……」

　ほとんど理性を失った、本能だけの言葉の中に潜むミアの本音に、マーカスはにやりと口元に笑みを浮かべた。

「癒やすのは、俺の番だ」

「あ、あぁ……っ、ん……ッ……ア……あぁあぁぁっ……！」

　激しく揺さぶる動きに、終わりが近いことがわかった。

　この時間がずっと続けばいいのにと思う反面、彼にこの瞬間、この世で一番幸せになって欲しいと願ってしまう。

　こんな夜があることを、知ることができた喜びにミアは喉を震わせた。

「い、ぃ……マーカス……も、ぉ……」

「ああ、俺も共に」

「ひ、ぁ……い、い……イ、く……イ、っちゃ……う……あっ、ッ……！」

　押しつぶされる感覚に、マーカスは強くミアの体を抱き寄せた。

　震える肌から、内側が弾けるような感覚が伝わって来る。

「く……っ……」

　マーカスの唇が、吐息をつきながらミアのそれを奪った。

　どくどくと流れ込んで来る熱が、ただただ体の内側を幸福にしていく。

　過ぎ去った嵐を、それでも手放したくなくて、ミアはゆっくりと口づけに溺れていた。

　体の中心に深く埋められた快楽に、ミアは息を吐き出すことさえ必死だった。

「ん、ん……っ、ぅ……」

　ようやく呼吸が落ち着いて、ゆっくりと唇が離れた。

　腫れるくらいに吸い上げた口づけは、それでもまだ物足りないと寂しさを覚えてしまう。

　もうこの体は、すっかりマーカスによって作り変えられてしまったと、ミアは心の中で静かに微笑みを浮かべていた。

「大丈夫、か？」

　喉が乾いて声が震えて、細い息だけが溢れてしまう。

　腕の中でミアは、力なく首を縦に振った。

　こくりと震えた瞳が、月明かりの中でマーカスの笑みを映している。

「そうか、なら」

「えっ、あ……ッ、……!?」

　今離れたばかりの体が再び引き寄せられ、唇が近づいた。

「ふ……っ、……」

　拭われる肌は熱く、唇は再び火を灯していく。

「ま、だ……する、の……？」

　近づいた体温に視線を上げると、熱に濡れたキスとは裏腹に優しげな笑みが下りて来る。

「抱いても抱いてもまだ足りない。今度はお前の番だ、呆れるくらい俺が癒やしてやる」

「んっ……」

　再び引き寄せられた体に、熱が灯る。

　この夜は、まだ続いていく。

　きっと、明日も、これからも。

　抱きしめられた腕はあまりにもあたたかく、再び始まった長い夜にミアはただ静かに目を閉じた。
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　朝露に濡れた芝草の上を、革のブーツが軽快に蹴り上げていく。

　かつての正装である白いドレスは重さこそなかったものの、いつも足枷のようにミアの足元にまとわりついていた。

　丈夫な靴底は、多少の悪路や山道でも足の裏が痛くならず、美しい黒のボトムはマーカスが特別に仕立ててくれた軽くて丈夫なレザーを使っており、細かい枝や泥からミアの足をしっかりと守ってくれていた。

「この辺だと思うけど……」

　やがて霧がかった森の奥に、広い池が現れた。

　村人から聴いた情報だと、この近くの材木置場が問題の場所のはずだ。

「誰か、いないの？」

　深く息を吸い込んだミアは、通すように大きく声を張り上げる。

　くわんくわんと森の中をミアの発した声が響き渡り、遠くから鳥が羽ばたく音が返って来た。

「いない、か……ん？」

　その場を立ち去ろうとしたミアの耳に、何かが届く。

　それは、微かだが確かに存在する、はっきりとした形の音だった。

「……い！　おーい！」

　からからに乾いた音が、池の向こう側から響いて来る。

　ミアは再び湿った草を蹴り上げ、駆け出した。

　池の裏は、すっかり崩れて新たな崖のようなものが出来ていた。

　ここのところ続いていた大雨で、地中にある水脈が決壊し、どろどろに崩れた斜面のあちこちから逃げ切れなかった水が滝のようにごうごうと流れ出している。

　崩れた木と泥の広がる斜面に目をこらすと、僅かに動く何かが見えた。

「おーい！」

　叫びながら手を振るのは、ひとりの少年だった。

　大きな麻袋をひとつ抱えた少年が、水の流れる泥の中で手を振っている。

「あなた、ディケルね？」

「そうだよ！　姉ちゃんは？」

「私はミア。美しい籠を作る職人さんの噂を聞いて、見学に来た旅人です。昨日の雨で、職人さんが行方不明になってるって村で聞いて探しに来たの」

「ああ。材料を取りに来たんだけど、足場が崩れちゃって戻れないんだよ」

「待ってて、ロープを下ろすわ」

　ミアは周囲をくるりと見回し、一番太い木の幹に手持ちのロープの端を巻き付けた。

　ロープの先を投げ下ろすと少年はそれを麻袋の端にくくりつけ、まずはひとりで崖の上を駆け上って来る。

「ありがとな、姉ちゃん助かった……いっ、てて……」

　顔をしかめる少年に、ミアは目を丸くした。

「どこか怪我したの？　大丈夫？　見せて？」

「ちょっと擦りむいただけだから、平気……っい、てぇ……」

　ぶんぶん肘を振り回す少年が、再び顔をしかめた。

　見ると、肘の近くに小さな小枝が突き刺さっており、そこから血が流れていた。

　少年からは見えていないようで、ほっとしたおかげで痛みを感じるようになったのかもしれない。

（これは、このままにしておくわけには……）

　ミアは少年の背後に回ると、そっと掌をかざした。

　柔らかな光がぽうと灯り、刺さっていた小枝が抜け落ちた。少年の傷は、光の中でみるみるうちに塞がっていく。

「あれ、なんか痛みが？」

「大丈夫？」

「ああ、もう平気。ありがとな、姉ちゃん！」

　そう言って笑った少年は、崖下に置いて来た麻袋を覗き込んだ。

「袋を引き上げるのを、手伝ってくれるか？」

「もちろん」

　ミアは先頭に立ち、ロープを思い切り引き上げた。

「重い、わね」

「まあね。高級品だから、気をつけてくれよ」

　後ろから一緒に引っ張っている少年の声に、ミアは集中する。

　でこぼこの崖に引っかかって袋が破れぬよう、慎重に力を込めた。

「あと、もう、少し……」

「姉ちゃん、足元気をつけて」

「大丈……あっ！」

　その時、踏ん張っていたつま先がずるりと泥に呑み込まれた。

　柔らかくなっていた地面に足を取られ、体が大きく前傾する。

（まず、い……！）

「姉ちゃん！」

　叫ぶ声に、ミアは崖の下が近づくのを感じた。

　せめて周りを巻き込まぬよう、体を返したその瞬間、衝撃は止まった。

「……あれ？」

　何かがミアの体を、支えている。

　その腕はゆっくりとミアの腰元を引き寄せ、足場の悪い崖の上に再び立たせてくれた。

「こんなことだろうと思った」

「マーカス!?」

　目の前に立っていたのは、マーカスだった。

「どうして、ここに？」

「ミアが城を出たと聞いて、嫌な予感がした。また、困った人を助けるために無茶をしているんじゃないかと。間に合ってよかった」

　すべてお見通しのマーカスに、ミアはしゅんと頭を垂れる。

「ここのところ長雨が続いていて、川沿いの村が心配になったの」

　城から一番近い川のそばにある村の様子をまずは確認して、被害が出ているようであれば周辺の川沿いの村も含めて支援の判断材料になると踏んだ。

　実際、このような小規模な土砂崩れがあちこちで起こっていることがわかり、大きな災害に繋がる可能性もあるとミアは考えている。

　こっそり城を抜け出した甲斐は、あったというわけだ。

「姉ちゃん、この人知り合い？」

　マーカスの背後からおずおずと顔を覗かせた少年に、ミアは微笑んで見せる。

「ええ。怖そうに見えるけどとてもいい人よ」

「こっちのお姉さんは、悪い人だぞ。困ってる村があるって噂を聞くと、城……家を抜け出してすぐ首を突っ込むようになってな」

「ちょっと、マーカス！」

　脇腹をつつくミアに、少年もははーんと訳知り顔で頷いた。

「なるほど、姉ちゃんのイイ人ってやつか」

「イ……っ!?」

「まあ、そういうことになるな」

「マーカス！」

　真面目な顔で頷くマーカスと少年は、顔を見合わせるとわははと声を上げて笑い始める。

　なんだか、大きな兄と弟みたいな光景に、ミアは唇を尖らせてロープを握った。

「ほら、早く引き上げるわよ！　中の材木がダメになっちゃう」

　ミアの掛け声に、少年とマーカスはロープを引き上げ始めた。

　ミアとマーカスはそれぞれの馬に跨り、少年が操る馬車の後ろにつき、村への道のりをゆっくりと歩き始める。

　マーカスはあれから黙ったままで、ああ本気で怒っているんだなということがわかった。

「マーカス、あの」

「自由にしていいとは言ったが、無謀はよくない」

　ごろごろとした地面を踏みしめる音に、マーカスの真剣な声と寂し気な瞳が混じってミアは目を伏せた。

「最近、気づいたの。この国のことをもっと知りたいって」

「ほう？」

　興味深げに頷いたマーカスは、ミアの次の言葉を待っている。

「これから、世界は変わっていく。かつて私がいたあの国も、この国の一部としてこれから復興していくと思う。その時に、自分にできることをしたい。だから、この国のこと、この国の民のことを知らなければならないと思ったの。そうすることで、今生きている人たちの助けになりたい」

　この命を、投げ出して守ろうとしたものを、今度こそ本当の意味で守りたい。

　ミアの胸に芽生えたのは、新たな夢だった。

「この国にも、まだまだ足りないものは多い。ストラティアのように、鉄資源が豊富なわけではなく、水源が多く災害も多い。だからこそ、互いの知識や技術を共有することで協力していけることもあると、俺は考えている」

「マーカス……」

　ミアの思いを受け止め、そしてこの国の行く末を見つめる彼の目は、確かに王のものだった。

「ミアはこの国を見て回るべきだな」

「本格的に旅にでも出る？」

「なるほど、それもいいな。俺もついて行く」

「国王様が、国を離れるのはまずいんじゃない？」

「何、優秀な部下たちがいる。それに、ミアと一緒に旅なんて楽しいことを、この俺が見逃すはずがないだろう」

　どこまで本気なのかはわからない。

　それでも、彼がそばで見守ってくれる旅を想像すると、それはとてもわくわくする未来で。

　ミアは、この心が再び動き始める音を聞いた気がした。

「あ、父ちゃんだ！　とうちゃーん！」

　前を行く少年が、馬車から大きく手を振り上げた。

　息子の姿を見つけ、父親は涙ながらに駆け寄って来る。

　それは、ミアに少年の捜索を頼んだ男だった。

「よかった、無事だったんだな！　心配したんだぞ！」

「兄ちゃんと、兄ちゃんのいい人が助けてくれた！」

「兄ちゃん？」

　少年の説明に、男と集まって来た村人たちは馬車の後ろについていたミアとマーカスに視線をやった。

　すると、少年の父親の顔色がみるみるうちに青ざめていく。

（あ、これは……）

　マーカスを見ると、同じように気配を察した彼は困ったような笑みを浮かべていた。

「お、おま、おおおおおおまえ、ここここの方は！」

「え？　何、兄ちゃん有名人なのか？　うわ!?」

　わけがわからない様子の少年は、馬車から引きずり降ろされ強制的に父親に頭を押さえつけられている。

　後ろに集まっていた村人たちも、次々に頭を伏せていく。

「こ、国王様だ！　この国の、王様だ！」

「え、ええええええ!?」

　状況を飲み込んだのか、少年も改めて頭を伏せた。

「し、知らぬこととはいえ、息子が大変なご無礼を」

「良い。楽にしろ」

　王の声に、村人たちは頭を上げた。

（国王様は、大変ね。なるほど、こうなるのも面倒だから、以前の村では名乗らなかったのね）

　冷静に観察するミアだったが、顔を上げた彼らの視線が、今度はミアに向けられていることにようやく気づいた。

（あれ？　なんだか、見られているような……）

「ということは、お隣にいらっしゃるのは」

「姉ちゃん、もしかして聖女様なのか！」

「えっ!?」

　少年の大きな声に、父親は再び息子の頭を下げさせた。

「な、なんで……」

「ほー、こんなところまで噂は広まっているのか」

　楽しそうに声を上げたのは、マーカスだった。

「ちょっと、何か知ってるなら説明して下さい！」

「ミアが知らないのは、意外だったな。この国には今、新たな伝説が生まれているんだ。聞いたことがないのか？」

「伝説？」

　マーカスが言うには、ここのところまことしやかに国民の間でとある噂が広がっているらしい。

　新たな時代を迎えたこの国の王には、今新たな仲間ができた。

　彼女の手は、あらゆる病を取り除きすべての傷を癒やす奇跡の光を宿しているらしい。

　ひとたびその手をかざせば、辺りは眩い金色の光に包まれ、すべては元通りになっている。

　長く続いた戦が終わり、人々は新たな道を歩み始めた。

　その力は密かに国の人々を救い、助け、希望になっているらしい。

　彼女は一部でこう呼ばれている、聖女様と。

「な、何よそれ！　聞いてない！」

「しょうがないだろ。お前が城を抜け出して、あちこち事件に首を突っ込んでいくから話が広がったんだ。自業自得だ」

「それでも、私あれから力を使ったことなんて……！」

「ない、と言い切れるか？」

「それは……」

　自分としてはこっそりやっているつもりだったが、そうではなかったことが証明されてしまったようだ。

「これは、城に戻ったらおしおきが必要だな」

　にっと笑ったマーカスの口にした言葉の意味を、ミアはもう知っている。

「聖女様、顔赤いぞ？　大丈夫か？」

「だ、大丈夫……デス」

　少年に指摘され、ミアは両手で頬を覆った。

　こんな明日が訪れることなど、想像していなかった。

　先の見えない混乱の中でも、人々は、王は、そしてミアは生きている。

　雨上がりの太陽は明るく、きらきらと大地を照らしている。

　当たり前に笑い、当たり前に生きることの尊さを噛み締めながら、聖女は再び新たな伝説の中を歩み始めた。







（了）
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